
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　まるで陶器のように真っ白で滑らかな、美しい銃だった。




　鋼のように輝く銀色の長い髪が躍り、宝石のように透き通った藤色の瞳がじっと俺を見下ろしていた。

　少しでも言葉を発しようと唇を動かせば、口の中に突っ込まれた無機質な銃口がガチリと音を立てる。




　こんな危機的な状況なのに、俺は彼女を見上げながら、他人事のように考えていた。

　まるで映画のワンシーンみたいだ、と。




　俺の腹の上に馬乗りになった銀髪の魔女は、手に持った銃と同じくらい無機質な声で、冷たい言葉を発した。







「動かないで。大丈夫よ、おとなしくしていれば痛くないわ」





一章　最も上がみ暁あかつきは絶望している







　タイムリミットはとっくに過ぎていた。

　今度こそ、もう絶対に失敗できない。

　新しい年、新しい学年、新しい環境を迎える度、何度そう心に誓ったことだろうか。

　そんな決意をする季節はやっぱり春、いつだって春、どう抗っても四月。逆に言うと五月になった頃にはたいてい諦めているから四月なのだ。

　俺、最上暁はこれまでになくすこぶるいい調子だった。

　高校の入学式から十日が経過しているというのに、今のところ問題なく日常生活を送ることができているからだ。

　このままいけば普通の高校生みたいに、平穏な日常を過ごせるかもしれない。そんな淡い期待を胸に抱きながら、教室に鞄かばんを置くとすぐに体育館に移動する。本日は全校朝礼で校長の退屈な話を聞くという面倒な行事があったからだ。

　体育館に千人前後の生徒がみっちりと詰め込まれ、子守歌のような校長の話が始まった。

　俺は大きなあくびをしながら、体育館の窓から見える桜の木をぼんやりと見つめていた。散りかけの桜の花が、はらりはらりと風に乗って舞っている。後から考えれば、昨夜遅くまでゲームをしていたのも敗因の一つだった。

　おそらく俺は油断していた。だから、いけなかった。

　ぼさっとしている間に、いつの間にか朝礼は終わっていた。内容はほとんど頭に残っていないが、どうせたいしたことは言ってないだろう。並んでいた列がのろのろと教室に向かって移動を始めた。大きなあくびをしながら、前のやつに従って歩いていく。俺の前を歩いている男子生徒の会話が、自然と耳に入ってきた。

「そういえばお前、昨日どこ行ってたんだよ？　連絡つかなかったじゃねーか」

「実は東しの雲のめみねねちゃんのサイン会に行ってたんだよ」

「は!?　まじで!?　うちの市のご当地アイドルのみねねちゃん!?　俺も誘えよ！　それでどうだった？　何か話したのか!?」

「いやー、もうかわいくってさー。にこーって笑ってもらっただけで一日中幸せっていうか」

「まじかよ、うらやましすぎだろ！」

　力強く胸を押された男子は後ろによろめき、近くにいた俺にぶつかってきた。俺は踏みとどまることができず、バランスを崩してその場に倒れてしまった。

　そして突然、目の前が真っ暗になる。

「ん……？」

　自分が床に転倒した、ということは分かった。しかしなぜ目の前が真っ暗なのかが分からない。とにかく起き上がろうと右手を上に伸ばすと、すぐ側で絹を切り裂くようなか細い悲鳴があがる。

「ふぇ……ひっ、きゃあああああああ！」

　血の気が一気にひいて、それまで蜘く蛛もの糸のようにしつこく絡みついていた眠気が一気にふっとんだ。

　気がつくと俺は、見知らぬ女子生徒のスカートの中に思い切り顔を突っ込んでいた。

　さらに悪いことに、この場所から脱出しようと伸ばした右手は彼女のブラウスのボタンを引きちぎり、挙げ句につかんだ場所が彼女の胸である。

「ひゃあああああああ、触らないでくださいっ！」

　今度は彼女に突き飛ばされ、俺はボロ雑巾のように床に崩れ落ちた。

　女の子の友人らしき生徒が駆け寄ってきて、彼女を庇かばいながら俺を大声で罵倒する。

「こよい、大丈夫!?　何してんのよ、信っじられないこの変態っ！」

　目の前が真っ暗になった。俺は咄とつ嗟さに弁解の言葉を口にする。

「違う、わざとじゃなくて、これは誤解でっ……！」

　被害にあった女子生徒は涙目でぷるぷる震えながら、友人らしき女子生徒の陰に隠れていた。

　それまで和やかだった体育館は、一瞬で犯罪者を取り囲む空気に変わる。

　またあれだ。もう終わりだ。やっぱりこうなるんだ。こういう空気にさらされるのは、初めてじゃない。

　むしろ今まで何度も何度も何度も、繰り返してきたことだ。

　周囲の人間から、俺を批難する声が口々にあがる。

「あいつ、あの滝たき川がわこよいのスカートの中に入るとか……」

「なんて羨ましいんだ」

「今の絶対わざとだろ」

「全校朝礼で女子の服脱がすとかアグレッシブすぎるだろ」

「俺も脱がされたい」

　そんな言葉たちを聞いて、絶望の底に突き落とされた。

　──もうだめだ。きっと何を言っても、どうせ誰にも聞いてもらえない。

「あっ、あいつ逃げたぞ！」

「おい、捕まえろ！」

　止めようとする教師を振り切り、取り囲んでいる生徒を突き飛ばし、気がつくと俺は全速力で体育館を逃げ出していた。





○






「……死のうかな」

　屋上のフェンスにうなだれ、大きな溜ため息をついた。

　体育館から逃げ出し、とにかく誰もいない場所を目指したらいつの間にか屋上にたどりついていた。本能的に高い場所に行きたかったのかもしれない。

　さすがに本気で死ぬつもりはないが、テンションは下がりきっていた。

　あんなハプニングがありながらも当事者の俺が逃げたせいか、そのまま朝礼は終了したらしく、体育館の入り口から生徒がぞろぞろと教室に歩いていく姿が見えた。

　いまさら教室に戻る気にもなれない。生活指導の厳つい教師に捕まり、木刀で脅されながらねちねち説教されるのも時間の問題だ。

　もはやすべてがどうでもよくなっていた。

「あ────────、……もう、ダメかもしんねー」

　この十日間は、それでもなんとかギリギリのところで踏みとどまって、無難にやっていたのに。どうしていつもいつもいつも、うまくいかないんだろう。

　転んで立ち上がろうとするとスカートに顔を突っ込んで殴られ、電車で人を押し倒して痴漢と呼ばれ、温泉に行けば女湯に入ってしまい出入り禁止になり、何気なく挙手すれば女子生徒の胸を揉もみしだいてしまう。

　俺はなぜか、昔からこうなのだ。

　こういう思いがけない事態を世間では『ラッキースケベ』というらしい。それがたとえば年に一、二回ならたしかにラッキーだろう。

　しかし俺は違う。少なくとも週に一、二回、多い時は一日に何回も、そんな事態が起こってしまうのだ。もちろんわざとではないし、行動する時は細心の注意を払っているのにもかかわらず、どうしてか窮地に陥ってしまう。

　いくら俺が「わざとじゃないんだ！」と叫んだところで、何度も何度も同じようなことを繰り返していれば信じてもらえなくなる。

　そんなわけでこれまで生きてきた十五年間、彼女はおろかまともに話せる女子生徒だっていなかったし、そもそも女子は俺を見かけると毛虫のように忌み嫌い、可能な限り接触を避けようとした。

　ある女子生徒いわく。

「気をつけて、最も上がみ君に近づくとパンツ脱がされるよ！」

　他の女子生徒いわく。

「最も上がみ、どうしてあんた毎回女子が着替えてる教室に入ってくるわけ!?」

　ある教師いわく。

「最上君……さすがにこんなに何度も痴漢行為を繰り返すようなら、警察に相談することも視野に入れなければいけないわ」

　など、など。

　俺の中学の時のあだ名はパンツの旅人である。

　それでもまだ子供の頃はよかった。小学生の頃ならほとんどは笑ってすませてもらえたし、中学でもぎりぎり子供のしたことだから、警察沙汰までは……と大目に見てもらえた。

　しかし俺はもう高一だ。笑ってすませてもらえるタイムリミットはとっくに過ぎている。

　そんな数々の悪名が広まっている場所で生活していけるわけもなく、結局俺は家から徒歩十分の場所にある高校の受験を諦めた。

　わざわざ電車で片道一時間もかかるうえに、偏差値も高く俺の成績では受かったのが奇跡的とも言える桜おう来らい高校に入学し、新しい環境で心機一転を図ろうとしたのだ。俺のことを知っている人間がほとんどいないこの場所でなら、新しい人生を歩めると期待した。

　なのに、結果はご覧の有り様だ。

　普通の学生生活をおくるなんて、端から無理だったのかもしれない。

　──おそらく俺は、呪われているのだ。

　もうやる気も削がれたし、今日はサボり決定。家に帰ってやろう。このまま屋上に隠れていたとしても、教師に発見されて生徒指導室に連行されるのは時間の問題だ。

　そんなことを考えていた時、頭上で何かキラリと光る物があった。

「ん？」

　飛行機か、それとも鳥が光り物でもくわえて飛んでいるのか。不思議に思って空を見上げる。

「ぐっ！」

　と同時に、なぜか顔の上に、突然女が落ちてきた。

　口元が薄い布と生暖かい感触で塞がれて、息ができない。

　分かってる、全部分かってる。おそらくまたスカートの中に顔を突っ込んでいるんだろう。となると、次の展開だってもう分かる。

「きゃああああっ、何すんのよ変態！」

　想像した通り固い物でがっ、と頭を殴られた。理不尽極まりないが、こんなのもう慣れっこだ。殴られた勢いで、床に思い切り頭を強打する。

「……ってぇ」

　しかし痛かったな。一体何で殴られたんだか。俺は痛む頭を押さえながら、身体を起こそうとした。しかし腹の上に彼女が乗っかっているせいで、それはかなわなかった。

　俺は自分の上にいる人物に向かって、大きな声で吠ほえる。

「あんたなぁ、人の上に落ちてきといて謝罪の一言もないのかよっ！」

　そう言ってから、はたと気づく。

　……上から落ちてきた？　ここは屋上なのに、か？　じゃあ一体、さっきまでこの少女はどこにいたのだろう。

　上体を起こし、彼女の顔を認識し。それから驚きよう愕がくした。




　──かわいいのだ、ものすごく。




　冬の夜空に冴さえ渡る三日月のような、銀色のツインテール。毛先のほうはくるくると巻かれ、やわらかそうに揺れていた。大きなぱっちりとした藤色の瞳に、桜の花びらのような唇。透き通るくらいに白い肌と華きや奢しやな手足は、まるで精巧な人形のようだ。

　喋しやべったり動いたりしていなければ、生きているのが信じられないくらいにきれいだった。

　機嫌の悪そうな表情さえも愛らしい。年齢はおそらく俺と同じ十五、六だろう。服装も少し変わっている。今の季節には少し暑苦しく見える、黒っぽいローブ。その下には黒いワンピース。スカートの部分は丸く傘のような形に膨らんでふわりと広がっている。

　普通の状況なら感動のあまり、口を開いてぼさっと見とれているところだろう。

　しかし彼女は、俺に馬乗りになったまま不吉なことを口走った。

「あなた、呪われているわ」

「……は？」

　呪われてる、って。どういう意味だ？

　俺がぽかんとしていると、少女は睫まつ毛げが触れるかと思うほどの距離に顔を寄せてきた。

「ちょっ！」

　驚いて固まっていると、彼女の藤色の瞳が左だけ金色に光った。

「なっ……何でお前、何か目が……！」

「最も上がみ……暁あかつき？　この地域が対象にしても、最初からＡランクの人間を見つけられるなんて幸先がいいわね」

　彼女の発した言葉に、俺はピクリと眉をひそめる。

「どうして俺の名前を知ってるんだよ」

　とにかくずっと乗っかられているわけにもいかない。俺は彼女を自分の上からどけようと、銀髪の少女の腰に触れた。

　その瞬間だった。

　ガチリ、と口の中に硬質な物をねじ込まれる。

「……っ！」

　それが何なのか認識したと同時に、心臓が飛び出しそうになった。

「動かないで」

「んっ！」

　俺は小刻みにぷるぷると頭を振り、必死に彼女に訴える。

　信じられないことに、俺の口にねじ込まれていたのは銃口、だった。

　彼女は真っ白な銃の引き金に指をかけ、何の感情もない人形のような瞳で俺を見下ろしていた。

「ん────────っ！」

　何で銃!?　ありえないだろ！　いや、偽物か!?　だったら暴れたらなんとかなるかもしれないが、本物だった場合洒しや落れにならない。

「大丈夫よ、すぐに終わるしおとなしくしていれば痛くないわ」

　噓うそつけ、痛くないわけないだろう！　つうかそれ死ぬってことじゃないのか!?

　俺は思い切り顔を後ろに反らし、彼女の手から銃を奪い取る。
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「ちょっと、返しなさいっ！　あんたなんかが触っていい物じゃないのよっ！」

「うるへー！　殺されてたまるか！」

　俺は銀髪の少女から逃れようと必死に身体をねじった。少女の拳が顔面にめり込む。痛みに耐えながら銃口を空に向け、無茶苦茶にトリガーを引きまくった。安全装置はついていなかったようだ。引き金を引く度に、びりびりと手の骨が震える。

「こら、やめろ！　やめろって言ってるでしょ！」

　空気が抜けたような、想像よりもずっとささやかな銃声が何度か聞こえ、やがて手応えがなくなる。弾さえなくなってしまえば、もう使い道はないだろう。俺は最後にその鉄の塊を壁に向かって投げつけた。

「あ─────っ！　なんてことを！　あんた、ほんと何やってんの!?」

　少女の靴のかかとが俺の腹に鋭いキックを繰り出した。

　彼女は急いで壁際に走り、両手で大切そうに白い銃を拾い上げる。

「噓っ!?　噓でしょ!?　まさか銃弾を全部使いきっちゃったって言うの!?　まだ試験初日なのに!?」

　言っている言葉の意味はさっぱり分からないが、彼女が激怒していることははっきりと伝わってきた。あれ？　俺もしかして、とんでもないことしちゃった？　いやいや、突然殺されそうになったんだ。怒っていいところだきっと。強気に行こう、強気に。挫けそうになった気持ちを奮い立たせ、彼女に抗議する。

「お前こそ一体何なんだよ！　突然人に銃突きつけて、どういうつも……」

　銀髪の少女は百戦錬磨の殺人鬼のような形相で俺を睨にらみつけ、人差し指でぐりぐりと俺の鼻を押しつぶす。

「何回も言わせないで。あんたは呪われてるって言ってるのよ、ミドリムシ以下の単細胞生物が！」

　すこぶる機嫌が悪いらしい。銀髪の少女はぎりぎりと歯を食いしばり、俺に向かって再び白い銃を突きつける。

「どうしてくれるのよ！　魔女の右腕ステイール・ドワーフの銃弾、なくなっちゃったじゃない！」

「そんな危険な物ないほうがいいじゃねーか」

「冗談じゃないわよ！　年に一回、成績優秀者上位二十人しか受験資格のない試験なのよ!?」

「どうしてくれるのって、そもそもこの国では銃なんか所持しちゃいけないんだよ。あんた日本人じゃないのか？　警察に捕まるぞ。それ、どこから持ち込んだんだ？」

　俺が常識的なことを言うと、彼女はなお怒った口調でキーキー叫ぶ。

「試験中だから魔女の右腕の管理は全部自己責任なの！　今考えてるからちょっと黙ってなさい。おとなしくしないと頭の皮を剝はぐわよ」

「怖すぎるだろ！」

　少女は口元を押さえ、憂いを帯びた表情でぶつぶつと呟つぶやいている。しかも気のせいか、彼女の左目が金色に光っているように見える。俺はごしごしと自分の目蓋を擦りつけた。

「最も上がみ暁あかつき……ラッキースケベの呪い……呪い自体はアホらしいけど、Ａランクなのよね。こんな高ランクの呪い保持者キヤリアがここにいるのに、どうにもできないなんて。他に何か命の雫ライフドロツプを回収する方法は……」

「そもそもあんたどうして俺の名前知ってるんだよ」

　そう問うと彼女は俺の両頰ほおに手をかけ、全力で真横に引き延ばす。痛いって。

「あんたごときにあんた呼ばわりされると無性に腹がたつわね。生爪むしりとってやりたくなるわ！」

「そこまでかよ！　名前知らないんだからしょうがないだろ！」

　すると彼女は俺から少し離れた場所にふわりと降り立ち、行儀よくスカートの裾を持ち上げる。まるでどこかの令嬢のような挨拶だ。

　しかし彼女の黒一色の服装は、昔絵本で読んだ物語の中の魔女のようでもあった。

　彼女は銀色の長い髪を揺らし、妙にかしこまったお辞儀をした。

「私はクロエ・ララ・ペレスヴェート。今だけ特別にクロエって呼ぶのを許してあげるわ」

　態度に反してその言葉は偉そうな響きだったが、残念ながら俺はあんたのパンツが水色なのを知っている。さっき俺の上に落ちてきた時、スカートにしっかり顔を突っ込んだからな。

「で、そのクロエさんがどうしてこんなところにいるんだ？」

　彼女はたっぷり一分間くらい逡しゆん巡じゆんした後、溜ため息をついて言葉を発した。

「もう隠し通すのも面倒ね。……私はグレンモール魔法学園から来たの」

「ぷぷーっ！　魔法学園とか言って許されるのは幼稚園児までですー！」

　思わず吹き出したのと、彼女の持っていた銃が再び俺の口の中に突っ込まれたのは同時だった。

「ふがっ！」

　ズゴゴゴ、と凄まじく黒いオーラがクロエを取り巻いている。

「人の話は最後まで聞きなさいって習わなかった？　それともこの頭は、他人と意思疎通ができない役立たずなのかしら。だったらこのまま頭を吹っ飛ばしてほしい？」

　俺はぶるぶると首を横に振る。

「いい？　真剣に聞かないと殺すわよ」

　今度は縦に首を振ると、ゆっくりと銃が引きぬかれた。

「自分ちょっと調子に乗ってました。すみませんでした」

　素直に返事をすると、彼女は用心深い仕草でゆっくりと銃を下ろす。

「……けど、魔法学園って言ってもなぁ」

　そんなに簡単に信じられるわけもないし、そんな話をころっと信じるやつは詐欺師のいいカモだ。

　クロエはちっと舌打ちした後、開き直ったのか堂々と説明を始める。

「……私は試験を受けるために人間界に来たの」

「試験？」

「思春期の人間の子供というのは、全員呪われているのよ」

「全員……呪われてる？　全員って、日本中の子供はみんなってことか？」

「ええ。もっと言うなら日本だけでなく、世界中」

　なんと。何でもグローバル化してしまう現代では、呪いまでも世界規模らしい。

「具体的に時期を言うなら中学入学の時期から高校卒業まで。魔法界の教師たちが、人間界の子供が中学生になる時期に一斉に呪いをかけて回るの。そして魔法学園の生徒は、試験の時期になると、呪いから発せられるエネルギー、命の雫ライフドロツプを回収する。より多くの命の雫を回収した魔法使いが勝者になって、候補生としての地位が上がる。最終目標は学園の最優秀生徒として学園統治者アカデミー・マスターになること。分かった？」

　なるほど、さっぱり分からん。

　というかこの子、思った以上にやばそうだ。顔はいいのにもったいない。

　厨ちゆう二に病びようってやつだろうか？　もうブームは去ったものだと思っていたが、どこにでもいるんだな。まともに付き合うのもアホらしいが、クロエの表情があまりにも真剣なので鼻で笑うのも気が引ける。

　魔法だか呪いだか知らんが、一昔前のＲＰＧみたいな専門用語だらけで意味不明だ。それに試験の内容もちっとも納得できなかった。

「何で教師が人間の子供にばらまいた呪いを、わざわざ生徒で回収しなけりゃならないんだよ？　回収するんなら、最初っからばらまかなきゃいいじゃねーか」

　クロエは髪の毛を払いながら、あからさまな溜ため息をついた。今俺のことアホだって思っただろ？　それはさっき言ったでしょって顔したよな？

「だから、呪いそのものを集めているわけじゃないって言ってるでしょう。私たち魔法使いが必要としているのは、人間の感情の振れ幅。命の雫ライフドロツプを集めているの」

「命の雫？」

「そう。思春期に当たる人間の少年少女が呪いによって発する感情の揺らぎは、魔法使いが魔法を使うための大きなエネルギー源になるの。とはいえあまり人間の世界で好き放題やるわけにもいかないから、毎年十日間だけ、地域を絞って、数人の選ばれた魔法使いだけが試験内容として命の雫を回収するってわけ」

「へぇー」

　そうなんだ、すごいね。

　俺はぽりぽりと頭をかきながら思案する。妙なのに絡まれてしまった。適当に返事をして逃げ出したいけれど、あの白い銃の他にも武器を持っているかもしれない。慎重に行動せねば。

「よく分からんが、その試験と俺、何か関係あんの？　ないなら俺、家に帰りた……」

「あなたも呪われてるって言ってるのよ。ラッキースケベの呪いにかかってる」

「……は？」

　クロエは心底苛ついた表情でちっ、と舌打ちする。カルシウムが足りないんじゃないか。牛乳飲めよ、毎日五リットルくらい。

「普段の生活で心当たりはないの？」

　俺はクロエの言葉を一蹴しようとした。

「ははっ、ラッキースケベの呪いって。そんなアホらしい呪いに、覚えがあるわけないだ、ろ……」

　ラッキースケベの呪いだってさ。人を騙だますならもっとそれらしい噓うそをつけってんだ。笑い飛ばそうとした俺は、そのままびしっと固まった。

　──いやいやいやいや、心当たりがないわけがない。むしろ今さっきまで考えていたじゃないか。

　もしかしたら俺は、呪われてるんじゃないかって。

　スカートに顔を突っ込む。手をあげれば胸に触る。手を振れば人の下着を剝はぎとる。人混みに揉もまれて女の子を押し倒す。温泉に入ればなぜか唐突に女湯の時間に変わっている。初恋の相手であるセリナちゃんを押し倒し、次の日からクラスの女子生徒全員に無視される。

　これまで起こった不可思議な現象は、もしかして、全部、すべて、疑いようもなく……。

「呪いのせいだっていうのか!?」

「そうでしょうね」

　これまでの不幸な思い出の数々が走馬灯のように脳裏を駆け巡っていく。

　思わずクロエの細い肩に指をかけ、がくがくと揺さぶってしまう。

「ふっっっっざけんなよ！　つまり俺はお前の学園の魔法使いのせいで、ラッキースケベの呪いにかかって、そのせいで女の子に嫌われまくる生活を送っているっていうのか!?」

「そうだって言ってんでしょ！」

　発言とともにパアン、と右みぎ頰ほおにビンタが飛んだ。いくらなんでも沸点が低すぎると思う。どうしてそんなにすぐにキレてしまうんだ。キレやすい現代っ子か。

　俺があまりにも切羽詰まった表情なのがおかしかったのか、クロエはあろうことかふん、と鼻で笑い飛ばした。

「何よラッキースケベの呪いって。ほんとバッカじゃないの？　そんなに深刻に悩むことでもないじゃない」

　その言葉に、これまで張り詰めていた糸がぷつんと切れた。

　おそらくこの十五年間、たまりにたまった鬱憤であった。俺は天地を貫くような大声で吠ほえる。

「うるせ───────────────────────────！　お前にとってはアホみたいな呪いでもな、こっちは生まれてからずっと生死の狭間をさまようレベルで悩んでるんだよ！　お前に分かるか!?　全然その気もないのに、まったく知らない女の子のスカートに頭を突っ込んでしまう俺の気持ちが分かるか!?　しかもかわいい女の子ばっかりだったらいいが、年齢問わずだぞ!?　幼稚園児から高校生、はてはオバちゃんやおばあちゃんまでだぞ!?」

　クロエは心底軽蔑した目でこちらを睨にらみながら、自分の身体を両手で庇かばった。

「……最低ね、ケダモノ。私に近寄らないでくれる？」

「わざとじゃねーんだよっ！　女湯の時間なのに温泉に特攻してタライを何個もぶつけられる俺の気持ちが分かるか!?　あれギャグマンガだと笑い事だけどガチで痛いから！　当たりどころ悪かったら死ぬから！　警察沙汰にならないように女子一同の前で土下座して何度も何度も何度も謝った、俺の気持ちが分かるのかよっ!?　初恋の女の子にも全身全霊で嫌われて、膝抱えて悩んだ気持ちがお前に分かるのかよっ!?」

　クロエはぷいと顔をそむける。

「……知るわけないでしょ」

　魔法や呪いなんて、普通なら信じない。信じられない、が、俺のこの不幸すぎる状況がただの偶然だというのもおかしい。あまりに不幸が続きすぎる。

「俺の人生がおかしくなってるのは、全部お前たちのせいなのか？　でも世界中の子供全員が呪われてるっていうなら、俺の他にだっておかしな体質になってるやつがいるはずだろ!?　どうして俺だけこんなにラッキースケベなんだよ！」

　クロエが小さく首をすくめる。

「そこが難しいところで、呪いをかけて回ったからといって、全員にはっきりと発現するわけじゃないのよ。だから呪いにもランクがあるの」

「ランクぅ？」

　クロエは跪ひざまずき、懐から取り出したペンで屋上の床に光り輝く文字を書く。

「ランクＤ、ほとんどの人間が異変に気づかない程度の呪い。実生活にもほぼ影響なし。人間のおよそ九割はここに振り分けられるわ」

「ほぼ全員じゃねーか」

　指摘すると、クロエの藤色の瞳が鋭く光った。

「そう。命の雫ライフドロツプは魔法使いにとって貴重なエネルギーではあるけれど、高ランクの呪いを発症し、多大な命の雫を生み出す素質を持っている人間はごく僅かと限られているの。だから母数は多ければ多いほうがいい。よって世界中の子供に呪いをかけているのよ。理解できた？」

「……まぁ、なんとなくは」

　クロエは持っていたペンでぺしぺしと床を叩たたき、次の講義にうつる。

「で、ランクＣは生活に少し影響がある。ランクＢはほとんどの人間が呪いの影響に気づき、生活しにくさを感じることがある」

　クロエはより厳しい表情になり、ペンをびしりと俺の鼻先に突きつけた。

「そしてランクＡ！　呪いが大きく生活に影響し、通常の生活が困難になる。あなたはここに属しているの。Ａランクの呪いが発症するのは数十万人から数百万人に一人とも言われ、とにかく珍しいわ。おめでとう」

　俺はその言葉に、膝をついて崩れ落ちそうになった。

　何てことだ。アイスの当たり棒さえごく稀まれにしか当たらないようなくじ運のない俺が、数十万人から数百万人に一人の存在だと？

　ラッキースケベの呪いなんか嬉うれしくもなんともないが、そんなに貴重なもんだとは。宝くじに当たったのに結局引き換えられずに紙切れになってしまったような、妙にもったいない気分になった。

「だから絶対あなたの命の雫ライフドロツプは回収したかったのよ。どんな犠牲を払ってもね。それなのに、銃弾がなくなって命の雫が回収できなくなってしまった」

　クロエはちらっ、と俺に視線を向ける。

「誰かさんのせいでね」

　そしてもう一度未練たらしく、俺に蔑む視線を送る。

「……誰かさんのせいで」

「俺のせいじゃねぇよ」

　だいたい思春期の子供全員に呪いをかけるって、何だそれは。こいつらは人間のことを一体何だと思ってるんだ。

「あら、それを人間が言うの？　私利私欲のために地球の環境を破壊し、様々な動物を絶滅に追いやっている、地球上一番害のある種族に言われても」

「そんなグローバルなこと俺に言われても分からん」

「そうでしょ？　私だって、自分の目的のために、上が決めた試験方法に則って、上の命令に従ってるだけ。長い物に巻かれるのが賢い生き方よ」

　ああ言えばこう言う。なんとかわいげのない女だろう。

　俺はまともに反論するのを諦め、自分のことに話を戻した。

「でもその話、おかしくないか？　呪いにかかるのって中学生からなんだろ？」

「そうよ」

「俺のラッキースケベが始まったのは、中学どころの話じゃないぞ。おそらく小学校に入る前からだよ」

　クロエの大きな瞳が、ぱちぱちと瞬きを繰り返す。

「……そんなに前から？」

「そうだよ、物心ついた時からラッキースケベだよ！　むしろ全然ラッキーじゃねーからアンラッキースケベだよ！」

「そう……」

　クロエは死にかけの犬を見つけたような、哀れみの視線を俺に向けた。やめてくれよ、そうやってかわいそうな目で見てくるのは。

「普通はそんなこと、ありえないはずなんだけど」

　ぶつぶつ言っているクロエをよそに、俺は瞳を輝かせた。

「でも、少しだけ希望が見えたかもしれん」

「希望？」

「さっきの話が本当なら、高校を卒業するころには呪いはなくなるんだろ？」

　クロエは唐突に俺の足を払い、床にびたんと転倒させた。

　抗議する暇もなく、顔のすぐ横に手を突き、唇が触れそうなところまで距離を詰める。

「なっ……！」

　こいつは本当に何を考えているのか分からん。長い睫まつ毛げが触れそうな距離まで近づいてきて、心臓がぎゅっと縮こまった。思わず喉を鳴らしてしまう。

「そうね、通常の場合は。だけど、あなたはイレギュラーね」

「イレギュラー？」

「人間に与える影響を考慮して、通常中学生未満の人間には呪いをかけたりしないの。ほら、あまりに人格形成が未熟な年齢で呪いをかけると、その後の生活に悪影響が出るでしょう？　だから中学生になるまで待つの。それは魔法界の絶対的なルール」

　何が人間への影響を考慮だ。そんな建て前があるんだったら最初から最後までノータッチを貫け。中学生だろうが高校生だろうが悪影響受けまくりの人間の身になれって話だ。

「だからあなたの場合、十八歳を経過しても呪いが解けないかもしれないわね」

「は？」

　クロエは無表情なままなのに、不穏な空気が漂い出す。これ、あれだ。きっと悪いこと企んでる顔だ。

「だいたい、もし十八で呪いが解けたとして、それでいいの？」

「それでいいって……」

「あと三年もあるのよ。あなた、これまでの貴重な学校生活を呪いのせいで棒に振ってきたみたいだけど、高校でも同じことを繰り返すつもり？　本当にそれでいいの？」

　高校でも同じことの繰り返し。目の前が暗くなる。ぐるぐるぐるぐると、記憶の螺ら旋せんが駆け巡る。

　変態と呼ばれて蔑まれ、女子生徒から距離を置かれ、席替えで隣の席になった女の子は泣き崩れ、教師からは妙にチェックを受け、自宅の周囲には不審者注意のポスターを貼られる。それが俺の日常だ。

　せっかく死ぬほど勉強して高校に入ったのに、また同じことの繰り返し。

　それでいいのか、だと？

「そんなもん、嫌に決まってるだろう！　俺だって彼女が欲しい！　あぁ欲しいとも！　欲しくないわけがなかろう！」

「そう」

「夏には女の子と一緒に海に行きたいよ！　普段見慣れない水着にドキドキとかしたいんだよ！　遊園地で観覧車に乗って夕焼け眺めながらキスしたり、一緒にテスト勉強して結局二人ともはかどらなかったり、クリスマスにイルミネーション見たり、バレンタインに手作りのチョコもらって『甘い物は苦手だけどこれはうまいな』とか言ったりっ……」

　俺の言葉が熱くなっていくにつれ、反比例するようにクロエの表情が冷めていく。

　おい、心底気持ち悪いと思ってる感を出すな。傷つくから。

「もうそこまで贅ぜい沢たく言わないから、女の子と一緒に下校したい！　ただ隣を歩くだけでいいから！」

「いい方法教えてあげましょうか？　人通りの多い場所でそこらへんを歩いているかわいい女子高生にさり気なく並べばいいのよ。一緒に歩いている気分になれるわよ」

「惨めすぎるだろ！　しかもラッキースケベの呪いのせいで押し倒して通報される未来しか浮かばんわ！」

　どんな幸せな未来を思い浮かべようとしても、結局最後にはこれまでの経験上『通報される』か『ことごとく失敗し嫌われる未来』しか見えない。

　自分にかかっている呪いの強大さにすでに心は折れかけである。

　うなだれている俺に対し、天使のような悪魔の救いの手が差し伸べられる。

「選びなさい。このまま悲惨な未来に向かって突き進むか、それとも私と契約して今までよりいい人生を送るか」

「契約……？」

「そう。私と契約すれば、呪いを軽くしてあげる。本来魔法界のことは絶対に禁句だけれど、存在を知られてしまった以上選択肢は二つよ。このままＡランクの呪いを保持し続け悲惨な人生を送るか、私の手足として働くか」

　知られてしまったって、自分からべらべら話してたじゃねーか。

　正直胡う散さん臭くさすぎるし、クロエの話が本当かどうかまだ信じられないし、信じたところでこんな危ない女に協力するっていうのは絶対に嫌だ。

「他に方法はないのか？」

　俺の考えなど手に取るように伝わったのだろう。クロエはふっと嘲笑うような表情を作り、余裕たっぷりの態度で指を組む。

「別に契約してもらえないならそれでもかまわないけど、私はあなたの存在を記憶から抹消するわ。あなたがどんな悲惨な生活を送ろうが、どれだけ女の子に嫌われようが、私の人生には何の関係もないしわざわざ助けてあげる必要もないもの。見なかった、出会わなかったことにして放置してもいいのよ？」

「なんつー人でなしだ……」

　悪徳企業も真っ青の押し付け契約っぷりだ。

　しかしクロエの言っている言葉がただの脅しではないのは嫌というほど伝わった。俺は彼女の頭に、はっきりと悪魔の角が伸びるのを見た。こいつは見捨てると言ったら本当に見捨てていく女だ。そしてこの機会を逃せば、俺が再び魔法使いと相まみえるチャンスなど二度と訪れないだろう。

「何のリスクもなく、自分の願いだけ叶かなえてもらおうなんて甘いと思わない？」

　クロエが小憎たらしい口調で畳み掛ける。

「私にはあなたの呪いを解くことはできないけれど、ランクダウンさせることができるの」

　ほら、後出し情報だ。やっぱり呪いを完全に解いてもらえるわけではないらしい。

　期待値は下がるが、それでも垂らされた蜘く蛛もの糸には縋すがりたい。

「ランクダウンってことは、ＡからＢにするってことか？」

「えぇ。呪いそのものを消し去ることはできないけれど、下位互換に変更することは私でも可能なの。今は通常の生活に困難なレベルの呪いを、ちょっと生活しにくいレベルまで落としてあげる」

　俺はクロエの瞳をじっと見つめた。

　不思議な色合いの藤色の瞳は、誰も足を踏み入れぬ秘境に眠っている宝石のように美しい。邪心なんてこれっぽっちもないように見える。人は見かけによらないな、と再確認した。

「信用できんな。Ａランクの呪いにかかっている人間はすごく珍しいんだろ？」

「そうよ。本当にもったいないけど、魔法使いと契約できるのは人間界で最初に会った人間だけと決まっているから仕方ないの。で、どうするの？　やるの、やらないの？」

　やるかやらないか、と問われると、もはや選択肢などないに等しかった。

「協力する！　あんたと契約するから、俺の呪いをどうにかしてくれ！」

　クロエは勝ち誇った笑みを浮かべ、ピンと指を鳴らした。悪そうな顔だ。悪魔降臨である。

　仕方ないのだ。だって結局クロエが信用できようができまいが、このチャンスを逃すと俺の呪いは高校卒業までラッキースケベのままになるのだろう。

　ということは、まともな高校生活を諦めるのが確定ということだ。

　少しでも状況を好転できる要素があるなら、とりあえず頼ってみるしかあるまい。

「賢明な判断ね」

　今度俺の口に押し付けられたのは、銃口ではなかった。

「んっ……!?」

　クロエの顔が近づき、互いの唇が触れた途端、視界が白い光に遮られる。

「なっ、なっ……！」

「しっ、仕方ないでしょ、こうするしか方法がないんだから！　別に私だってしたくてしてるわけじゃないわよ！」

　クロエはごしごしと自分の唇を服の袖で拭っている。そんなに何回も拭かれると傷つくんですけど……。そしてさらに重要なことに気づき、俺は彼女に申告した。

「俺一応、ファーストキスだったんだけど。その、配慮とか何か、ないんですかね」

　すると彼女は信じられない、という顔をして俺を蔑んだ。

「あなたのファーストキスにどのくらい価値があると思っているの？　まだギザ十のほうが珍しがられるってものよ」

　俺のファーストキスはギザ十以下だったのか！

「とにかくこれで契約は完了。あと、ランクダウンもしてあげる」

「おっ！」

　アンラッキースケベの呪いがどう変わればよい呪いになるっていうのだろう。そもそも呪いの時点で何やってもダメなんじゃないのか。

　戸惑っている俺をよそに、クロエは恭しく両の手を合わせ、俺の額に向けた。

　しゅうっ、と光が収束する。もしかして本当に魔法を使う気だろうか。未知なるものへの好奇心がふくらむ。正直魔法学園やら魔法使いやらまったく信じていなかったけれど、もしクロエの話が本当なら俺の人生は大きく変貌を遂げるかもしれない。

　まるで神託を受けた巫み女このようにかっと目を見開き、クロエは高らかに宣言した。

「エターナルフォースブリザード！」

　どぉん、と激しい光が俺に激突する。

「今エターナルフォースブリザードって言っただろ!?　今絶対エターナルフォースブリザードって言ったよな!?　氷系の必殺技だったよな!?」

　彼女はさらりと俺の問いかけを無視し、こほんと咳せき払ばらいする。

「これであなたの呪いは違う種類のものに変わりました」

　本当かよ。絶対噓うそだよ。疑わしさ百パーセントだ。

　手を見る。足を見る。胴体を見る。

　……特に変化は見られない。

「何も変わったように見えないけど、ラッキースケベの呪いから何の呪いに変わったんだ？」

　そう問いかけると、クロエはめんどくさそうに瞳をまた金色に光らせた。そして目蓋を閉じると、へぇー、ほぉー、ふぅーんと一人で納得している。

「おい、教えろよ！　何の呪いに変わったんだよ！」

「……教えてほしい？」

「当たり前だろ！」

　クロエは性格の悪さを前面に押し出すように、にやりとほくそ笑む。

「安心しなさい。ランクをＡからＢに下げたから、今までよりはまともな呪いになってるはずよ。今に呪いの効力が発動するわ」

　クロエの左手の甲に、青い光が浮かぶ。『04』と書いてあるように見えるけれど、この数字は何なんだろう。

　俺はごくりと唾を飲み込んで身構えた。一体何が起こるっていうんだ？

　プルル、とポケットに突っ込んでいた携帯が鳴る。

　予想外の音に、思わず肩がびくっと震えた。

「……電話？」

　クロエと顔を見合わせてしまう。

　呪いが効力を発動するって……。

「影響が及ぶとすれば、まずは大切な人かしら」

「大切な人？」

　ぞっと背筋が寒くなる。考えられるとすれば、家族のことくらいだ。

　もしかして、父さんと母さんに何かあったのか!?

「……ご愁傷様」

「不吉なことを言うんじゃねぇ！」

　嫌な予感が頭をよぎり、叫ぶように応答した。

「もしもしっ!?」

　何かあったなんて噓うそだろ。二人とも、どうか無事で……！

　祈りながら携帯を耳に押し当てる。

「あら暁あかつき、まだ学校の時間なのにすぐ電話に出たわね」

　ずっ、とずっこけそうになった。

　軽い。いつも陽気な母親だが、にしても軽すぎる。

　とりあえず二人が危険な目に巻き込まれたわけではなさそうだと悟り、少しほっとする。

「何だよ、どうしたんだよ」

「突然だけどお父さんとお母さん、半年くらい海外出張に行くことになっちゃった」

　唐突な母さんの言葉に、思わず耳を疑う。

「はぁ？　海外出張？　だって父さんの仕事、保育士じゃねーか。海外での仕事なんてずっとなかったし、そんな急に決まるなんて」

「そうなのよ。本当に突然だけど、パパ、ジャカルタ校に異動することになっちゃって、今空港にいるの」

　ちょっと待て。いくらなんでも理由がふわっとしすぎだろう。もう少しまともな理由にできなかったのか。

「ジャカルタ校なんて、そんな急に父さんが行く必要あるのか？」

「とにかく決まっちゃったからー」

　携帯を持ち直し、ぽりぽりと頭をかく。

「半年って、俺はどうすればいいんだ？」

「迷ったけど、暁あかつきはもう高校生だし大丈夫よね？　今から転校するのも嫌でしょう？」

「それはそうだけどさ」

　確かに血反吐を吐いて受験勉強して桜おう来らい高校に合格したのに、今から転校して言葉も通じない場所に行くのは不安だ。それは嫌なのだ、けれども。

「お金はちゃんと送るから。時々帰るし。梨り華かちゃんと仲良くいい子にしていてね」

「おい、ちょっと」

　色々聞きたいことがあったのに、ぷつんと切れてしまった。

　そして母さんが最後に言い放った言葉に多大な違和感。

　……リカちゃんって、どのリカちゃんだ？




「よく分かんねぇけど、とにかく家に帰るぞ！」

　正直俺は、まだ魔法やら呪いやらを信じていない。

　クロエという女が仕掛けた、家族や友人を巻き込んだ大規模などっきりと言われたほうがまだ信じられる。

　しかし家に帰る、と叫んだ瞬間、俺はなぜか自宅に到着していた。

　それまで学校の屋上にいたのに、気がつくと自分の部屋のベッドの上に座っていたのだ。

「えっ!?　あれ、何で!?　今まで学校にいたのに!?」

　通常なら電車で一時間以上かかる場所だ。それが瞬きをするような一瞬の間に到着していた。

　隣にいたクロエが、薄っぺらい胸を反らしてふふんと得意げに笑う。

「回数は限られているけれど、少しだけなら魔法を使うことができるの。瞬間移動の魔法を使ったわ」

　驚いた。疑ってたけど、こいつはどうやら正真正銘、本当に本物の魔法使いらしい。身をもって実感してしまった。

「すごいな、本当にそんなことができるのか……」

「ちなみに試験期間中に使える魔法は五回だけ。さっきランクダウンさせたのと合わせて二回使ったから、残り三回ね」

「すげー貴重な魔法だった！　今使って大丈夫だったのか!?」

「仕方ないわ」

　クロエは想像以上に刹那的に生きているようだ。

　クロエの左手の甲に『03』と数字が浮かび上がった。この数字は魔法の残り回数ってことか。

　とにかく家の中に何か変化がないか、調べてみよう。履きっぱなしの上履きを脱ぎ捨ててベッドから立ち上がり、部屋の中を見回した。

　すると隣の部屋の扉が、ガチャリと開く音が聞こえる。それと同時に何者かの気配。

　俺とクロエは二人で顔を見合わせる。

「誰かいるの？」

　クロエに問いかけられ、即座に否定した。

　おかしい。両親は今空港にいるはず。それならこの家にはもう誰もいないはずだ。もしかして泥棒か!?

　ごくりと喉を鳴らし、足音に耳をすませる。

　身構えていると俺の部屋の扉が開き、意外な人物が顔をのぞかせた。

「……あれ、兄さんもう帰ってきたの？　今日は早かったんだね」

　俺の目の前に、黒髪の童顔少女がいた。

　とはいえ、まったく知らない相手ではない。俺は彼女をしげしげと見つめる。

「梨り華か？　何で梨華がここにいるんだ？」

　彼女は向かいの家に住んでる、間ま宮みや梨華であった。

「今日は午前授業だから」

「そういう意味じゃなくて、梨華は間宮さん家の娘だろ」

　梨華は怪け訝げんな眼差しで俺を睨にらみつけた。

「は？　どうしたの、兄さん。頭おかしくなっちゃったの？　間宮さんのところには子供はいないでしょう」

「いやいや……」

　会話の嚙かみ合わなさに、次々とクエスチョンマークが浮かぶ。

　梨華はもう何年も前から俺の家の近所に住んでいる、遊び仲間だった。

　昔の梨華はどこに行く時も俺の後ろをついてきて、「お兄ちゃんお兄ちゃん」とうろちょろしていた。

　と言ってもお互い小学校に入る前の、十年以上も前の出来事だ。

　俺は今年高校生になり、梨華は確か中二になったはずだ。最近梨華とはめっきり話す機会がなくなっていた。むしろ避けられ、嫌われているとさえ思っていた。はっきりとした原因は分からないが、どうせアンラッキースケベ関係だろう。

　そんな梨華が、ごくごく自然に家にいる。だけでなく、俺のことを兄さんなどと呼ぶ。

「あたしは兄さんの妹でしょ？　大丈夫かな？」

「妹!?　じゃあ梨華はここに住んでるっていうのか？」

「え、何それ、ボケてるの？　おもしろくないんだけど。そうに決まってるでしょ？　兄妹なんだから。あたしが間宮さん家の子だっていうなら、この部屋は何なのかしら？」
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　梨華は俺の腕をひいて廊下に引っぱり出すと、隣にある部屋の扉を開き、俺を導く。

　ここは、本来物置のようにいらない家具や使っていない物が積み上げられた、めったに人の入らない部屋だった。

　しかし今はピンクの色調でまとめられた、かわいらしい女の子の部屋に変化していた。

「いや、だって……」

　白いチェストも丸いクッションも、くまのぬいぐるみも本棚に並べられた少女漫画も、すべてがここは梨り華かの部屋だと主張している気がした。

　いまやこの部屋は、完全に梨華のものになっていた。

　俺が部屋を観察しているのが不快だったのか、梨華は俺の背中をぐいぐい押して廊下に追い出してしまう。

「はいはい、じろじろ人の部屋を見てないで戻ってね。まったく、高校生になったからって浮かれすぎじゃない？」

　そして梨華は俺の部屋のベッドに腰掛けているクロエを発見し、ぴたりと硬直する。今までクロエが何の言葉も発しなかったから、彼女の存在に気づかなかったのだろう。

「ご、ごめん、お客さんがいたんだ！　やだ、恥ずかしい！」

　梨華は興奮気味な態度でこそこそ耳打ちする。

「すっごい美人だけど、どういう関係!?　まさか彼女、とかじゃないよね？　ありえないよね。兄さんと付き合うくらいならキレイなゴリラと付き合うほうがましだもんね」

　俺ってゴリラ以下なのかよ、と梨華の評価に軽くショックを受けつつ、クロエのことをどう説明しようかと思い悩んだ。

　試験で人間界にやってきた魔法使いだ、などとは言えるわけがない。信じてもらえやしないだろうし、そもそも俺だってこいつが何者なのかはっきり知らないのだ。不思議な力を使えることには一応納得したが、本気で魔法使いを信じているかと言われればやっぱり迷うところだし。

　悩んだ挙げ句、無難な紹介をしておくことにした。

「えーと、彼女は同じクラスのクロエさん、で」

　クロエはベッドからすっと立ち上がり、なぜか両手で顔をおおってさめざめと泣くまねをする。

「暁あかつき君が嫌がる私をロープで縛って無理やり車に押し込み、気がついたらこの部屋にいました」

　何言ってんのこの人!?

「お前はちょっと黙っとれ！　話がややこしくなるんじゃ！　どうしてそう俺を窮地に追い込むようなことばっかり言うんだよ!?」

「第一印象が大切だし、ちょっとした笑いの演出が必要かなと思って」

「笑えねーよ！　通報したほうがいいのか真剣に悩むだけだよ！」

　梨華は怯おびえた表情で俺の様子をうかがっている。

「いつかやりそうだとは思っていたけど……兄さん、自首しよ？　一緒に行ってあげるから。大丈夫、今なら少しは罪が軽くなるから」

「俺いつか誘拐しそうって思われてたのかよ！　しないよ！　全部噓うそだから！　冗談だよ、冗談！」

「でも兄さん、いつも人のスカートに顔突っ込んでるし。そこが心の落ち着く場所なのかなって」

「人のスカートの中が心落ち着く場所とか、もう死んだほうがいいだろ！　本当に大丈夫だから、信じてくれ！」

　梨り華かの俺への印象にショックを受けつつ、必死に何度も説明するとようやく納得してもらえた。

「よく分からないけれど、とにかくその人は兄さんの友達なんだ？」

「あぁ、そうそう。事件性はないから安心してくれ」

「そっか。邪魔してごめん。じゃああたし、部屋にいるから」

「おう」

　彼女を見送り、ぱたりと扉を閉める。

　梨華が部屋に戻ると、俺はクロエに向かって大声で叫んだ。

「妹が生まれた！」

「生まれたのはもっと前でしょう」

「どうなってるんだ？　梨華は完全に、俺のことを自分の兄だと思い込んでるようだけど」

　だめだ、ただでさえ魔法使いだ何だと言われて混乱しているのに、そのうえ妹ができるなんて。

　梨華は向かいの間ま宮みやさん家の一人娘のはずで、もちろん赤の他人であり俺とは何の血の繫つながりもない。

　困惑していると、頭の中で知らないおっさんの声が響いた。

『説明しよう！　主人公には血の繫がらない義理の妹がいるものなのだ！』

　えっ、誰!?

『私は神的な存在だ！　君の疑問を解決する、シャイなあんちくしょうだ。これからよろしくな！』

「いや、だから誰だよ!?」

　クロエは不思議そうにしている。どうやら俺にしか聞こえないらしい。嫌なんだけど！　頭の中で知らないおっさんの声が聞こえるとか、嫌なんだけど！

　クロエは俺をからかうのに飽きたのか、ようやくタネあかしをしてくれた。

「あなたにかかっているのは主人公の呪い、らしいわ」

「主人公の呪いぃ？」

　どういう呪いなんだ、それは。

　クロエはまるで自分のものかのように堂々とベッドに腰掛け、細い人差し指を俺に突きつける。

「両親が突然海外赴任。そして血の繫つながらない義理の妹と二人暮らし、といえば」

　俺ははっと息をのむ。

「……ハーレムアニメでよくある設定だ」

　そう言われると、確かに何度かその手の漫画やラノベを読んだことがあった。

　それまで平凡に生きてきた、特にモテる要素のない冴さえない主人公がある日を境に唐突に好感度がうなぎのぼりになり、妹や幼なじみや学園のアイドルに求愛されてモテまくる。

　自分の現実と比べたら腸はらわたが煮えくり返りそうになるので、いつも冒頭でそれと分かると読むのを中止していたジャンルだ。ラッキースケベの部分だけシチュエーションが被っているだけに、余計憎らしい。

　実際のラッキースケベはあんないいもんじゃない。嫌われ避けられ毛虫のように排除されるのだ。

「きっとそう。だからあなたの近くに女の子が集まるし、あなたは勝手に主人公らしい行動をとるようになるはず」

「主人公らしい行動、って……」

　俺、モテるのか？　ちょっといいかも、と思いかけて、ぶんぶん首を振る。

「いや、でも、色々問題あるだろ!?　だって梨り華かは向かいの間ま宮みやさん家の子供だぞ!?　突然うちの子供にっていうのは、倫理的にどうなんだそれ、許されるのか？　両親の気持ちを考えると」

「まぁいいんじゃないの。しばらく家においておくぶんには差し支えないでしょう」

「そんな拾ってきた猫みたいに言うなよ」

「少なくとも私には害はないもの」

「お前ってそういうやつだよね！」

　俺は部屋にあった鏡を覗のぞき込んだ。冴えない自分の姿が映っている。特に何か変化が起こったとは思えない。

「主人公の呪いって、どんな風になるんだ？」

「そうね、おそらくラッキースケベの呪いはそのままでしょうけど」

「待て、それじゃ何の解決にもなっとらんだろう」

　呪いのランクダウンをして、ラッキースケベ現象が起きなくなるようにするのが目的ではなかったのか。焦ってクロエに訴えると、彼女は余裕に溢あふれた態度で口角を上げる。

「大丈夫。あなたには主人公補正がついたから、ある程度なら押さえ込めるわ」

「主人公補正……？」

「今までのあなたは突然人の下着に顔を突っ込んだり見ず知らずの人の身体を触ったりするただの犯罪者で、通報されるべき害虫で存在価値など一ミクロンもなかったかもしれないけど」

　今までの俺の扱い！

「主人公の呪いにランクダウンされている間は、あなたは人並みの……いえ、人並み以上の生活を送ることができるはずよ」

　クロエが言うには主人公の呪いがラッキースケベの呪いを中和するし、主人公としての補正がかかるから、これまでと同じような現象が起きても反感を抱かれたり通報したりされないだろう、という話だった。

　そういうものなんだろうか。

「と言ってもあまり調子に乗らないでね。いくら主人公補正がかかっているといえど、行きすぎた行動をとるとすぐに警察につかまるわよ」

　そんなことは言われなくても自覚している。

「もちろんおかしいことなんかしないよ。そこらへんはこれまでの人生でよーく肝に銘じてる」

「それに私から逃げ出そう、なんてことも考えないように」

　それはどうかな……。視線をそらすと、俺の考えを読み取ったかのようにクロエが距離を詰める。

「いい？　あなたの呪いがランクダウンされているのは、私が近くにいる間だけよ。私から逃げた途端、あんたはラッキースケベに逆もどりだからね」

「えっ!?　ランクダウンの効果は永続的じゃないのか!?」

「そうよ」

「じゃあ試験が終わってクロエが魔法界に帰ったら、俺はどうなるんだ？」

　するとクロエは勝ち誇ったように、俺に向かって微笑んだ。

「あなたが私に協力的だったら、試験が終了した時、人間的な生活が送れるようにしてくださいって先生にかけあってあげるわ」

　本当かなぁ。いいように使われてそのまま放置されそうな気がするんだが。

　いずれにしろ、俺の運命がこの生意気な魔法使いに握られているというのは間違いないようだ。

「分かったよ。詳しいことはさっぱりだが、とにかく十日間はクロエに協力する。逃げたりもしない」

　するとクロエは俺の身体を頭のてっぺんから爪先まで、じろじろと観察した。

「……本当かしら。口ではなんとでも言えるもの」

　どれだけ疑われてるんだか。

「もしあなたが私を欺こうなんて考えたのが発覚したら、あなたを椅子に縛り付けて仲間と輪になって周りを囲んで、一日中ヨーデルを歌ってあげるわ」

　クロエが告げた壮絶な報復に、俺は涙を流しながら絶叫した。

「そんなひどい報復するならいっそ殺してくれ！」

　想像しただけで頭の中がヨロレイヒーだ。

　というわけでまだ分からないことばっかりだが、どうやら俺は『主人公の呪い』にかかってしまったらしい。





二章　滝川こよいは戸と惑まどっている







　薄いカーテンの隙間から射しこんだ太陽の光が俺の顔を照らす。

　どんなに抵抗したって、来てほしくなくたって、太陽は昇るし朝は訪れる。いつもと同じ、何の変哲もない、何の代わり映えもしない、朝。

　だったはずなのに、俺の身体は痛みを訴えていた。理由は明白だ。

　元凶となる人物は俺のベッドに堂々と陣取り、白い足を投げ出してぐっすり眠りこけている。俺はクロエに恨みがましい視線を送った。太もも舐なめるぞ、このやろう。

　昨日クロエが当然のように俺のベッドを奪って眠ってしまったので、しょうがなく床の上で寝袋にくるまって寝ることになったのだ。

　しゃっ、とカーテンを開く。

　眩まぶしさに思わず目を細めた。すがすがしい春の青空が広がっている。窓から見える緑道には、申し訳程度にまだ桜の花が咲いていた。薄桃色の花びらが風に吹かれ、はらはらと舞い散っていく。

「とりあえず、支度するか」

　大きなあくびをしながら制服に着替え、一階に降りる。

　廊下を歩いていると、リビングからベーコンのいい匂いが漂ってきた。急速に腹が減るのを感じながら、リビングの扉を開く。今日の朝飯はトーストとベーコンエッグだろうか。

「おはよー」

　俺はいつもと同じように挨拶し、朝飯を食べようと自分の席に座った。

　しかしそこに、母さんの姿はなく。

「あ、おはよう兄さん」

「いっ!?」

　思わず声が裏返る。

　なぜかコンロの前に、ピンクのエプロンを纏まとった女の子がいた。まるで新妻のようだ。そして今日も思いっきり童顔。エプロンの下は中学の制服だ。

「あっ？　え、あ、お、おはよう」

　眠気でぼんやりしていた頭が一気に覚醒した。

　そうだった、この家にいるのはクロエだけじゃない。

　たった一日で、俺の世界は激変した。

　母さんも父さんも海外出張になって、もうこの家にはいなくって。かわりにこの子、妹の梨り華かがいる。本当は間ま宮みやさん家の子供なんだけど。いいんだろうか。

　梨華は違和感もないらしく、普通に朝食を作っている。持っているフライパンをぽーんと返すとオムレツがはねた。

　気を紛らわすためにテレビをつけると、彼女が頰ほおを膨らませてコンロにかかっている鍋を指差した。

「もうっ兄さん、自分のスープくらい自分で運んでくれる？」

「あ、悪い」

「それにごはん中はテレビ禁止！　まったく兄さんはぼけっとしてるんだから。もう高校生なんだし、ちょっとはシャキッとしてよね！」

　まるで小こ姑じゆうとのようだ。昔からしっかりしているというか小生意気な性格だったけれど、より口うるさくなった気がする。

　俺はスープを運びながらこっそり梨華の後ろ姿を盗み見る。

　エプロンの下は中学指定の白いブラウス。赤とグレーのストライプ柄のネクタイ、それにチェックのプリーツスカート。ポケットについているピンが示すところによると二年生。

　……違和感。

「あれ？　梨華ってさ、青あお葉ば中学に通ってたよな？　でもその制服、うちの高校の付属中学のやつじゃん」

　青あお葉ば中学は俺の母校だ。そして「最も上がみ暁あかつきといえば変態」と悪名が蔓延はびこっているので、二度と近づきたくない場所でもある。

　梨り華かは菜箸をぴっぴっ、と俺の顔の前で上下させる。

「本当に寝ぼけてるの？　お父さんとお母さんが転勤になるから、二人の学校は近いほうがいいって話し合って兄さんは桜おう来らい高校、あたしはその隣の桜来中学に編入したんでしょ？　中高一貫校だから、一度入学すれば受験も楽だし」

「え、あ、そう。ふーん」

　いつの間にかそういう設定になっていたのか。梨華ははっきりしない態度の俺を怪け訝げんそうに睨にらみつけていた。

　朝食が完成すると、向かい合わせに座り梨華と二人で手をあわせる。

「いただきます」

　俺はスープカップを手に取り、そっと口をつけた。

　色々野菜が入っていて、どこか懐かしいような優しい味がする。これを朝の短時間で作ったのなら、梨華はかなり料理上手なのかもしれない。

　くるくるとスプーンでかき混ぜながら、感慨深い溜ため息をつく。

　そうか、梨華ももう中二なのか。

　彼女と遊んでいたのは、俺がまだ小学生の頃だ。

　ガキの頃は大切にしていたぬいぐるみがなくなったーとか、暗いところがこわーいとか大泣きしながら、俺の後ろをちょこちょこしていた。そんな梨華を知っているだけに、大きくなったなぁとじじ臭い考えが浮かぶ。

　俺が遠い目をしていたのを不穏に感じたのか、梨華が唇をとがらせた。

「何よ、朝から難しい顔しちゃって」

「いや……未だ盛大なドッキリである可能性を捨てきれないんだが」

「はぁ？」

　梨華の顔には思い切り『かわいそうな人』と書いてあった。

　梨華には年をとるごとに会う機会も少なくなっただけでなく、最近は露骨に避けられるようになっていた。この間なんか、朝偶然会って挨拶しようとしたら全力疾走で逃げられた。見たら死ぬの？　俺ってドッペルゲンガーか何かなの？　って勢いであった。

　幸い主人公の呪いのせいで今はこうやって普通に話してくれるし、家族だと思い込んでいるけれど……俺、嫌われてんのかな。

　彼女は朝食を食べ終わるとさっさと片付けをして立ち上がった。彼女の後ろ姿を眺めていると、きつい目つきで睨み返される。

「じゃああたし、先に行くから。兄さんも遅刻しないように！」

　俺はひらひらと手を振って彼女を見送る。

「あぁ。がんばって勉強しておいで」

　するとその発言の何が癇かんに障ったのか、彼女は勢い良くテーブルを叩たたいた。

「勉強するのは兄さんもでしょっ！　もう、大丈夫？　なんなら途中まで送っていってあげるけど？　ただし途中までね！　門まで行くの友達に見られると恥ずかしいから！」

　難しいお年頃らしい。

「そこまでぼーっとしてねーって。大丈夫だから行ってこい。中学のほうが登校時間早いだろ？」

「とにかく兄さんも学校遠いんだから、さっさと家を出るのよ！」

「はーい」

　間延びした返事をすると、まだ納得していないような態度だったがしぶしぶ家を出ていった。

　確かにのんびりしてもいられないのだが、状況が変わりすぎてちょっと頭がついていかない。

　親が海外出張。梨り華かと二人暮らし。いや、クロエがいるから三人暮らし。

　あれ？　クロエがいることは梨華にバラさないほうがいいのか？

　色々考えていると面倒になってきた。

　俺は動物園のナマケモノのようにソファの上にうつ伏せに寝そべった。ぼけっとテレビを見ていると、梨華がいなくなったからかクロエが上から降りてくる足音が聞こえた。

　クロエはまだ半分眠りの世界にいるらしく、昨日のような眼差しの鋭さがない。学生じゃないから焦る必要がないんだろう。いいご身分なことだ。

「私の朝ごはんはどれかしら？」

「食パンでも食べたらどうだ？　あとスープも残ってると思うけど」

　しっかり朝飯まで食べるつもりらしい。別にいいけれども。

　寝ぼけているクロエは、いつものピリピリした雰囲気が取れて少しかわいらしいとさえ思えた。まるでライオンが牙を抜かれて猫になったみたいだ。

　のんびりしていたらいつの間にか遅刻しそうな時間になっているのに気づき、椅子の上に置いていた荷物を引っつかむ。

「やべ、もう出ないと。じゃあクロエ、とにかく俺も学校行かないといけないから」

「そう、分かったわ。じゃあ行くわよ」

「は？」

　…………行くわよ？

　しかもなぜか彼女はばさりとパジャマのズボンを投げ捨てる。そして上着もその場に投げ捨て、下着姿になった。

　魔法使いでも人間と同じような下着なんだなー、などと考えていると、突然額に固い物が投げつけられる。

「ぎゃっ！」

　たまらず悲鳴をあげる。テレビのリモコンだった。

「おい、いきなり何するんだ！」

「何しっかり見てるのよ。一生あんたの目に何も映らないようにしてあげましょうか？」

「そっちこそ突然着替えないで移動するなりなんかしろよ！」

　溜ため息をつきながらしぶしぶ後ろを向く。しかし後ろを向いた瞬間、落ちていたタオルで足が滑り、清々しいほど見事に転倒した。

　あ、これダメなやつだ。そう思ったが時すでに遅し。この後どうなるかは簡単に予想できる。クロエを巻き込み二人で床に転がり、気がつくと彼女の控えめな胸に思い切り顔を埋めていた。

　俺は怯おびえながらも即座に起き上がり、必死に言い訳を連ねる。

「違う、これは呪いで！　弱まったといえど、ラッキースケベの呪いのせいで！」

　よほど険悪な表情だろうと思ったが、クロエはなぜかうっすら笑みを浮かべていた。怒っているよりそっちのほうが怖い。

「先割れスプーンで抉えぐるわ。まずは右目から。そうしたらその中に、唐辛子を詰めるわ」

「申し訳ありませんでした！」

　そんなやり取りを交えながらクロエはなんとか着替えを終える。朝からどっと疲れてしまった。

　やっと一人になれると安あん堵どしたのも束の間、彼女の服装に疑問しか浮かばなかった。クロエはなぜか、俺の高校の女子生徒の制服を着ていた。

「クロエ、どうしてうちの高校の女子の制服を着てるんだ？」

「私が男子生徒の服を着たらおかしいでしょう」

「そういう意味じゃない。どうして高校の服を着てるんだって聞いてるんだ」

「制服を着ていれば高校に行っても不自然じゃないでしょう？　木を隠すなら森の中って言うじゃない」

　その言葉にぎょっとしてしまう。

「おい、まさか人間の学校に通うつもりか!?」

「えぇ、もちろん。だってあなた一人では、何もできないでしょう。無能だから」

　いちいち心を抉るようなセリフを吐かないと行動できないのか。

「学校に行けば思春期の人間がたくさんいるでしょう。それに私の指定試験区域にある学校は、桜おう来らい高校と桜来中学だけだもの」

　正直、これ以上この悪辣な魔女に俺の生活を侵食されるのは避けたい。が、魔法やら呪いやらちっとも分からないし、クロエが近くにいないと呪いのランクダウンも維持できない。

　釈然としないながらも黙って彼女と並び、落ち着かない心持ちで駅までの道を歩く。

　駅に到着し、いつものようにホームで電車を待つ。

　すると気のせいか、色んな方向から視線を感じた。

　なんだろう。何か見られている気がする。居心地の悪さにむずむずしていると、電車が到着した。

　車内に移動してからも、様々なところから視線を感じる。

　不思議に思っていると、近くに立っていた男子生徒がひそひそと内緒話をしている声が耳に入った。

「おい、あの子見ろよ」

「銀髪？　ハーフかな。すげーかわいい。お前声かけろよ」

「無理に決まってるだろ」

　その言葉に納得する。俺は隣に佇たたずんでいるクロエをそっと見つめた。

　性格があまりに問題ありだから意識していなかったが、クロエは相当な美少女である。口を開くと残念のオンパレードだが、黙って外の景色に物憂げな視線を送っているクロエは神聖な女神のような雰囲気を放っていた。まるで彼女の周囲だけくっきりと切り取られたように存在感があって、自然と視線が向いてしまう。

　魔法使いというのは、普段どんな生活をしているのだろう。普通の人間とは育ってきた環境が違うからか、巷ちまたによくいるかわいい女の子とはどこか一線を画している。モデルやアイドルや、顔がかわいい女の子なら他にもいくらだっているが、クロエはその美少女たちのどんな子とも違う空気を持っていた。そんなクロエが電車に乗っていれば、目立ってしまうのは当然といえば当然だった。

　電車が高校の最寄り駅に到着すると、そこからまた十五分歩く。

　歩きの移動というのに慣れていないのか、クロエは不満そうに唇をとがらせた。

「……遠いわね」

「わざわざ家から遠い高校を選んだんだからしょうがない。クロエは普段は箒ほうきで空飛んだりするのか？」

　そう問いかけると、くだらないことを聞くんじゃねぇという目で睨にらまれた。

「そんな古めかしい方法で移動するわけないでしょ。車とか、バイクとか、飛行機だってあるわ。原動力は魔法だけどね。人間の世界とそんなに変わらないわよ」

　そういうもんなのか。微妙に夢がないな。

　高校に近づくと、同じ制服を着た生徒の姿をちらほら見かけるようになる。最初は着慣れなかった高校の制服も、少しだけなじんできた。

　桜の花びらが、はらはらと風に乗って舞い落ちる。クロエの銀色の髪と桜色の花びらのコントラストは意外にも相性がよく、どこか幻想的だった。

　一方クロエは感傷的な気持ちなんぞちぃとも興味がないらしく、左の瞳を金色に光らせた。

「あっ！」

　やっぱり見間違いではなかったらしい。

　クロエは何かしている。そしてその時、瞳が金色に光るのだ。なんて中学生憧れの設定だ。

「それ、何で光ってるんだ？」

　クロエはうっとうしそうに眉を顰しかめる。

「これは明晰な魔眼シンシア・アイ。これを使うと、呪われた人間のランクや名前や年齢なんかの、ある程度の個人情報が分かるの。ちなみに明晰な魔眼は魔法の回数に含まれないわ。呪われた人間のランクが分からないと、命の雫ライフドロツプを回収できないから」

　クロエは数分間、目を皿のようにして周囲にいる生徒たちを凝視していた。

　やがて集中力が途切れたのか、疲れたように目蓋を閉じる。

「Ｄ、Ｄ、Ｄ……だめね、見渡す限り全員Ｄランク。やっぱりそんなに簡単に高ランクの人間は見つからないわ」

「俺は珍しくＡランクだったんだろ？　回収できたらよかったのにな」

「契約した人間からは命の雫は回収できないから、仕方ないのよ」

「でもうちの高校の生徒のふりなんかしなくても、街に繰り出してひたすら呪われた人間を探したほうが手っ取り早いんじゃないのか？」

　そう提案してみたが、クロエの表情はぶすったれたままだった。

「明晰な魔眼を使える範囲はあまり広くないの。互いの顔をしっかり認識できる範囲しか発動しないもの。それに回数制限こそないものの、体力の消耗が激しいから一日に何度も使えるわけじゃないしね。試験区域の中で一番若者が集まっている場所といえばやっぱりあなたの通っている桜おう来らい高校か、隣にある桜来中学だし、校内を歩き回るなら学生という設定にしたほうが楽でしょう。命の雫の回収方法を考えれば、余計に学生を装ったほうが都合がいいわ」

　俺の考えつくようなことは、クロエからするととっくに想定済みだったようだ。

「そういえばその命の雫ってやつ、どうやって回収するんだ？　確か呪われた人間が発する、感情の揺らぎ……だっけ？　要は魔法使いが魔法を使うエネルギーなんだろ？　普通だったらあの銃で人を撃てば回収できるんだよな？」

　昨日寝る前に何度も何度もご高説を頂いたおかげで、それなりに魔法界の事情は把握していた。

「そう。だけど弾切れだから、あなたと契約したんでしょ」

『契約』という言葉に、背筋がぴりっと震える。

　いまさらながら、ものすごく重要なことに気づいてしまった。

　呪いをランクダウンさせてくれるという甘言につられてほいほい契約してしまったが、そもそも俺はクロエと何の契約をしたんだ？

　魔女と契約。ぱっと予想できるのだと、かわりに命を差し出せとか、寿命を縮めるとか、重大な制約があるとか。一つ言えるのは、何らかのリスクがあるだろうってことだ。

　もしかして俺、とんでもないことをしでかしてしまったのかもしれない。

「なぁクロエ、その契約の話なんだけどさ……」

　詳しく話を聞こうとしたのに、校内に入るとクロエはくるりと身を翻し、俺と正反対の方向に歩いていこうとする。俺は彼女を呼び止める。

「おい、どこ行くんだ？　授業は受けないのか？」

　すると彼女は心底面倒そうに嘆息した。

「残念ながら、形だけでも受けるふりはしないといけないわ。この高校の転入生になる設定の魔法をかけてしまったから」

　いつのまにかクロエの手の甲の数字が『02』になっている。他人事ながら、五回しか使えないはずの魔法をこんなにばんばん使っていいものなんだろうか。

　しかしクロエは本当にこの学校で普通の生徒をやるつもりなのか。

「ちなみに私はあなたの遠い親戚で、最も上がみ家に居候しているって設定にしたから。梨り華かも家に帰れば私を居候として受け入れているはずよ」

「人の家庭環境を勝手にいじるのやめてくれるかな！」

　朝からどっと疲れてしまった。まぁどうせ一緒に住んでいるには変わりないし、それならクロエの存在を隠したりする手間を考えると、同居人設定のほうが楽かもしれない。

「私は授業が始まるまで近くに高ランクの人間がいないか探ってくるから」

「はぁ……」

　取り残された俺は、落ち着かない心持ちで妙に堂々としたクロエの後ろ姿を見送った。あんな危険人物を野に放って大丈夫だろうか。

　渡り廊下でぼけっと突っ立っていると、後ろからぽんと肩を叩たたかれる。

「おはよう、暁あかつき」

「あ、おす」

　にこやかな笑顔でそう挨拶してきたのは、同じクラスの双ふた海み彰あきらであった。相手が男だと気を張らなくていいから楽だ。

　双海は俺の後ろの席なので、入学した時から何かと話す機会が多い。双海を包む空気がやわらかいせいか、こいつのどこか飄ひよう々ひようとした雰囲気のせいか、知らない人間と話すのが苦手な俺でも気がつくとそれなりに仲良くなっていた。

　双ふた海みはいつも笑顔である。まだ知り合って数日だが、俺はこの男が笑顔以外の表情を作るのを見たことがない。

「あいかわらず機嫌が良さそうだな、双海」

「さっき、すごく素敵な女性を駅前で見かけてね」

「そういうのは聞いてないぞ」

「推定年齢五十二歳くらいなんだけど。お茶に誘ってもいいかな？」

「だから聞いてないって言ってるだろ」

　俺は急速に双海の話に興味を失っているというのに、双海はめげずに強引に会話を続けようとする。

「すごくストライクでさー。首の肉のたるみ具合といい、髪の毛の傷み具合といい」

　……どうして俺の周囲には変なやつしかいないのだろう。

　虫も殺さぬような顔をしているが、こいつはかなり癖のある男だ。

　常に笑顔だから穏やかに見られるが割と毒舌だし、なんといっても熟女以外に興味がないという熟女好きである。いや、別に個人の趣しゆ味み嗜し好こうは否定しないが、せっかくモテるんだから青春を謳おう歌かすればいいのに。妬ましい。

　顔の造作がいいからか、周囲の人間からは誠実そうなんて言われている。その度に俺は、「結局人間顔だよなぁ」と少々の理不尽さを感じるのであった。

「お前ってどうしてそんなに熟女が好きなんだよ」

　投げやりにそう問いかけると、双海の瞳がきらきらと輝きだした。

「え？　語る？　素晴らしさ語っちゃう？　第一回が今から十二時間くらいの長丁場になるけどいいかな？」

　墓穴を掘ったらしい。

「三分で逃げる」

「しかし暁あかつき、いつもぼんやりしてる顔がさらに輪郭を留めてないよ。何かあったの？」

「ほっとけ」

「そういえば、昨日はずいぶん刺激的なハプニングがあったねぇー」

　双海のにやにや顔に、血の気が失せていく。

「あれから暁消えちゃったけど、家に帰ったの？」

　俺はその場にぺたりと座り込み、髪の毛をぐしゃぐしゃとかきむしる。

　……しまった！　完全に忘れてた！

　朝礼の時に起こった惨事が鮮明に蘇よみがえった。

　クロエが魔法使いやら梨り華かが突然妹になったりやら色々ありすぎてすっかり忘れていたけれど、そういえば昨日の朝礼の時、見知らぬ女の子のスカートに思いっきり顔を突っ込んでしまったんだった。それだけでなくブラウスのボタンを引きちぎり、胸をわしづかんでしまった。犯罪です。

　馬鹿か俺は。いくら色々あったからって、あんな惨事をころっと忘れるなんて。もう普通の高校生活を送るなんて、とっくに無理だったのかもしれない。きっとあの朝礼から今頃全校生徒にうわさが知れ渡り、俺は変態と認定されて女子生徒に嫌われてしまったんだ……！

　これまでの経験からマイナス思考に陥っていると、双ふた海みが細い目をさらに細めた。

「大丈夫だよ、僕が適当にごまかしておいたから。少なくとも先生に怒られることはないし、変なうわさも流れてないはずだよ」

「まじで!?　助かったよ」

　こいつ、ただにやついてるだけじゃなかったんだ。双海の背後に後光が射して見えた。

「うん、数学の宿題一週間分でいいからね」

　しっかり対価は徴収するらしい。まぁそれくらいなら安いもんだ。

　双海は意味ありげにほくそ笑む。

「でもね、暁あかつきよりあの子のほうがよっぽど恥ずかしかったと思うよ？」

　朝礼の時の彼女の表情を思い出し、口の中にじわりと苦いものが広がった。

　気の弱そうな女の子は、かわいそうにぽろぽろ涙を流しながら、真っ赤になってうつむいていた。

　俺は「また今年もだ、最低だ」と思って咄とつ嗟さに逃げ出してしまったけれど、よく考えたら大衆の前であんな目にあって、俺よりよほど消したい記憶になっただろう。

　もう顔も見たくないと思われているかもしれないけれど、それでも彼女にちゃんと謝らないと。

「ちなみに双海、あの女の子の名前とか分かるか？」

「もちろん。僕が知らないわけないでしょ」

　双海は中学の時から写真部に所属していて、腕前もなかなかのものらしい。色んな生徒に写真を注文されているから、本人は熟女以外に興味がないにもかかわらず人気の高い女子生徒の情報は網羅しているのだ。こいつは外部入学じゃなくて、内部からの持ち上がりなんだよな。

　そう考えたと同時に、また頭の中で謎の声が響いた。

『説明しよう！　主人公の友人は無駄にハイスペックで、親しくなりたいと思ったたいていの女の子の連絡先を把握しているのである！』

　確かにゲームとかでは、相手がどんな高たか嶺ねの花でも女の子の連絡先を知りたいと言うと主人公の友人が全部教えてくれるらしい。恋愛ゲーム好きの友達が熱く語っていたのを思い出した。そんなにコミュ力があるんならいっそお前が付き合えよと思うが、友人はあくまで主人公に対しての協力者だ。そういう意味では双ふた海みもこの呪いに巻き込まれているのかもしれない。

「あとでクラスとか教えてくれよ」

「了解」

　そんなことを話しているとちょうど予鈴が響き渡ったので、俺たちは早足に教室に向かった。
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「えーさて、こんな半端な時期だがうちのクラスに転入生が入った」

　教室に入るなり、そんなことを言い出したのはうちのクラスの担任の遠えん藤どう明あき穂ほ、二十八歳独身だった。

　長い髪の毛を一つに束ねた、凜り々りしいという表現がぴったりの女性だ。

　手足が長くてスタイルがよく、まるでモデルのように美人だが、常々男運がないことを嘆いている。上級生のうわさ話によると、酒癖が死ぬほど悪いらしい。

　かなり長身なので威圧感があるのも理由の一つかもしれない。ちょっと大雑把なところはあるが、さっぱりした物言いと裏表のない性格で生徒からの人気は高い。

　それはともかく、気になるのは転入生のことだ。

　普段ならそんなに期待もしないし興味も持たない。男ならそれなりに仲良くなれればいいな、くらいだし逆に女ならラッキースケベ体質が出ませんように、と悲しい期待が募る。

　なんだが、こんな微妙な時期に転入生って、まさか、と鼓動が速くなる。つい数日前に入学式があったんだ。普通そこに合わせるだろう。

　それができないってことは、特殊な事情があったということで。

　……もう、嫌な予感しかしない。

　カラカラと教室の扉が開き、入ってきた生徒を見た途端、生徒たちにどよめきが広がる。

　嗚あ呼あ。

　俺は悲鳴をあげそうになる喉を必死に押さえつけた。

　白い肌。華きや奢しやな手足。銀色の毛先くるくる髪。予想どおりクロエ。完全にクロエ。まごうことなきクロエ。

　……だけれども。

　そこに立っているクロエは、俺と接している時と明らかに違うところが一つあった。

　──儚はかない、感じなのだ。驚いたことに。

　辛辣に俺の心を抉えぐり取る時とは別人のような、か細い声。まるで生まれたての子猫のような、あどけない表情と頼りない立ち姿。

　もしかして双子の姉妹ですか？　そうたずねたくなるほど別人なクロエは、教卓の後ろに立って、恥じらいながら言葉を紡ぐ。

「初めまして、クロエ・ララ・ペレスヴェートです。あの、日本のことはまだよく分からなくて、緊張しています。皆さんに色々教えてもらえると嬉うれしいです」

　クラス全体の生徒、特に男子生徒がうおおおおおお、やったぁ、美少女きたあああああ、と野太い歓声をあげる。

　俺は教室の中でただ一人、怪け訝げんな視線を彼女に向けていた。

　誰だ、あの女は。

　どうしてそんな設定にした。自分とかけ離れているキャラを作ると、のちのち苦労するぞ。

　若干ドン引きした眼差しを向けると、かっ！　とメデューサが人を石にするような勢いで睨にらみ返された。こわっ！




　そうこうしているうちに、あっという間に昼休みになった。
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　クロエはクラスの女子生徒たちに囲まれて大人気だ。あんなに人目を惹ひく容姿をしていれば、当然といえば当然だろう。

　休み時間の度に女子生徒が寄ってきて、「どこから来たの？」とか「どうしてそんなに細いの？」とか「彼氏とかいる？」など、同じような内容で質問責めにされていた。クロエも最初は愛想よく答えていたけれど、やがてギャラリーをあしらうのにも飽きたのだろう。つつつ、と彼女を取り囲む人の群れを抜け出す。陽光を浴び、銀色の髪がきらきらと輝いている。クロエは俺の真正面に立ち、こちらを覗のぞき込んだ。

「ねぇ、暁あかつき君」

　何の前ふりもなしに、クロエは唐突に俺に声をかけたのだ。ざわっ、と部屋の空気が震しん撼かんする。

　ちなみに彼女は俺の後ろの席に座っている。

　男子生徒からどうして最も上がみなんだ!?　という恨みがましい視線が飛んできた。

　うちの居候だと言えば納得されるかもしれないが、変にやっかまれるのも面倒くさい。

（なるべく穏便に事を進めてくれよ）

　そう念を送ると、クロエは続けてこう言った。

「そこのただの平凡な暁君。別にあなたとは遠い親戚というだけで、それ以上の感情は微み塵じんもないけれど、視線の先に偶然たまたま奇跡的にあなたがいたみたいだから、よかったら校内を案内してくれないかしら。もちろん他の人でも全然かまわないのだけれど」

　すげー説明的なセリフで恋愛対象外アピールをした。

　クラスの男子も何だ、親戚だからか、ならいっかぁと穏やかに俺たちを見守る。

　口元をひくつかせながら、なんとか平静を装って返事をした。

「あぁ、俺でいいなら喜んで」
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　クロエは猫をかぶらなくてすむようになり清々したのか、妙に元気のいい足取りで廊下を歩く。

「とにかく呪われた人間を探しましょう。高ランクの呪いを保持してる人間を見つけて、リーネちゃんよりたくさん命の雫ライフドロツプを集めないといけないんだから。あんまりぼさっとしていられないわ」

「リーネちゃんって誰だっけ？」

「この区域の、もう一人の試験対象者よ。彼女も今頃近くで命の雫を回収しているはずよ」

　そういえば昨日の夜クロエに聞いた話では、二人の魔女のうちどっちが多く命の雫を集められるかを競うんだっけ。

　人が多い場所から探していくと命令され、俺たちはまず最初に食堂にやってきた。

　今日も大いに賑にぎわっている。券売機の前とトレイの受け渡し口にはすでに長蛇の列ができていた。ぼさっと突っ立ってると怒られそうだ。

　うちの学食はうまくて値段も安いということでかなり評判が高い。生徒たちはパンや定食を購入し、テーブルを囲んで和気あいあいと食事をしている。

「……何かまだ信じられんよなぁ。ここにいる生徒、みんな呪われてるのか。魔法使いってのはとんでもないことをするな」

「まぁそうは言っても、Ｄランクなら生活に実害はないわけだし。どうせほとんどの人間は気づかずに大人になるんだからいいじゃない」

　よくない。よくないと思うんだよなぁ、俺は。具体的な改善策は思いつかないわけだが。

　クロエは俺の隣でまた明晰な魔眼シンシア・アイを使っているようだ。人に見られないようにするためか、手で瞳を覆い隠し、顔は少しうつむき気味だ。

「でもＤランクでも一応呪われてはいるんだろ？」

「そうね。たとえばあの行列に並んでいる一番後ろの女の子」

　クロエはすっと手を持ち上げ、最後尾に立っている女の子を示した。彼女は両手でトレイを持ち、今日は何にしようかと考えているのだろう。壁にかけてあるメニュー表をじっと眺めていた。特におかしいところはない、ごくごく普通の一年生に見える。

「あの子は『足滑りの呪い』よ」

「足滑り？」

「十日に一回くらい、足が滑って転んでしまう呪い」

「それ、何の呪いにかかってない人間でもたまには転ぶよな」

「だからＤランクなのよ。その前の人は『しゃっくり百回死の呪い』だし」

「『しゃっくり百回死』？」

「言葉の通り、しゃっくりを続けて百回してしまうと死んでしまう呪いよ」

「それけっこう重要じゃないか!?　本当にＤランクでいいのか!?」

　クロエは平然とした顔で魔眼を使い続ける。

「でもしゃっくりなんて、普通は百回も続かないでしょう？　影響がほとんどないんだから存在しないのと一緒よ」

「そうは言っても、自分の知らないうちにそんな爆弾抱えてるのは嫌だなぁ……」

　そもそも呪いって何なんだよ、と問うと永久に完治しない風邪のようなものだと答えられた。

　魔女ですら、誰がどんな呪いにかかっているかは魔眼を使わないと分からないなどと言う。

　どうやら食堂では目ぼしいターゲットは見つからなかったらしい。

　クロエは人混みを抜けて廊下に出ると、今度は窓から校庭を覗のぞいて明晰な魔眼シンシア・アイを使う。

　ただ待っているのも手持ち無沙汰だったので、俺はかねてから疑問に思っていたことをたずねてみる。

「なぁ、試験区域ってどうしてこの町に決まったんだ？　クロエの外見なら、日本よりロシアとかドイツのほうがなじみそうなのに」

　珍しい物があるわけでも特殊な教育をしているわけでもない、平凡で地味で特産品といえば小松菜くらいしかないこの町が試験区域に指定された理由は一体なんだろう。

「それは……複雑な事情があって、あまり大きな声では言えないけれど」

　クロエの深刻そうな声音にはっとする。

　魔法界の戒律というやつだろうか。あまり軽々しく聞いてはいけないことだったのかもしれない。

「最初は色々議論したらしいのよ。去年の試験はアメリカだったから、次は人の多い中国にしようとか、むしろ人間の少ない秘境のほうが魔法使いにとってやりやすいとか、どうせなら一度も行ったことがない場所にしてみようとか」

「うむ」

「でも意見が割れて、何日も偉い先生方が話し合った結果」

「あぁ」

「……結局最後はダーツで」

「話し合いすんのがめんどくさくなっただけじゃねーか！」

「そしてそのダーツを当てたのは私」

「何でお前投げてんだよ！」

　想像よりずっと適当な決め方だった。

「あー、疲れた。やっぱりそう簡単には見つからないわね」

　明晰な魔眼シンシア・アイを連続で使えないというのは本当らしい。望む成果は得られず、疲れたように左目を擦った。

「でも試験期間が寒すぎず暑すぎない時期でよかったわ。私、暑いのは苦手なのよね」

　確かにクロエは色白なのもあって、太陽の下を走り回っているようなアクティブなイメージはない。日陰で本を読んで物思いにふけっているほうが合っているだろう。

「しかし日本と一口に言っても、色々あるのね。北と南では気候もずいぶん違うようだし」

「意外にも勉強熱心なんだな」

「当たり前でしょう。今回の試験のために、日本語の読み書きだって三ヵ月で覚えたし」

「三ヵ月!?」

　尋常じゃないスピードに驚きよう愕がくしてしまう。

　あまり真剣に考えていなかったが、言動や振る舞いこそ凶暴だが、クロエとて俺と同じくらいの年の女の子だ。突然今まで行ったことのない知らない国で、一人きりで十日間も過ごすのはやっぱり心細いだろう。

　思えばクロエの言葉のイントネーションには違和感がないし、難しい漢字でもさらりと読めているようだ。それだけ今回の試験に真剣だ、という意気込みを感じ、彼女のことを素直にすごいと思った。

「まぁ魔法界の特別メソッドを使えば、数ヵ月で他国の言語を習得するのはそう難しいことじゃないけれど」

　へぇ、魔法で覚えるってなると、やっぱりイモリを材料にした怪しげな薬品とか、樹齢数百年の木で作った魔法の杖つえとかを使うんだろうか。

「その特別メソッドってどんなことやるんだ？」

「脳に電極を挿して、その国の言葉を四六時中垂れ流すの。三ヵ月もすれば立派な廃人の出来上がりよ」

　全然魔法じゃなかった！　すげー非人道的な教育が行われてた！　魔法界にはできるだけ関わらないようにしよう、と決意を新たにした。

「時間があれば観光でもしたかったわ」

「観光かー。有名どころだとやっぱり北海道、沖縄だろうな。日本らしい街並みなら、京都とかか。新宿とか渋谷とか、都会に行けばたいていの店はあるだろうし」

　クロエは足を止めてこちらに振り返り、突然真剣な顔で俺を見据えた。

「暁あかつき、延の霧きり山ざんって知ってる？」

　彼女の珍しく真剣な表情に、心臓が跳ねる。

「ノキリザン？　いや……聞いたことないな。山にはあんまり詳しくないから」

　俺の知っている山といえば、精々富士山と高尾山くらいだ。ノキリザンという場所は、今まで耳にしたこともなかった。

「そう」

　クロエはがっかりした顔で、また俺の前を歩いていく。

　クロエは一体何が聞きたかったんだろう。県庁所在地も知らなそうなクロエが、どうして無名な山のことなど気になっていたのか。

　なんとなくつっこめずにいると、クロエはまた他の場所へ移動することを決めたらしい。

「移動するのはいいけど、俺らもなんか食わないか？　腹へったんだけど」

　そんなことを話しながら廊下を歩いていると、門の近くからふわりと甘い香りが漂ってきた。移動販売の車が昼時によく校門の前に停まっているのだが、今日も揚げたてドーナツができたようだ。さくっとしていてもちもちした歯ごたえで、特に女子生徒に人気の逸品だ。種類も豊富でチェーン店の商品にも負けてない。

　クロエはいい匂いにつられ、じっとドーナツに注目している。

「……あの丸くて真ん中に穴が空いてる、いやらしい形状の食べ物は何？」

「お前の説明がいやらしいよ！　ただのドーナツ見てどうしてそこまでおかしな思考に到達するんだよ!?　思春期の中学生男子なの!?　人体模型に欲情しちゃうの!?」

　クロエは無表情を装っているが、かなりドーナツが気になっているらしい。

「あれ、おいしいの？」

「食べたことないのか？」

　そう問うとクロエはむっ、と唇を尖とがらせる。

「日本の言語や文化は学習したけど、食べ物は食べてみないと分からないから」

「普通のお菓子だよ。魔法界にはああいうのはないのか？」

「似たような物はあるけど、多分ちょっと違うんじゃないかしら。私の知ってるああいうのは食べるとふわふわしていて甘みがあって、少し幸せな気分になれるの」

　なんだ、その説明だとほとんど一緒じゃないか。

「そしてその後一週間くらい昏こん睡すい状態に陥り、最悪の場合死に至るわ」

　どんだけ危険な食べ物だよ！

「とにかく、高ランクの人間を探さないといけないんだろ？」

　そう声をかけてみたものの、クロエが石になったように頑なにその場を動こうとしないので、仕方なく問いかける。

「なんだよ、食べたいのか？」

「あなたがどうしてもって言うなら、食べてあげてもいいわ」

　素直じゃないやつだなぁ。そう思いつつ、安直にドーナツを買い与えてしまう俺も俺なんだが。

「ほら」

　買ってきたドーナツを差し出すと、クロエはそれを一欠片ちぎり、大きく口を開けてぱくつく。

「……甘い」

　まるでハムスターのように、小さな口をもくもくと動かしてドーナツを食している。

「おいしいか？」

「週に十七回くらい食べてもいい」

　相当気に入ったみたいだ。病気になるぞ。

　クロエはドーナツをぱくつきながら、珍しく満面の笑みを浮かべている。
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　……まぁ、幸せそうならそれでいいか。

　高ランクの呪い保持者キヤリアがどこにいるのかなど見当もつかないが、とりあえず上の階に上ってみよう。昔から煙となんとかは高いところにいるもんだし、上級生のクラスはまだチェックしていないから、新たな発見があるかもしれない。そう考えて、俺たちが渡り廊下に移動した時だった。

　それまでの平和な日常を切り裂くように、女子生徒の鋭い悲鳴が聞こえてきた。はしゃいだりふざけたりしている時に出すような、生っちょろいものではない。

　何事かと上の階に視線を向ける。

　直後、ガラスの割れる衝撃音が校内に響いた。

「なっ……」

　三階の廊下に連なっている何枚もの窓ガラスが、同時に一瞬で砕け散ったのが見えた。

　校内は途端にパニックに陥る。

　窓の近くにいた生徒たちは頭をかばいながら悲鳴をあげて逃げ惑い、ぶつかったり怒号が飛んだり、転んでケガをした生徒がいたりでひどい有り様だった。

「何だ!?　突然窓ガラスが割れたぞ！」

「不審者だ、逃げろっ」

「誰か先生呼んできて！」

　生徒たちは現状を把握していないものの、異変を察してその場から遠ざかろうと我先にと下の階へと駆け下りる。

　そんな中、クロエは火がついたように人の波を逆走し、一目散に階段を駆け上がった。滝を割って一直線に天に登る龍りゆうのような、迷いのない足取りだった。

「おい、ちょっと待てって！　どこ行くんだよ！」

　俺もクロエを追いかけようとするが、階段を降りてくる生徒に何度もぶつかってよろめき、なかなか前に進まない。

　クロエは踊り場で面倒そうに振り返り、こちらに向かって大声で叫んだ。

「こんなことできるの、魔法使い以外誰がいるって言うのよっ！」

　その言葉にはっとし、俺は必死にクロエを追いかけた。

　つまり廊下にいるのは、もう一人の魔法使いってことか？

　俺がやっと人気のなくなった廊下に到着すると、息を切らしたクロエが怒った表情で廊下の中央を睨にらんでいた。

　さっきまでの騒動が噓うそのようだった。

　いつのまにか校舎はしんと静まりかえっている。

　誰もいないし、何の音も聞こえない。

　廊下にガラスの破片が散らばっている様が、妙に空々しかった。

　そのうち俺はこの耳が痛くなるような静寂に、違和感を覚え出す。

　いくら皆逃げてしまったとはいえ、この静けさは何だ？

　俺は窓から地上を俯ふ瞰かんした。

　まさか。……誰もいない。

　おかしい。絶対におかしかった。

　さっきまであんなにたくさんいた生徒も、生徒を誘導していた教師も、すべて消え失せていた。それに鳥の鳴き声だって聞こえない。まるで地球上の生き物が全部いなくなってしまったような静けさだ。

　心臓が縮み上がるような、何ともいえない気持ち悪さが身体を走る。

　どうして誰もいないんだ？

　クロエに声をかけようとした時、ふと何者かの気配を感じた。俺はクロエの視線を追って、彼女と同じように廊下を凝視する。

　すると何もなかった場所に、静かにそいつが佇たたずんでいた。

　この場にまったく不釣り合いで、とてつもなく場違いな──毛並みのよい黒猫だった。

　クロエが猫に一歩歩み寄る。

「ずいぶん派手な登場をしたわね、リーネちゃん」

　すると黒猫は目を細めてはっきりと笑みを浮かべ、前足をぺろりと舐なめる。

　そして黒猫は、楽しげに人間の言葉をしゃべり出したのだ。

「だって人間の世界の映画とか見てると、魔法使いっていうのは登場する時派手にガラスを割ったり、物を吹き飛ばしたりしてるでしょ？　アタシどうしても一回やってみたかったのよ」

　流りゆう暢ちように言葉を操る猫に驚き、俺は身動き一つ取れずにいた。

　クロエは魔法を使えると言った。その言葉の通り、瞬間移動したり、学校に通えるように人々を操作したりできる。いまさら猫が喋しやべるくらいで驚いてはいけないのかもしれないが、それでもやっぱりぎょっとしてしまう。

　黒猫は笑いながら、シルエットを変化させる。少しずつ大きくなったそいつは、やがて人の形に姿を変えてしまった。

　クロエは厳しい教師のように、そこに立っている人物を諭す。

「試験での決まり、もう忘れちゃったの？　人間界に来る時は、人間の生活に影響を及ぼさないよう細心の注意を払うべし、でしょう。たった五回の魔法をこんなくだらないことに使って、どういうつもり？　リーネちゃん」

　俺たちの前に、水色の魔女が立っていた。

　腰くらいまで伸びた長い髪を後ろで一つにまとめ、緩い三つ編みに結んでいる。

　一瞬和服を着ているのかと思ったが、よく見ると和装をアレンジした巫女さんのようなワンピースだった。割れた窓から吹き込んだ風で、白く長い袖がはたはたと揺れている。袴はかまのように折り重なったスカートも、赤でなく水色だ。
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　想像していた魔女とはずいぶんイメージが違う。同じ学校といっても、色々な種類の魔女がいるようだ。それとも試験地が日本だから、日本の伝統衣装に寄せたつもりなのか。

　リーネはひどく不機嫌そうな表情で俺たちをねめつけていた。

「ふんっ、相変わらず優等生のフリだけは得意ね、クロエ。やってることはアタシよりずっとひどいのに。やり方が強引なのはアンタもでしょ？　まさか短期試験なのに、わざわざ人間の学校の生徒を装って入りこむなんて」

「そのほうが自然に動けるでしょう」

　そう返答されると、リーネは不愉快そうに肩をすくめた。

「自然に動ける、ねぇ。クロエがここに来た目的は別にあるでしょう。ほんと、食えないやつ」

　その言葉に引っかかるものを感じ、俺はじっとクロエを観察した。別の目的がある？　一体何なんだろうか。

　リーネは舌っ足らずな甘い声音で、声に似合わず恐ろしいことを言った。

「あいにく、アタシはアンタと仲良くおしゃべりしに来たんじゃないのよ。ねぇ、クロエはどのくらい命の雫ライフドロツプを集めたの？　それ、全部奪ってもかまわないかしら？」

　リーネがそれまで隠していた右手を持ち上げると、そこには黒い銃が握られていた。しかもクロエの持っている小さなそれとは比べ物にならない、物騒な装いだ。まるで機関銃のような。詳しい銃の種類は分からないが、何発も連射が可能だということは一目で分かった。

「もう、私は武闘派じゃないのに！」

　俺が目を白黒させている間に、けたたましい銃声が鳴り響く。

「っ！」

　硬直している俺にクロエが体当たりし、二人で床に倒れこんだ。

　間一髪だった。さっきまで俺たちのいた場所には白と青の光の弾丸が無数に降り注ぎ、床を穴だらけにする。リーネは懲りずに弾を充じゆう塡てんすると、再び俺たちを狙う。クロエに引っ張られて横に転がると、今度は反射した銃弾が窓に当たってガラスの破片の雨を降らせた。

　俺はヤモリのように廊下にぺたりと張り付く。

　クロエはスカートをたくしあげ、太もものガンベルトから銃を取り出してリーネに向けて弾丸を放つ。

　二人が銃撃戦を繰り広げるのを止めようと、大声で叫んだ。

「おい、お前らいい加減にしろ───────っ！　ケンカするにしても学校でやるんじゃねーよっ！」

　叫ぶと同時に破けたカーテンを踏んづけ、俺の身体はするりとリーネの方向に向かって滑る。

「ちょ、ストップ！　そこどいてどいて！」

「ひゃっ!?　アンタ何なの!?　ちょっとこっち来んな！　きゃ────────っ！」

　この展開にももう慣れたものだ。

　俺はリーネを押し倒し、二人で絡まって廊下にびたりと倒れてしまう。起き上がろうとして握ったのはおそらくリーネの胸だが、もう嬉うれしいとかそういう感情は一切ない。なぜならその後に起こる出来事も予測できるからだ。

「アンタ、一体どこ触ってんのよ─────────！　殺す殺す殺す殺す、もう絶対殺すっ！」

　顔を真っ赤にしたリーネが左手を突き上げると、近くにあった掃除用具を収めている直方体のロッカーがふわりと地面から浮く。

「おい、まさか！」

「くらえ───────っ！」

　彼女が手を振り下ろすとともに、ロッカーが俺に向かって体当たりしてくる。

「ふっざけんなよ！」

　どかん、と凄まじい音がした。あっ、あぶなっ！

　すんでのところでそれをかわすと、クロエが真剣な表情でアドバイスをした。

「リーネちゃん、次はもっとよく狙ってね！」

「お前は俺を殺したいのかっ！」

　リーネがふわりと宙に浮かぶ。飛んだ？　靴のつま先を見つめている間に、リーネは俺の顔面に三回も蹴りをいれた。

「何なのよ、この変態変態変態っ！」

　リーネはこほんと咳せき払ばらいし、窓際に腰掛ける。

「とっ、とにかく気分を害したから……今日のところは、これで勘弁してあげるわ！」

　そう言いながら空に飛んでいこうとするリーネの肩を、クロエがむんずと捕まえる。

「待ちなさい、リーネちゃん。せめて現状復帰していってよ」

「はああああああ!?」

「自分のやったことの後始末は、じ・ぶ・ん・で・ね？」

　クロエが射るような視線を向けると、リーネはめんどくさそうに両手を合わせた。

「はいはいっ、これでいいんでしょ!?　別に天才のアタシからしたら、このくらい余裕だしっ」

　再び両手が離れた時には、割れた窓ガラスは元どおりに復元され、倒れていたロッカーや破れていたカーテンも元に戻り、どこかにいなくなった生徒たちも校内に戻っていた。

　リーネも魔法を使うとやはりカウントが表示される仕組みになっているようだ。彼女の手の甲には『02』と青い数字が光っていた。

「とにかくっ、アタシに簡ひゃ、簡単に、負けないようにっ……」

　途中で嚙かんだ。

「今のうちにっ、精々がんばって命の雫ライフドロツプを集めておくことねっ！　ふんっ！」

　リーネはうまく決まらない捨てゼリフを言うと同時に、窓からぴょんと外へ飛び降りた。

　俺が驚いて身を乗り出すと、遥はるか空高くに舞い上がったリーネの後ろ姿が見えた。どうやら空を飛ぶ魔法か何かを使っているらしい。

　しかし堂々としたものだ。隠さなくて大丈夫なのだろうか。

　何はともあれ、トラブルメーカーが去ってくれてほっと安心した。

「あいつがリーネってやつか。なんかクロエとくらべて色々できるんだな。ガラス割ったり、物飛ばしてきたり、壊した物復元したり、空を飛んだり」

　その言葉に対して、クロエは納得のいかない表情で首をひねっていた。

「一気に魔法を使いすぎな気がするけど……リーネちゃんに計画性がないのは今に始まったことじゃないにしても、おかしいわね」

「つうかクロエも、さっきの銃撃戦で魔法使いきっちゃったんじゃないのか？」

　心配になって左手を見ると、数字は朝と同じ『02』のままだった。

「あれ？」

「魔女の右腕ステイール・ドワーフを使って攻撃するのは魔法の回数のうちに入らないの。これは道具だから。ちなみに命の雫ライフドロツプを回収する弾丸はまた別の種類ね」

　つまり銃弾は撃ち放題ということか。物騒なやつらだ。

「でもリーネの銃、すげー強かったじゃん。何連射もできるし。性能に格差がありすぎじゃないか？」

　さっきのハリウッド映画顔負けのガンアクションを思い出し、ぶるっと身震いする。よくあんな攻撃を避けられたもんだ。

「それは自分で選んだ武器だから、仕方ないわ」

　どうやらクロエは考えがあって、リーネのような強そうな連射可能な機関銃より、小ぶりで機動力の低いハンドガンを選んだらしい。

「どうしてそれがよかったんだ？」

　そう問いかけると、クロエはにっこりと嬉しそうに笑った。

「デザインが好きなの」

　俺はその言葉に脱力した。

　……そんな理由でいいんか。




　リーネがいなくなると、さっきまでの静寂が噓うそのように喧けん騒そうが戻ってくる。

　教師を呼びに行った生徒は何の異変もない廊下をしげしげと見つめ、不思議そうに首をひねった。混乱しているのはちょっとかわいそうだが、このまま放っておけばそのうち忘れてしまうだろう。

「とにかく私たちも教室に戻りましょう。もうすぐ授業が始まるわよ」

「おう」

　はっきり言って、精神的疲労のせいで午後の授業なんてサボってしまいたくなった。

　あんな無茶苦茶な女がまた襲来してくるかもしれないと思うと、気が気でないのだ。

　結局あいつ、何しに来たのか分からんし……。暴れたかっただけか？

　俺とクロエが教室に戻ろうと一階に下り、廊下を歩いていたその時であった。

　またしても女子生徒の悲鳴が校内に響き渡る。

　今度は何だ!?

「きゃ─────っ、危ない！　うちの学校の飼育小屋で飼っている、山羊のフジタさんが暴走しているわっ！」

　妙に説明的なセリフとともに、確かに廊下のどまんなかを突っ走る山羊を発見した。

　山羊だ。そんなもんいるわけないだろと思ったが、確かに山羊だった。あの白い身体と丸まり気味の先端が鋭い角、のんきな口元は疑いようもなく山羊である。どうしてうちの学校は山羊を飼っているんだ。

　何がフジタさんをそうさせているのか、かなり興奮しているようだ。フジタさんは俺の想像をはるかに凌りよう駕がするスピードで廊下を全力疾走している。だいたいどうして山羊の名前がフジタさんなんだ。誰がつけたんだよ。

　そんなことを考えていると、山羊の進行方向にふらふらと女の子が現れる。

「危ないっ！」

　女の子は驚いたからか、身動きが取れないようだ。その場で凍りついている。

　このままでは走ってくるフジタさんが女の子に激突してしまう。猛スピードの山羊に激突されたら、軽いケガではすまないだろう。

「おい、避けろっ！」

　そう叫んだと同時に、俺の身体は女の子に向かって思い切りジャンプしていた。

　予想外の行動に、自分でも驚いて息をのむ。

『説明しよう！　主人公はピンチに巻き込まれたヒロインを咄とつ嗟さに命がけで救ってしまうものなのである！　ピンチをチャンスに！　チャンスをピンチに！』

　謎の声がまた脳内で解説している。だからこいつは一体誰なんだよ。

　俺は女の子を抱きかかえる形で、二人で廊下に倒れこむ。

「きゃっ！」

　俺と女の子はなんとかフジタさんを回避した。フジタさんはそのままドアを突きやぶり、はまった頭をぬこうとして、メェメェと暴れている。

　その後フジタさんは、飼育委員によって無事小屋まで引かれていった。

「いやー、危なかったな」

　フジタさんの悲しげな鳴き声が遠ざかっていくのを聞いて安あん堵どしていると、俺の下でやわらかい物がうごめいた。

「あっ、あのっ、あのっ！　て、手を、離していただけるとありがたいんですがっ！」

　女の子に覆いかぶさっていたことを思い出し、はっとする。しかも俺の右手は都合よく彼女のスカートをめくりあげていた。

『説明しよう！　女の子と話す機会があったら、主人公はとりあえずラッキースケベ現象を発症してしまうのだ！』

　発症してしまうのだ、じゃねぇよ！　ふざけんな！

　俺は急いで飛び起きた。そしてまだ廊下に倒れたままの彼女に手を差し伸べる。

「うわっ、ごめん！　大丈夫だった？　ケガとかしてない？」

　金色の長い髪が、彼女の肩をさらりと流れる。

「いえ、こちらこそごめんなさい。突然山羊が走ってきたので、びっくりして動けなくなっちゃって」

　そりゃそうだろう。畜産科のある高校ならともかく、普通の学校の廊下を山羊が疾走していたら驚かないほうがおかしい。

「とにかく助けてくれてありがとうございます。私どんくさくて、一人だったらきっと避けることができませんでし、た……」

　彼女が顔を上げ、目が合った瞬間。俺は思わず大声で叫んでしまった。

「あっ、滝たき川がわさん！」

「あっ！」

　まさかこんなところで会うとは。

　彼女は昨日朝礼の時、俺がスカートに顔を突っ込んでしまった女の子である。

　双ふた海みに名前とクラスを教えてもらい、謝りにいかねばと思っていたまさにその人だ。タイミングがいいのか悪いのか。

　滝川こよいは困惑したようにこちらを上目使いで見上げている。

　昨日はそんな余裕もなかったけれど、こうやって見ると彼女は紛れもない美少女だった。

　腰のあたりまで伸びた、金色の長い髪。透き通った湖のような青い瞳。モデルのようにすらりと手足が長く、出るところは出てくびれるところはくびれている、女性らしい身体つき。一言で言うと巨乳。……昨日、俺はこんな貴重なものを触ったのか。もっとちゃんと覚えていればよかった。謎の後悔が頭をよぎり、ぶんぶんと首を振る。じゃなくて、謝るんだって。

　双海の話によると滝川こよいは箱入りお嬢様で、知らない人間、特に男と話すのは苦手らしい。今も恥ずかしそうにスカートの裾をきゅっと握っている。

「あの、滝川さん、昨日はごめんな！　あと、今のもごめん！　わざとじゃないんだけど！」

「……え？」

　一度ならず二度までもラッキースケベ現象を発症し、これで怒らないほうがおかしい。

「俺、ちょっと焦っていて……その、朝礼で、スカートに、とか、色々……なのに、逃げてしまって、滝川さんに、恥ずかしい思いをさせてしまって」

　すると滝川こよいの顔がぼっと赤く染まる。

　彼女は声が小さかった。小鳥がさえずるようなかわいらしい声で、それでも必死に話してくれる。

「そんな、暁あかつき君が謝ることなんてないよ。元はと言えば、昨日だって二人で転んじゃったのは私がどんくさいせいだし。全然たいしたことのない人間だから、いくらでも触ってくれていいというか、むしろ揉もみしだかれ要員として扱われてもしょうがないっていうか」
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「揉みしだかれ要員!?」

　ちょっと変わった子なのかもしれない。

　滝たき川がわこよいはぷるぷるしながら必死に言葉を重ねる。

「とにかく、それはもう、大丈夫というか……他の人だと怖いけど、暁あかつき君なら、あの、いいかなっていうか……違っ……！　その、と、とにかくもう、気にしてないからっ」

　どうして俺ならいいんだろう。

　不思議に思っていると、彼女のきらきらした瞳と視線がぶつかった。

　滝川こよいは恥じらうような表情で、それでも俺にやわらかく微笑みかけてくれる。

「だって暁君は、ずっと昔から私と一緒にいてくれる、大切な幼なじみだもんね！」

　そうそう、俺は滝川こよいの幼なじみ……

　……………………ん？

『説明しよう！　主人公にはかわいい幼なじみが付き物なのだ！　一般的に幼なじみといえばツンデレで暴力的なキャラクターが主流だが、滝川こよいは控えめ天然系だぞ！』

　また謎の声が茶々をいれてくる。

　普通の高校生には、かわいい幼なじみなんてもちろん存在しない。そんなもんツチノコやチュパカブラや金のエンゼルと同じくらいに未確認物体だ。

　もし仮にそんなものがいたとしても、成長するにつれて目も合わせてもらえなくなる。梨り華かもそんな感じだったし。

　これも呪いの一部ってわけか。妹の次は幼なじみ。ある意味テンプレといえばテンプレだが、よりにもよって滝川こよいが俺の幼なじみだというのか。というか幼い時になじんでいないのだから、それはもはや幼なじみでもなんでもないだろう。

　俺の反応がぼんやりしていたからか、滝川こよいはうろたえてしまう。

「あの、暁君、どうしたのかな？」

「いや、どうしたっていうか……俺、滝川さんに……」

　その呼び方に、彼女がかたかたと肩を震わせる。

「ねぇ暁君、さっきから気になってたんだけど、どうして滝川さんなのかな？」

「え？」

「暁君、今日私のこと、滝川さんって呼んでるよね？　どうしたのかな、そんな呼び方するなんて。もしかして、もしかしなくても私のことを怒ってるのかな。そうだよね、私がきっと暁君を怒らせるようなことしちゃったから、そんな他人行儀な呼び方なんだよね」

「いや、あの怒ってるとかじゃなくて」

「私がどんくさいからだよね。昨日もさっきも、ぶつかっちゃうし、私がもっとしっかりしていればよかったんだよね」

　どう言い繕おうかと考えていると、信じられないことが起きた。

　こよいは自分の襟元にさっと手をいれる。取り出したのは、なぜか小さな懐刀だった。鋭い切っ先がキラリと光っている。

　あー、はいはい刀ね。って刀!?

　こよいはその刀をぷるぷる震えた手で握り、自分の喉元に突きつける。

「自害します！」

　俺は彼女の刀を奪い取り、全力で叫ぶ。

「生きろ───────────っ！」

　暴れるこよいを押さえつけつつ、必死にクロエにヘルプを求める。

「えっ何、何でこの子急に自害とか言い出したの!?」

「呪いのせいじゃないかしら！」

　クロエは嬉うれしそうに瞳を輝かせている。わくわくしてんじゃねぇよ！

「こよいも呪われてるのか？」

「ええ、きっと！　しかもこの意味不明な行動からすると、高ランクの可能性大よ！」

　クロエはこよいの肩を引き寄せると、明晰な魔眼シンシア・アイを使い瞳を金色に光らせる。

「ふぇっ!?　どっ、どうして目が金色になったんですかっ!?」

　全力で混乱しているこよいを無視し、クロエは満面の笑みで両手を合わせる。

「ほらっ、Ｂランクよ！　ネガティ武士の呪いですって！」

「ネガティ武士!?」

「気づけばネガティブな思考に陥り、最終的に自害したくなる呪いよ」

「意味不明なんですけど！　なんでちょっとダジャレっぽいんだよ！」

「いいじゃない。そうと分かればさっさと命の雫ライフドロツプを回収しちゃいましょう」

　クロエはこよいを人の少ない階段の踊り場にずるずる引きずっていく。そして俺に信じられない命令をした。

「暁あかつき」

「何だよ」

「この子の服を全部脱がせて」

「無理に決まってんだろうが！」

　いくらラッキースケベの呪いがかかっていたことはあっても、自ら犯罪者になるのはごめんだ。

「ったく、仕方ないわね」

　クロエはめんどくさそうに舌打ちしたかと思うと、こよいの制服のボタンを外していく。

「きゃ────っ、あの、どなたでしょうか？　それに武士って、あの、ひゃあっ、やめてください、そこ触っちゃダメですっ！　ひぁっ!?」

　当然こよいは抵抗を試みるが、効果は薄いようだ。

「ちょっと失礼。大丈夫、痛くないわ。命の雫を回収させてもらうだけ」

「ああああの、どうして私こんなことされてるんですか？　命の雫ライフドロツプって何ですか!?　恥ずかしいからやめてくださいぃっ！」

　こよいはあっさり剝むかれてしまった。必死の抵抗により、脱げかけの制服のブラウスがなんとか肩に引っかかっている状態だ。

　こんな状況で考えてはいけないとは分かっているが、涙目になって胸元をさらけ出しているこよいは妙に扇情的だった。幼い顔立ちと豊満な胸のギャップがよろしい、と思考がとっ散らかったところで、クロエはこよいを両手で羽交い締めにした。

　そしてこよいの胸元をずいっと俺の顔に突きつけ、信じられない発言をする。

「ひゃああああああっ!?」

「あったあった。分かりやすい場所でよかったわ。さ、ここに唇を当てなさい」

「無理に決まってるだろうが！　お前は俺を犯罪者にしたいのか！」

　クロエは不服そうな表情で俺を睨にらみつけた。

「あなたね、何のために私があなたと契約したと思ってるの？」

「何のためにって……人間界で手となり足となって働く家来が欲しかったとか？」

　一瞬沈黙した後、クロエはきっぱりと否定する。

「……違うわ」

　今の間は何だよ！　絶対それもそうだけど、って思っただろ！

　クロエは人差し指で、こよいの鎖骨の下あたりをとんとんと突く。

「あなたには見えないだろうけれど、ここに魔法使いが呪いをかけたという印の魔方陣が刻まれているの」

　そう言われてこよいの胸をじっと観察してみるも、やっぱり魔方陣なんて見えるはずもなかった。大きいなぁ。眼福だなぁ。

「呪いをかけられた人間は全員、身体のどこかにこの印があるわ。普通だったら、弾丸を撃って命の雫を回収するのよ。魔女の右腕ステイール・ドワーフを使うなら魔方陣そのものを狙う必要はないんだけど、もう弾丸がないから、かわりに魔方陣から契約者の唇を介して回収するの」

「訳分からん……何で俺の口が弾丸のかわりになるんだよ」

「そういうもんだからよ。ほら、だからさっさとやってよ」

「さっさとやれと言われても……」

　困惑していると、涙目のこよいとばちりと視線があった。

　こよいは必死に救いを求めるように、一点の穢けがれもない純粋な瞳で俺を見つめている。

　うっ……こんな顔をされるとやっぱりかわいそうで、同じ空気を吸うことさえ申し訳なくなってきた。一応彼女の中では幼なじみのようだし、俺に裏切られるとやっぱり辛いんじゃなかろうか。

「せめて気をそらすとか、こよいが俺を意識しないようにするとか」

　そう提案すると、クロエは冷酷な表情でこくりとうなずいた。

「分かったわ、裏拳を当てて気絶させるからその間に回収しなさい。ただし次に目覚めるのはいつになるか分からないし、もしかしたらもう二度と目覚めないかもしれないけど」

　少しおとなしくなっていたこよいが、再びじたばたと暴れだす。

「いやああああっ、目覚めないのは嫌ですっ！　助けて、暁あかつき君助けてぇっ！」

「分かった、クロエはもう何もしないでくれ」

　回収方法がこれしかないというなら、いつまでも渋っていても事態は変わらないだろう。それならさっさとやってさっさと解放してあげたほうがいい。

「すまん、こよい、許してくれ！」

　俺は覚悟を決め、彼女の白い肌に嚙かみつくように唇をつける。

「ひゃああああああっ！　ふぁっ、暁君っ……！」

　その瞬間、唇をつけた場所が燃えるように熱くなった。

　眩まぶしい光があたりを包み込み、ミミズののたくったような英語を崩したような、見たこともないおかしな形の文字が赤い円を描いて宙に浮かんだ。俺にはちっとも読めなかったが、おそらくクロエの世界の言葉なんだろう。

　赤い文字が消えると、こよいから力が抜けてくたりとその場に崩れ落ちる。俺は咄とつ嗟さにこよいの身体を抱きとめた。

「わ、これ大丈夫なのか？」

「えぇ、命の雫ライフドロツプを抜かれた前後数分の記憶は消えるけど、体調に別状はないわ」

「さっきの赤いのは？」

「発見済みの魔方陣に変わったの。これで後からリーネちゃんが滝たき川がわこよいを見つけても、手出しできないわ」

　これで回収作業ってやつは終わったのだろうか。そう思っていると、クロエが俺のネクタイを引っ張り、俺の唇に彼女の唇を押し当てる。

「っ！」

　何でキスされたんだ!?

　気が動転して何も言えずに硬直していると、クロエはそのまま白い銃を取り出し、銃口にキスをする。

　白い銃にはよく見ると透明なメーターのような目盛りがあり、そこにさらさらと青い砂がたまった。最初は中に何もなかったのに、今は容器の十分の一くらいのところまで砂が入っている。

「……これが命の雫か？」

　クロエは俺の顔の前で銃を振り、砂をさらりと落とした。

「そ、これで命の雫の回収作業は終了」

「でもこよいの呪いが解けたわけじゃないんだよな？」

「えぇ、また滝たき川がわこよいの感情が揺れて命の雫ライフドロツプが貯まれば、また命の雫が回収できるわ」

「あ、そうだ、こよいは!?」

　クロエの言ったように、苦しんでいる様子はない。こよいは穏やかな表情で目を閉じている。今のうちに着衣の乱れを整えておこう。見守っていると、こよいはすぐに意識を取り戻した。

「あれ、私、一体何してたんだっけ？　はぅっ！　ていうか、どうして暁あかつき君に抱きかかえられてるのっ!?」

　彼女の反応に、俺は両手をあげて降参のポーズを取る。

「悪い、気安く触って」

　これまでの経験から咄とつ嗟さに防御反応が仕事を始める。あんまり女子に接近するとスカートに顔を突っ込んでしまうぞ！　通報されるぞ！

　けれど幸いこよいは不快には思わなかったらしく、目をぎゅうっとつぶって首を振る。

「違うの！　触られるのが、嫌とかじゃなくて……逆に、もっと近づいてくれてもいいっていうか……や、何でもないっ」

　しゅうう、と彼女の頭から湯気が出ている。あんまり追及しないほうがよさそうだ。

「とにかく、突然倒れたから心配したよ」

　そう言いながら、俺の手は自然に彼女の頭を撫なでる。別に俺の意思でやりたくてやったわけじゃない。おそらく主人公の呪いの影響だ。

　嫌がられるかと思ったが、こよいは瞳をきらきらさせて、ものすごく喜んでいた。

「えへへ、なでなでされちゃった」

　その反応に、ぐさりと胸を撃ちぬかれた。か、かわいい……。さすが主人公補正！　女の子の頭を撫でても怒られない！

「ありがとう、暁君。あっ、私、家庭科室行かなきゃ！　ごめんね、また後でねっ」

　こよいは金色の髪をさらりと翻し、かわいく優雅に立ち去っていった。

「初めて女の子の頭をまともに撫でられた……」

　一方俺は、階段の踊り場で膝を折り、感動に打ち震えていた。

「あらそう、よかったわね」

　クロエはつまらなそうに腕を組んでいる。

「ほら、今までは女子生徒の頭になんて触ろうとしようもんなら胸部に突撃してたからな」

「最低ね。彗すい星せいと一緒に燃え尽きて消えてなくなってしまえばいいのに」

　クロエは嫌味っぽい口調で俺に問いかける。

「それでどうだった？　初めてまともに女の子と接した感想は？」

　彼女のぎすぎすした態度も今は気にならなかった。俺の胸にはこよいとの触れ合いの記憶が燦さん然ぜんと輝いていた。

「なんだろう……やわらかで……胸がきゅんとして、甘酸っぱくて……まろやかで、それでいてしつこくなく、近年にない最高の仕上がり……」

　横からばしりと頭を叩たたかれた。

「あなた一体何の話をしているの。とにかくさっさと教室に戻りましょう。本当に授業が始まるわよ」

　クロエはすたすたと廊下を早足で歩く。

　もしかして、今後命の雫を回収する度にさっきの行動を繰り返さないといけないのだろうか。

　俺はちらりとクロエの横顔を盗み見る。

　特に動揺も意識もしていないようだ。俺の考えすぎなのだろうか。それとも魔女からすると、キスなんて慣れているのか。複雑な気持ちを抱えつつも、とにかく教室に戻ることにした。

　とりあえず呪われている人間を見つけ、一人目の命の雫を回収するというミッションは成功したわけである。





三章　呪われているけど日常は続く







　一日の授業が終わり、放課後廊下を歩いていると、偶然こよいの姿を発見した。どうやら誰かを探しているらしい。不安げな表情で、小さな顔をきょろきょろと動かしている様はリスのようだった。

「こよい！　今帰りか？」

　俺は少し緊張しながら声をかける。

　滝たき川がわこよいが俺の幼なじみだという設定が、未だに信じられない。こよいという呼び方にも慣れないし、「昼休みの会話はすべて噓うそです、何ならクロエが魔女だというのも全部噓です」と言われたほうがよほどしっくり来る。

　しかし俺を見つけたこよいは、長い金色の髪を犬のしっぽのようにぱたぱたと揺らし、健気にも小走りでこちらに駆け寄ってくるではないか。

「暁あかつきくぅ───ん！」

　あぁ、もう本当にこっちが申し訳なくなってしまうくらいかわいい。こよいが俺に近づくと、周囲の空気までもが浄化されたようにきらきらと輝いた。

　天使のような笑みを湛たたえ、彼女は声を弾ませて楽しげに話す。

「よかった、暁君に会えないかなって思ってたんだ！」

「俺に？」

　誰か探していたように見えたが、まさか俺だったとは。天使にそんなことを言われて嬉うれしくない男もいないだろう。

　こよいは恥ずかしそうに顔を赤らめ、遠慮がちに俺を見上げてくる。

「あ、あの、暁君はもう決めたのかな、って」

「決めたって何をだ？」

「えっと、その、部活、何にするのかなって」

「部活？」

「うん、うちの高校はみんな何かしらの部に所属しないといけないんだよ。今仮入部期間だけど……もしかして、知らなかった？」

「げっ、まじか」

　家も遠いし、そういうのは面倒くさいから帰宅部にすると勝手に決定していた。まさかそんな制度だったとは。俺は入りたい部活がないかと頭の中に思い浮かべてみる。

　まず一つ目の条件として、がっつり活動する体育会系はごめんだ。運動が得意なわけでもないし。かといって、文化系で男が入っても平気そうな部って何があるのだろう。

　趣味や普段から好きなことがあればいいんだが、あいにくほぼ無趣味に近い。

「えへへ、悩んでるね」

「あぁ、絶対これがしたいってことがあればよかったんだけど。こよいは何部にするんだ？」

　イメージ的に、お菓子作りとか上手そうだ。ピアノを弾いたりバレエを踊るのも似合うだろう。手芸や茶道なんかもこよいにやらせれば様になるだろう。

　そう質問すると、彼女はなぜかもじもじとしながらうつむいてしまう。

「えっと……私、もし、できたら……暁あかつき君と、……一緒の、部がいいかなって……クラスが違うから、部活の時だけでも、一緒にいられたらって、その、思ったんだけど……」

　こよいの声は小さいながらも、なんとか聞き取れた。しかし、口からは勝手に言葉が飛び出していた。

「え!?　何!?　聞こえないんだけど!?」

　俺が叫ぶと同時に、また謎の声が脳内で叫びをあげる。

『説明しよう！　主人公たるもの、とにかく鈍感でなければいけない！　女子生徒から好感を寄せられるセリフを言われたら無理やりスルーしなければいけないのだ！』

　そうですか。別に何でもいいんだけどさ。

　俺が大声で遮ったせいか、こよいはさらに小さくなってしまった。湯気が出るほど顔を赤くし、何でもない、と小声で呟つぶやいた。かわいそうに。

　とはいえせっかく立ったフラグを折るようなもったいないことが俺にできるわけがない。

「えーと……よかったら、同じ部に入るか？」

　誘ってみると、こよいの表情がぱぁっと光り輝く。守りたい、この笑顔。

「本当!?　いいの!?」

「あぁ、どうせなら知ってる人間と同じほうが楽しいだろうし。実は俺も悩んでたんだ。特に入りたい部もないし、人間関係が面倒なのも嫌だなって」

　するとこよいはぽむ、と愛らしく両手をあわせる。

「そっか！　それなら新しく作っちゃえばいいんじゃないのかな？」

「え？　何を？」

「あ、あの……新しく部活を作るの、どうかな？　それなら同じスタートだし、先輩とかもいないから上下関係もないし、いいんじゃないかな？　ご、ごめんね、ただの思いつきだけど」

　俺はその言葉に素直に感心する。

　新しい部活、か。考えたこともなかったが、悪い話ではないと思う。問題は部を立ち上げるとか面倒くさいから、俺の他に誰か仕切ってくれる人間がいれば完璧ということだった。

　黙っているのを否定と受け取ったのか、こよいはおろおろしながら視線を彷徨さまよわせる。

「ご、ごめんね、明確なビジョンもないのに適当なこと言って……そうだよね、部活作ろうって言うならもっとちゃんと準備するべきだよね。部員とかもきちんと集めないといけないのに、こんな行き当たりばったりなこと言って、暁あかつき君に迷惑かけて、私本当になめくじみたいに役立たずだよね。ううん、そんなこと言ったらなめくじに失礼だよね。私、私……」

　胸元から懐刀を取り出し、自分に向かって突きつける。

「自害します！」

「生きろ───────！　いい、いい、部活いい！　すげーいい、やりたい！　今作ろう、すぐ作ろう！　俺たちで作ろう、なっ!?　よし、お父さん部活の書類もらいに行っちゃうぞー！」

「本当？」

「本当だ！　だから刀はしまおう、なっ？」

「うん……」

　必死に説得すると、こよいは刀をこそこそと自分の服の中にしまう。危険すぎるからこっそり破棄してしまいたい。

　こよいをなだめることに成功したのに安あん堵どしていると、突然俺たちの背後に人懐っこい顔がにゅっとつきだした。

「おやおや、おもしろそうなこと話してるねー、お二人さんっ」

　そいつは両手を伸ばし、こよいの身体を後ろからぎゅうっと抱きしめる。

「ひゃっ、ひゃあ!?　くすぐったいです！　やめて、触らないでぇー」

「ぐへへ、よいではないか、よいではないかー」

　何だこの寸劇は。

　こよいは涙目になりながら、ようやく女子生徒の魔の手から逃れる。

「誰かと思ったら、芽め衣い子こちゃんだ」

　芽衣子ちゃん、と言われた女子生徒には見覚えがあった。確か俺と同じクラスだ。元気いっぱいでいつも友達に囲まれている、快活なポニーテール娘。

　今はテニスウェアを着用し、テニスのラケットとボールを持っている。短いスコートから伸びた健康的な生足が素晴らしい。テニス部なのだろうか。

　入学したばかりでまだ顔と名前が一致しない生徒が多いが、彼女は目立つので交流がないながらも名前を覚えていた。

「えっと、柏かしわ木ぎだよな？」

　覚えられてなかったらどうしようと一瞬不安に思ったが、彼女は俺のことを知っていたようだ。

「そう、最も上がみ君と同じクラスの柏木芽衣子でっす！　もがみんって呼んでもいいかなっ？」

「あぁ、好きに呼んでくれ」

「やったー！　もがみんもがみんもがみんがもみんみがもんめがもがみんっ！　ひゃっはー！」

　途中嚙かんでまったく違う呼び方になってるじゃないか。

　しかし恐るべきコミュ力だ。ほぼ初対面の人間にここまで人懐っこく接することができるとは、少しうらやましい。

「こんにちは、芽め衣い子こちゃん」

「やっほう、こよいっち！」

　どうやら二人は友人らしい。手を取りあって再会を喜んでいる。

　女子二人のかわいらしいやり取りに和んでいると、またしても厄介なあの声が響く。

『説明しよう！　主人公は初対面の女の子と出会うイベントが発生すると、とにかくラッキースケベな現象が起こってしまうのだ！』

　起こらないって。

『起こってしまうのだ！』
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　起こらないって言ってんだろ。

『それなら起こしてみよう！』

「ちょっ……！」

　俺の意思とは無関係に、右手が勝手に柏かしわ木ぎのほうに伸びる。そして俺の意思とは無関係に、勝手に柏木のラケットをつかみとる。

「いいなぁ、テニス部なのか。俺にもちょっと振らせてくれ！」

　思ってもない言葉を吐いたと同時に、ラケットで素振りを繰り出す。ラケットの端に引っかかったスコートがばさっとめくれ上がった。……ピンク。下着じゃなくてアンダースコートだったが。

「うわっ！」

　柏木は少し恥ずかしそうに頰を赤らめ、俺からラケットを奪い取る。

「こら、もがみん！　ラケットをそんな用途に使っちゃいけません！」

「申し訳ないです」

「反省しているのなら許してしんぜよう」

　俺が素直に謝ると、柏木はあっさり許してくれた。引きずらない性格のようだ。

　気を取りなおした柏木は、太陽みたいにニコニコしながら白い歯を見せる。

「えっと、それでさっき聞こえちゃったんだけど。新しく部活作るの？　楽しそうだね！」

　ノープランのこよいと俺は、頼りない表情で顔を見合わせる。

「いや、まだ決定じゃないんだけどな。特に入りたい部も思いつかないし、いっそ自分たちで作るかーと思って」

　柏かしわ木ぎはちちち、と指を振る。

「でもお二人さん、うちの学校の部活は部員が四人以上必要なんだよ。知ってた？」

「四人かぁ」

　柏木は人懐っこく微笑みながら、俺の手をとって両手で挟んでにぎにぎする。

「だからさ、もし頭数足りなかったらあたしもいれてくれない？」

　どうせ頭数も足りないし、入ってくれること自体は大歓迎だ。

　その言葉に、こよいはものすごく驚いた様子だった。

「入ってくれるのは嬉うれしいけど……でも芽め衣い子こちゃんって、すっごく運動神経いいよね？　もったいなくないかな？」

「そんなにすごいのか？」

　そう質問するとこよいは瞳をキラキラさせて、自分のことのように嬉しそうに教えてくれた。

「うん、どんどん記録を更新してるんだよっ！」

　まだ入学して数日だが、柏木の運動神経の良さは群を抜いているらしい。こよいの説明によるとハンドボールを投げさせればはるか遠くまで飛ばして新記録を生み出したし、走るのもめちゃくちゃ速くてピューマのようだし、バスケットボールでもばんばん得点を入れてチームを勝利に導いたらしい。若干盛りすぎな気がするが、とにかく柏木の運動神経が良いことは間違いないらしい。

「へぇー、柏木って何でもできるんだな」

　感心すると、柏木はニコニコしながら謙遜した。

「いやいや、身体動かすのが好きってだけだからー。ちょっと日本新記録出したりするけど、普通の高校生だよっ」

　全然普通の高校生レベルじゃなかった！　世界に通用するレベルだった！

「芽衣子ちゃんテニスも上手だし、私はテニス部に入るのかなって思ってたけど」

　こよいがそうたずねると、柏木は悩ましげな色を浮かべ、ぽりぽりと頰ほおをかいた。

「あたしもそう思って、体験入部で色々回ったんだけどねー」

　彼女の話によると、柏木のうわさはたちまち体育会系の部の先輩方にも広まったらしい。どこの部からしても優良株らしく、ここ数日の間に眼の色を変えた運動部の先輩方が、それぞれ柏木を獲得しようと躍起になった。

「それで体験でいくつか入らせてもらったんだけど……」

　柏木はラケットのトップに顔をのせ、困ったように首をかしげた。

「あたし中学の時色んな体育会系の部を兼部してて、ちょっと疲れちゃったんだ。それで高校生になったら、まったく毛色の違うところに入ろうかなって思ってて。そろそろ一つのところに骨を埋めるのもいっかなーって」

「なるほどなぁ」

　人気者は人気者で悩みがあるようだ。

　確かに柏かしわ木ぎを自分の部のものにする、ということは運動部にとって絶大なアドバンテージになる。選ばれた部の主力になるだろうが、レギュラーとして活動している部員の気持ちは複雑だろう。

　俺たちが話し込んでいると、背中にひやりと冷たい気配を感じた。

「あの……それなら、私もその部活に入ってもいいですか？」

　おいおい誰だよ。

　おとなしそうな女の子の声が聞こえ、後ろに振り返ってぎょっとする。

　白い肌を恥ずかしそうに桃色に染めて、遠慮がちにこちらをうかがっているのはクロエだった。

　まぁーたそうやって、似合ってないキャラを作りやがって。

　俺がどう返答すればいいか迷っている間に、柏木が喜びを歌で表現し始めた。

「もちろん　クロエちゃんならー

　クロエちゃんなーらー

　あたしたち　全員大歓迎だよ───っ」

　突然歌い始めた柏木をぼけっと見ていると、俺も見えない何かに操られるように、勝手に歌を歌い出してしまう。

「クロエちゃんと　こよいと　柏木と　俺で──────

　楽しい部活になりそ───う───っ！」

　するとさっきまで驚いていたこよいも、両手を広げて俺の隣で歌を歌い出す。

「入ろう、入ろう、クロエちゃん部活に入ろう─────！

　ちょうど四人だしっ！」

　そうして歌の最後には全員でくるくるくる、とフィギュアスケートの選手みたいに空中で三回転し、着地するとともにじゃん！　と見事なポーズを決める。

　え……？　何これ、何で急に廊下の真ん中で踊り出したんだ、俺？

　近くにいた生徒たちから、ぱちぱちと感動の拍手を送られる。注目されてかなり恥ずかしい。

　クロエも穏やかな表情で、しおらしく拍手をしていた。

　柏木は申し訳なさそうに肩をすくめ、いたずらっぽく笑った。

「ってあたしが言うことじゃないかもしれないけど。確かもがみんの親戚だし、転入したばかりで不安だろうから同じ部がいいよね！」

「あぁ。俺は誰が入っても全然オッケー」

　同じ部に柏かしわ木ぎとこよいがいるのは、異論がないどころか嬉うれしいくらいだ。クロエに関しては断ったりしたら後でボコられそうだし、やっぱり反対するわけにはいかない。

　柏木はもともと高いテンションをさらに上昇させた。

「実はあたし、クロエちゃんとお話ししたかったんだ！　すっごくかわいいし、銀色の髪もきれいだしっ、どこかの国のお姫様みたいでしょ？　教室だとみんなに囲まれて大変そうだったから、なかなかチャンスがなくって。友達になってくれるかな？」

　するとクロエは手を口元に当て、うるる、とわざとらしく瞳をうるませる。

「本当ですか？　嬉しいっ……私、転校してきたばかりであまりお友達がいないので、不安で……皆さんが優しくしてくれて、すっごく嬉しいです」

　うわぁ……ないわー。ドン引きやわー。

　俺は口から流れ出そうになる言葉を必死に飲み込んだ。

「うひょ────っ！　もう、クロエちゃんかわいいんだからぁ！」

　クロエの裏の顔には気づいていないらしく、柏木はきゃっきゃしながらクロエをぎゅうっと抱きしめる。柏木はスキンシップ過多である。




　そんなわけでまだ何部になるかも決定していないが、俺たちはぞろぞろ連れ立って廊下を歩いた。

　こよいが軽い歩調で歩きながら、みんなに声をかける。

「やっぱり部室が必要だよねっ」

「そうだよな、部室なぁ。と言っても、そう簡単には」

　すると柏木が威勢のいい声をあげた。

「それならあたし、いいところ知ってるよっ！　ついてきて！」

　そう言って、俺たちを元気に先導する。

　俺はこよいと柏木から少し距離を取って、後ろでそそと歩いているクロエに声をかけた。

「どうしてお前まで、部活やるとか言い出したんだ？」

　クロエは妙に穏やかな表情で俺に微笑みかける。

「呪われた人間の気配を感じたからよ」

　その言葉にドキリとした。

「それって、柏木か？」

「そうよ。だって普通に考えておかしいでしょ？　突然歌って踊りだすなんて。しかもそれだけに及ばず、周囲の人間を巻き込んで歌って踊るなんて」

「確かにさっき何か変だったな。知らないうちに勝手に身体が踊り出して」

　クロエの左目が金色に光った。明晰な魔眼シンシア・アイを使用しているようだ。

「やった、柏木芽め衣い子こは巻き込みミュージカルの呪いにかかっているわ。ランクはＣで、生活には差し支えのない程度だけど。弾数制限がないんだから、どんな少量の命の雫ライフドロツプでも回収しておくに越したことはないわ」

　あれでＣランクなのか。柏かしわ木ぎの気分で周囲をミュージカル会場にできるんなら、けっこう重症だと思うけど。基準がよく分からんな。

「でもわざわざ部活に参加する必要はないような」

「いいじゃない。勝手の分からない人間界での試験だもの。使える駒は一つでも多いほうがいいわ」

「駒って……」

　クロエの容赦ない物言いに寒気が走る。こいつ、まさか柏木とこよいまで自分の手足として使う気だろうか。なんて恐ろしいやつだ。

　さっきまでのしおらしい態度を覆し、クロエはベテランの死神のような凶悪な表情で俺に詰め寄る。

「あなた、自分の目的を忘れてないでしょうね？　あなたが一番にすべきことは何？　私に協力して試験の勝者に導くことでしょう？　言っておくけれど、もし足を引っ張って私が敗北するようなことがあったら、あなたの呪いは再びＡランクのアンラッキースケベに格上げよ。そのうち歩いているだけで人々のパンツを回収するＰＣＡパンツキヤツチヤーアカツキに進化するかもしれないんだからね。そうなったとしても、誰も助けてくれないわよ！」

　俺は自分が年を取り、よぼよぼの老人になった姿を想像した。薄汚い姿になった俺がふっと右手を上げる。すると周囲の女の子たちのパンツが俺の右手に集まるのだ。そして通報され、警察に連行される。

　そんな未来を想像するとぞっとした。

「よーし、やる気になってきたぞー！　呪われた人間探すぞー！」

　そうこうしているうちに、校舎の四階の端にある特別教室に辿たどり着いた。

「へぇ、こんなところに教室があったのか」

　初めてこんなところまで来た。こうして見ると学校の中でも自分が普段使っている教室以外は分からない場所がけっこうあるものだ。

　柏木は懐にあった鍵の束から、ひょろりと長い棒きれみたいな鍵を一本取り出し、すんなりと扉を開く。

「ここ、空き教室なんだ。先生に使ってもいいって聞いてたから、目をつけてたの」

　扉が開いた先は……

　なんというか、何もない部屋だった。

　白い長机と、パイプ椅子がいくつか。それ以外はガランとしていて、どことなく物足りない雰囲気だ。ただ、たいした目的もなく部を結成しようとしている俺たちからすれば、こんな寂しい場所でも充分すぎるほど充分な部屋だろう。

「ここ、使ってもいいのか？」

「ちょっと汚れてはいるけどさ。掃除すれば普通に使えそうでしょ？」

　確かに壁や床は煤すすけているようにうっすら黒く汚れていた。この部屋のちょっと暗い雰囲気はそのせいかもしれない。逆に言えば、全員で一生懸命掃除をすればもうちょっと明るい空気になるかもしれなかった。

　人数分のパイプ椅子で円を描くように座り、話し合いを開始する。

　柏かしわ木ぎはまとめ役が得意らしく、慣れた様子で司会進行していく。

「さて、じゃあ部室も確保したことだし、何部にするかを決めよーっ！　とりあえず、今後の部の活動方針でも話し合う？」

　こよいはガラガラガラ、とどこかからホワイトボードを運んできて、きゅぽんとマーカーの蓋を開ける。

「じゃ、じゃあ私は書記をやるね！　そもそも何をする部なのかを決めないといけないよね」

　その通りである。部活なんだからやっぱり何か目的がなければ、と思うが、はっきり言ってまったく明確なビジョンが湧かない。まともに活動するつもりのなかった人間の集まりだし、当然といえば当然だが。

「緩い感じにしたいよな。好きな時に来て、気楽に楽しめるような部活に」

　するとこよいがきゅきゅきゅ、と字を綴つづっていく。

「『のんびり部』とかどうでしょうっ」

　それに続いて柏木が候補をあげる。

「あはは、じゃああたしは『だらだら部』にしよー」

　こよいは候補にあがった部名を律儀に全部ホワイトボードに書き起こし、また提案する。

「じゃあ『まったり休憩部』とかどうかな？」

　すると柏木がにやりとほくそ笑んだ。

「ダメだよこよいっち、もうちょっと具体的に言わないと」

「具体的？」

「『ご休憩二時間部』とか！」

「えっ、えっ!?」

　その言葉に思わずツッコミをいれる。

「時間入れると一気に卑ひ猥わいな感じになるからやめろ！」

　柏木はこよいの肩に手をかけ、ゲスい表情で詰め寄る。

「君、暇してるなら三万でどう？」

「あっ、あの私、そういうのはごめんなさいっ」

「部内で猥わい褻せつ行為が行われてるぞ！」

　柏かしわ木ぎのセクハラが恥ずかしくなったのか、こよいは強引にクロエに話題を振った。

　クロエは置物のように黙ったままだ。

「あっあの、クロエちゃんは、部の名前こんなのにしたいとか、ないかなっ？」

　今まで人形みたいにおとなしかったクロエは、にこやかな笑顔で呟つぶやいた。

「私の印象を素直に告げると、『堕落した人間の恥部』かしら」

　怖いんだよ、お前は！　おしとやかキャラ貫くならがんばって貫けよ！

　こよいは気にした様子もなく、出た意見を全部文字に起こしていく。

「だらくって、どういう字だったっけ？」

「適当でいいぞ、こよい」

　こよいはニコニコしながら文字を綴つづる。

「じゃあ『暁あかつき君とその仲間たち』っていうのはどうかなぁ？」

　それを聞いた柏木が笑いながら続ける。

「はい、はい！　じゃあ『熱血野球少年と森の愉快な仲間たち』は？」

　誰が熱血野球少年だ。ここにはそんなキャラはいないぞ。

「クロエちゃんはなにかありますか？」

　再び話をふられたクロエは、一瞬物憂げな表情を浮かべ、それから笑顔でこう続けた。

「『麗しの姫と呪われし哀れな下僕たち』」

「あはは、クロエちゃんおもしろーい」

　こよい、俺たち全員バカにされてんぞ！

　こよいはやっぱりその意見も丁寧に文字に起こし、ボードを見ながら首をかしげる。

「うーん、今まで出た意見を読み上げると、のんびり、だらだら、まったり、人間の恥部、哀れな下僕……」

　最後のほうのは無視してもいい。むしろ頼むから無視してくれ。

「やっぱり何をする部なのかは分からないねぇ」

「たまには野球をやってもいいし、本を読んでもいいし、お菓子を食べながらひたすらだべってる部でもいいんだけどねー」

　さり気なく野球に執着するな、柏木。

　こよいがぱちりと両手をあわせる。

「お茶を飲んでまったりお話って……もしかして茶道部かな？」

「こよい、すでに茶道部はこの学校にあるから」

　そもそもそれ、茶道部の人に失礼というか、多分茶道部の人たちは俺らよりよっぽど真面目に活動していると思う。

「あ、じゃあこんなのはどうかな？　『猫のしっぽ部』！」

「なんか緩そうな感じだな」

　柏かしわ木ぎとクロエからも賛同の声があがる。

「いいんじゃない？　かわいいし」

「私もぴったりだと思うわ」

「本当？　えへへ、じゃあけってーい！」

　こよいが『猫のしっぽ部』という文字を記し、その横に花丸をつける。

「しかし本格的に何をする部なのか分からんな」

「いいんじゃない？　のんびりまったり、あたしたちらしくて」

「一応部活なら目的が必要なんじゃないのか？」

　柏木がぬぅ、と首をかしげる。

「じゃあ猫に関係あることで……」

　こよいはぱぁっと顔を輝かせ、きらきらした瞳で訴える。

「学校で猫を飼うとか！」

「禁止されてるんじゃないか？」

　飼育小屋に何がいるかは詳しくないが、少なくともフジタさんがいるしな。

「うぅ、残念。家はお母さんが猫アレルギーだから、学校で触れ合えると思ったのに」

　相当本気で落ち込んでいた。

　それをフォローするように、柏木が笑顔で言う。

「じゃあオスの三毛猫を探すっていうのはどうかな？」

「オスの三毛猫？」

「オスの三毛猫は遺伝子変異で三万分の一の確率でしか生まれないんだよ」

「ふーん」

　柏木は妙に猫に詳しかった。

　珍しいらしいって話は聞いたことがあったが、そんなに希少価値が高いとは知らなかった。

「もちろんめったに見つからないんだけどね。ちなみにその手のルートでは一千万くらいの値がついて取り引きされる、っていう都市伝説もあるんだって。本当かどうか分からないけどね」

　一千万という額に、それまでのんびりしていた部室がざわめく。

「まじで!?　そんな!?」

　それまで猫にちっとも興味がなさそうだったクロエも、目の色を変えて食いついた。

「一千万っていうのは、ドーナツいくつぶんなのかしら!?」

「お前全部うめー棒換算で計算する小学生かよ！」

　ある意味純粋といえなくもないかもしれない。

　柏かしわ木ぎが名案を思いついた顔になり、部屋にあった小さな白い空き箱にマーカーで文字を書きだした。

「柏木、何だそれ？」

「じゃーん！　目安箱！」

「目安箱？」

　言われてみると、確かに上部に紙を差し入れられるくらいの細い隙間が開いている。

「そ、これにオスの三毛猫情報を入れてもらうんだよ！」

　その言葉どおり、箱には『オスの三毛猫を見つけたら情報をください』という文字も書き込まれている。

　これで情報が集まるかは疑わしいが、ないよりはいいのかもしれない。

　そんなわけでとりあえず部名も決まり、書類を提出したところで第一回猫のしっぽ部の会合は解散となった。




「じゃあまた明日ね、もがみん、こよいっち、クロエちゃん」

　柏木が立ち去ろうとしたところで、クロエが素早く飛躍する。

「そうだ、忘れるところだったわ。柏木さん、ちょっと失礼」

　クロエは柏木を物陰に引っ張っていく。

「へっ？　クロエちゃん、どうしたの？」

　クロエは昼間こよいにしたのと同じように、柏木の服を脱がそうとした。

　しかし柏木のガードは堅かった。

「ほぁちゃーっ！」

　柏木が気功を操る仙人のように妙なポーズを取ると、さらっとかわされてしまう。

「くっ、人間のくせに手強い……！」

　柏木は分かっているのか分かっていないのか、変なダンスを踊るようにふよふよと動いてクロエを翻弄している。ほんと、陽気なやつだ。

　このまま正攻法で服を脱がそうとしても、柏木の様子ではどこに魔方陣があるのか見抜けないだろう。

　クロエは方法を変更したらしく、またおとなしそうな顔に戻った。

「あの、柏木さん。私、柏木さんにどうしても頼みたいことがあって」

「何かな？　クロエちゃんの頼みならたいていのことは聞くよっ」

　人のよさげな笑みを浮かべる柏木に、クロエも純じゆん粋すい無む垢くそうな笑みで返す。クロエの中身は真っ黒だけどな。

「柏木さんがテニスが得意だって話を聞いて、ずっと教わりたいって思っていたの」

　なるほど、だいたい考えは読めた。テニスをして動きまわれば、服へのガードが緩くなって魔方陣がどこにあるかも見えやすいという浅知恵だろう。考えこそ単純なものの、足や背中に魔方陣があれば発見できるかもしれない。

「ほ？　テニス？　それは全然いいけど……今から？」

「そうね、できれば早いほうがいいわ」

「オッケー、いいよ。服装もちょうどいいしね」

　そういえば柏かしわ木ぎは今日の放課後、ずっとテニスウェア姿なのであった。帰りにテニス部に寄って帰るつもりだったのかもしれない。

「ありがとう。じゃあ早速最も上がみ君に教えてあげてくれないかしら」

「俺!?」

　何で俺なんだよ、と驚いているとクロエに耳打ちされた。

「あなたがテニスをしている間に、私がどこに印があるか探すわ。それで見つからなかったら、最悪更衣室についていって着替えている間に探すから。分かったわね？」

「えー」

　柏木は純粋な好意で教えてくれようとしてんのに、何てやつだ。とはいえ印が見えるのはクロエだけだから、やっぱり俺がテニスをするしかないのか。




　部活動の時間がもう終わっているからか、二面あるテニスコートには数人の生徒しか残っていなかった。彼女たちは女子テニス部の人で、自主練をしているらしい。柏木が声をかけると、コートを使うのを快諾してくれた。

　俺も制服のままではやりにくいってことで、更衣室で体操服に着替えてきた。

　夕暮れのコートで、放課後なのにまだまだ元気一杯の柏木と、よれよれの俺が対たい峙じする。正直今日一日色んな場所を歩き回ったし、立っているだけでも辛い。早く家に帰ってゆっくり寝たい。

　柏木は黄色いボールを、ぽんぽんと慣れた様子でバウンドさせて遊んでいる。

「もがみん、テニスの経験は？」

「いや、ほとんどないな。体育の時間に遊びでやるくらい」

「オッケー、じゃあ初心者用にゆっくりにするね」

　ラケットをぎゅっと持ち、自分のコートで構える。

　トントン、と柏木が慣れた様子でボールを跳ねさせる。

　とはいえ女子と男子だし、さすがに軽く打ち返すくらいは俺だって……

「さ───────────っ！」

　威勢の良い掛け声と同時にボールがバウンドし、ミサイルのような豪速球が顔の真横をすり抜けていく。

「ぎゃっ！」

　まったく動くことができなかった。打ち返すどころか、目で追うのがやっとだ。

「柏かしわ木ぎ、その速度じゃ無理だ！　もうちょっとゆっくりにしてくれ！」

「あれ、そう？　ごめんね、じゃあもうちょっと緩やかに打つねー」

　あれで初心者用……だと？　だったら普段はどんな速度で打ってるんだ。やっぱり猫のしっぽ部などという存在価値を感じない部なんかに入らせず、真剣にテニスをさせたほうがいいのでは。日本のテニス界の大きな損失だと思うのだが。

　俺がテニス界の未来を憂慮しているうちに、さっきよりだいぶ優しめにボールが飛んできた。今度は俺でも返せそうな速度だ。

「ほっ！」

　俺が打ち返すと、柏木は楽しそうにラケットを振った。

「そうそう、いいねいいね！」

　柏木の表情は明るい。いや、柏木の暗い顔なんて見たことないけど、より一層キラキラしていた。本当に身体を動かすのが好きなんだろうな。気がつくと、近くで自主練をしていたテニス部の他の生徒たちも柏木に注目していた。応援したくなる人間って、きっとこんな感じなのだろう。

　夕暮れのコートで、ぽーん、ぽーんとリズミカルにラリーが続いていく。

　柏木は俺が一球返すごとに、的確なアドバイスをくれた。無茶苦茶なところに返してしまってもラリーが途切れないことから、柏木の腕の良さがうかがえた。

　続けているうちに、俺もだんだんテニスをするのが楽しくなってきた。

「そうそうもがみん、腕じゃなくて、身体の回転でボールを飛ばして。思った場所に飛んでいくよ。さっきよりもよくなったよ！」

「なるほど！　こうやって打つのか！」

　さすが柏木だ！　短時間のうちにどんどんテニスが上達してる気がするぞ！

　などとテニスの楽しさに目覚め始めたところで、そろそろ疲れてきた。

　気づくと辺りが薄暗くなっている。

　普通にテニスを楽しんでしまったが、そもそも当初の目的は柏木の印を探すことだったはずだ。

「柏木、ちょっと休憩！」

　俺はよれよれになってクロエの座っているベンチに倒れこみ、スポーツドリンクを飲みながら声をかける。もう足が動かない。絶対明日は筋肉痛だ。

「で、どうだった？　こんだけ動いても見つからないなら、もう更衣室行ったほうがいいんじゃないか？」

　するとクロエは平然とした声で、信じられないことを言う。

「え？　印なら最初の十分くらいで見つけたけど」

「はあああああああああ!?　じゃあさっさと言えよ！」

「あなたが普通にテニスを楽しんでいるようだから、声をかけたら悪いと思って」

「噓うそつけ！」

　こいつ……ラケットで殴りたい。

「どこにあったんだ？」

「右の太ふと腿もものかなり上のほうに印がある」

「分かった！」

　右の太腿という言葉を聞くと同時に、俺は柏かしわ木ぎ目掛けてまっすぐに突っ走った。

「えっ!?　もがみん、ちょっとどうし……」

　驚く柏木にかまわず、タオルで汗を拭いていた彼女の足目掛けてタックルする。

「もっ、もがみん!?」

「すまん、ちょっと我慢してくれ！」

　俺は柏木を巻き込んで倒れながら、彼女のスコートをたくしあげ、必死に太腿に唇をつける。

「にゃっ!?」

　唇をつけた途端、燃えるように熱くなった。眩まぶしい光があたりを包み込み、赤い文字が円を描いて宙に浮かぶ。

　赤い文字が消えると、柏木からくてんと力が抜けた。

　クロエは俺の頭を両手でわしづかみにする。

「がっ!?　おい、痛いだろ！　無理に上に向けるな！　首の骨折れるわ！」

　そして有無を言わせず事務的にキスすると、命の雫ライフドロツプを回収した。

　透明なカウンターの中には、さっきよりも少しだけ青い砂がたまったように見えた。

「よし、任務完了。もう終わりにしていいわよ」

「お、終わったぁー」

　今日一日の疲労がどっと全身に押し寄せ、俺はざらりとしたコートにうなだれた。

　俺の存在とは一体何なんだろうか。意識を失っている柏木の様子を心配しつつ、遠い目をしてしまう。

　やがて柏木が目を覚ますと、ようやく帰宅することが許されたのであった。





四章　最上梨り華かは恥じらっている







　学校からの帰り道、俺はクロエにドーナツ屋に連行された。もはや主食となるくらいに、彼女はドーナツを気に入っているらしい。

　家に到着すると同時にへろへろと玄関に崩れ落ちると、梨華が俺を出迎えてくれた。

「ただいまー」

「わっ、兄さんどうしたの？　あ、クロエさんもおかえりなさい」

　クロエは梨華ににこやかな挨拶を返す。

「ただいま、梨華ちゃん」

「二人とも、晩ごはんできてるよーっ」

「あら、いつもありがとう。今日の夕飯は何かしら」

「今日は煮込みハンバーグだよ」

「嬉うれしいっ。ちょうどハンバーグを食べたい気分だったの」

　俺はまだ玄関に突っ伏したまま、そんな異様な光景をじっと睨にらみつけていた。

　おかしい。俺の家のはずなのに、家族じゃない人間が二人も増えて、平然と生活している。クロエもすっかり家の居候設定になじんでいる。おかしい。絶対におかしい。

　夕食を食べ終えると、クロエと今後の予定について相談することにした。

　クロエは勝手知ったる他人の家という感じで、俺の部屋のベッドに堂々と座ってドーナツを食はんでいる。

「ふぅ。一仕事終えた後のチョコレートドーナツは格別ね」

　普段は猟奇的な彼女であるが、制服姿のままニコニコしながらドーナツを食べている時だけは不本意ながらかわいいと思えなくもなかった。

　しかしかなりの量を買いこんできたようだ。有名チェーン店の名前が書かれた箱の中には、軽く見積もって十数個のドーナツが詰まっている。

「ちなみにそのドーナツ買った金って、どこから出たんだ？」

　魔法使いもちょっとはお金を持っているんだろうか。疑問に思ってたずねると、クロエは悪びれる様子もなく素直に答える。

「偶然この部屋の片隅でお金の入った缶を拾ったの。天の思し召しだと思ってありがたく使わせてもらったわ」

「それどう考えても俺の貯金箱だろうが！　しかもお前、何個買ったんだよ!?　こんなにたくさんドーナツ買いやがって！」

　俺が詰め寄ると、クロエはドーナツの箱を庇かばうように後ずさる。

「缶の中のお金を全部使ったけれど十七個しか買えなかったわ！　大丈夫、ちゃんと一人で食べきれるから！」

「そんな心配はしてねーよ！　つうか俺のへそくり使ってんじゃねーよ！」

「しょうがないでしょ、百円デーで安かったんだもの！　どうしてもっとお金を貯めてなかったの!?」

「何で俺、金を強奪されたうえに説教までされてんの!?」

　まったく、油断も隙もないやつだ。ちくしょう、なけなしの俺の小遣いが……。俺は嬉うれしそうにドーナツを食むクロエを見つめながら、今日の部活での出来事を思い出して溜ため息をついた。

　付き合いは短いとはいえ、柏かしわ木ぎはいつも笑顔で明るいし、呪いとは遠そうな雰囲気だ。巻き込まれてミュージカルになってしまったのは驚きよう愕がくだったが、あれも呪いだったのか。

「柏木自身はそこまで困ってなさそうだな」

「えぇ、Ｃランクならあんなもんでしょう」

　柏木本人が困ってないかわりに周囲の人間は大変なような気が……。

「しかしクロエ、試験が終わるまでずっとこの部屋にいるつもりか？」

　彼女はちら、とこちらに視線を向ける。

　いいことなのか悪いことなのかは分からないが、俺もすっかり一緒にいるのを不自然に感じなくなってきていた。もはやクロエはずっと昔からあった家具の傷のように部屋になじんでいる。

　両親の部屋を借りるのは気が引けるし、この家には他に空いている部屋がないし、俺の部屋にいるのはしょうがないといえばしょうがない。

　けれども、一応俺も一般的な高校生男子だし、同じ部屋にずっと年頃の女の子がいると、微妙に困る事態も出てくるわけで。クロエは性格はこんなんだが、顔は稀け有うな美少女だし。

　言いたいことを察したのか、クロエは偉そうにふんぞり返って高笑いする。

「あぁ、気にしないでいいのよ。遠慮せずくつろぎなさい。なんならもう一つドーナツを買ってきてくれてもかまわないわ」

「お前の家か！　俺の部屋だよ、ここは俺の家なんだよ！」

「そんな時代は終わったわ」

「終わってないよ！　むしろこれからだよ！　あとドーナツは自分で買いに行けよ！　つうかそろそろ食べるのやめろ！　病気になるぞ！」

「たとえ死んだとしても、ドーナツを食べられれば悔いはないわ！」

　死因、ドーナツ。

　まともな話し合いにならないのを悟ると、俺は匙さじを投げた。

「じゃあ風呂でも入ってくる。クロエも着替えろよ。制服汚すなよ」

　そもそも今日は突然テニススクールに参加したせいで、めちゃくちゃ疲れているのだ。

　付き合いきれなくなった俺は一階に降り、リビングからバスタオルをとって風呂場へ向かった。

　そこでふと気づく。

　あ、もしかして今、梨り華かが入ってるかも。

　風呂場は予想どおり電気がついていた。使用中のようなので、少し待つことにする。

　しかしそんな俺の考えに反し、またもや勝手に身体が動いてしまう。見えない力に押されるように、俺の足はずるずると脱衣所の中に引きこまれていく。

『主人公は、女子が入浴中の風呂場に侵入することから抗えないのだ！』

「おい、待て、ふざけんな！　絶対やめろ！」

　必死の抵抗もむなしく、俺はどんどん浴室に近づく。しかも洋服のまんまだ。覗のぞきに来たの丸分かりである。

　ちくしょうクロエ、全然ランクダウンできてないじゃねーか！　むしろ謎のおっさんの声が付け足されてこれからどうなるか分かるぶん質が悪くなってんだろ！

　オープン・ザ・ドア。

　湯気の向こうに、流れっぱなしのシャワー。俺の五感に飛び込んできたのは長い黒髪と、石せつ鹼けんの香りと、真っ白な泡に包まれて身体を洗っている童顔の女の子だった。

「きゃあああああああっ！」

　続いて絹を裂くような悲鳴。

「悪い、ちょっと待て、今出るか……」

　焦った俺は言いかけたと同時に敷いてあったバスマットに足をとられ、盛大に転んでしまう。

「ふぎゃっ」

　見事にその場で横倒しになり、立ち上がろうと床に手をついて、ふに、とやわらかい物をつかむ。

「……？」

　なんだろう、ささやかだけどそれなりにふにふにとした感触がある推定Ｂカップの物は。

「ひっ……！　きゃあああああああああ！」

　そこまで考えると同時に、ガツンガツンとプラスチックの桶おけで頭を強打された。

「痛っ痛い！　ちょ、梨り華かやめろって！」

　起き上がろうとすると、今度はシャワーを顔面に押し当て攻撃される。水が鼻と口に流れ込んできて息ができない。

「ぶはっ！　ちょっ、待て、話せば分かる！」

「分かるかぁ！」

　全身びしょ濡ぬれになりながら、二人でシャワーを奪い合おうと無駄に戦う。

　するとつるりと手が滑って、今度は彼女の太ふと腿ももの付け根にぎゅむっと勢い良く顔を押し付けてしまった。

「あ……」

　梨華は近くにあったバスタオルで身体を隠し、ほとんど泣きそうな真っ赤な顔になって、俺のことを全力で突き飛ばした。

「さ、触るなああああ！　何回も揉もむなあああああっ！　顔を突っ込むなああああああ！　ドアホ！　バカ兄さん！　見るな！　死ね死ね！　出ていけ───────っ！」

「悪い！」

　俺が急いで逃げ出すと、脳内で謎の声が響いた。

『説明しよう！　主人公はラッキースケベチャンスに恵まれてしまうのだ！』

　うるせぇよ、知ってんだよそんなことは！　そもそもお前のせいだろうが！

『やったねお兄ちゃん！　このむっつり！』

　黙れよ。だからお前一体誰なんだよ！

「あーあ、全身びしょ濡れだ」

　ぽたぽたと水滴を垂らしながらタオルで身体を拭き、廊下を歩いていると目の前に靴を履いたままの女が滑りこんできた。俺は完全にクロエだと思い、土足であることを咎とがめようと顔を上げる。

「おいクロエ、何で靴っ……」

　そして目の前に立っていた女の顔を確認し、凍りついた。

「また会ったわね、クロエの下僕！」

　水色の三つ編みを垂らした女。エセ巫み女このような妙な衣装。意地の悪い表情の少女が、俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「げっ、リーネ!?　何でここにいるんだよ!?」

　急な登場にパニックに陥っていると、上からドタドタと足音を鳴らしながらクロエが降りてくる。

「リーネちゃん、どうしてここにいるの？」

「アタシの目的はクロエの邪魔をすることだものっ！　順調に試験を終わらせるなんて、認めないんだからっ！」

　相変わらず甘ったるい声音でそう言って、リーネは後ろ手に隠していた銃をクロエに向ける。そして間髪入れずに銃から電撃を放った。

　しかしクロエの動きは俊敏で、リーネの攻撃をするりとかわしてリビングに逃げこむ。リーネはそれを追撃した。彼女の放った電撃は天井にあるライトに当たり、パンッとガラスの破片が飛び散る。

「げっ！」

　クロエは攻撃を避けたのと同時に太もものガンベルトから白い銃を取り出し、目にも止まらぬ速さでリーネに照準を合わせ、トリガーを引いた。

　リーネは腕で自分をかばい、ぎゅっと瞳を閉ざす。

「きゃっ！」

　傍観している気満々だったのに、俺の身体は勝手にリーネの前に飛び出し、彼女をかばっていた。

　俺は味方のはずのクロエの攻撃をうけ、しびれるような感覚に悲鳴をあげながらその場に崩れ落ちた。

『説明しよう！　主人公たるもの、どんな女の子でも助けてしまうのだ！　それがたとえ敵であってもだ！　憎いね！』

　まじかよ。

　リーネは気持ち悪そうに俺を見下ろしている。

「こいつ、何なの？」

　当然感謝されるわけもなく、撃たれ損である。

　俺はこの無益な争いを止めたい……というか自分自身が受ける被害を考え、これ以上二人が暴れないようにしようとした。

　リーネの腕に飛びかかり、攻撃を制止する。

「とにかく銃でガンガン連射するのをやめろっ！　急に人の家に来て何やってんだよ！」

「きゃっ!?　ちょっと、触るな！　離しなさいよ！」

　俺がリーネの銃に触れた瞬間だった。なぜか銃からポンッと白い煙があがる。

　リーネは俺を突き飛ばして無理やり銃を奪い返し、再びクロエに照準をあわせる。

「危ないっ、クロエ！」

　…………しかし、想像したような銃声は聞こえてこなかった。

　そのかわり、ぴちゃっと水鉄砲のように、しょぼい液体が飛び出した。

　透明な液体が、クロエの胸部にぺたりと付着する。

「え……？」

　俺たち三人は間の抜けた表情で、液体の行方を追った。するとなぜか液体がかかった場所だけ、クロエの服が溶けている。クロエの着ていたブラウスがきれいにそこだけなくなって、鎖骨から胸の上まで露になっていた。

　クロエは咄とつ嗟さに両手で自分の身体を隠しながら、リーネに向かって吠ほえた。

「きゃああああっ！　ちょっと、どうして服が溶けてるのよっ！　リーネちゃん、変態なの？　そんなに私の服を脱がせたかったの!?」

「何言ってるのよ、そんなわけないでしょ！　おかしいっ、アタシは確かに強烈な電撃砲を仕込んだはずなのに」

　リーネからしても意外な出来事だったようだ。リーネが何度か引き金を引くと、やっぱりそこから謎の液体が飛び出し、クロエに飛散してその部分だけきれいに服が溶ける。

　クロエは怒りで小さく震えながら、ブリザードのような極寒の冷気を俺に向かって放つ。

「あーかーつーきー」

「えっ俺のせい!?　これ俺のせいなの!?」

「どう考えてもあんたの呪いのせいでしょっ！　どうしてくれるのよ！」

「そう言われたって俺にだって分かんねーし」

『説明しよう！　主人公はラッキースケベチャンスに恵まれてしまうのだ！　服だけ溶けちゃう謎の液体は基本アイテムだ！』

　うるせぇよ謎の声！

　俺たちの会話を聞き、それまでうろたえていたリーネはずる賢いキツネみたいな表情になり、クロエに向けて銃を乱射する。

「へぇ、そうなんだ。アンタの下僕おもしろい特技を持ってるのね。ちょっと予定は変わったけど、アタシが勝てれば何でもいいわ！」

　ぱしゅぱしゅとしょぼい音を立てながら、謎の液体が直撃してどんどん服が溶けていく。被害を受けているのはクロエ……ではなく、盾にされた俺だった。

「ぎゃあああっ、脱げてる脱げてる、俺が一番脱げてるっ！」

　ぱしゅっ、ぱしゅっと液が直撃する度に、俺の服が溶けていく。クロエは俺の後ろに隠れ、必死に自分のことを守っていた。

「しっかり私の盾になりなさい！」

「お前なー、ケンカすんのはいいけど俺を巻き込むなよ」

「何言ってるの、あなたの存在価値なんて私の盾になること以外ないじゃない！　私のために死ぬのが夢だって熱く語ってたのを忘れたの!?」

「どこの世界線での記憶だよ！　お前タイムリープとかしてんの!?　あまりにも現実からかけ離れた発言で怖いんだけど!?」

　俺たちが騒ぎまくっていたせいか、梨り華かまでリビングに現れる。

「ちょっと、兄さんうるさいよ、こんな時間に何叫んでる……ってうわ、その人誰!?　何で巫み女こさんなの!?　それに部屋もめちゃくちゃだし、服が穴だらけだよ!?」

「あら、もう一人いたのね。アンタもおまけに溶かしてあげるっ！」

　リーネはぺろりと舌なめずりし、バスタオル姿の梨り華かに銃を乱射する。

「にゃっ！」

　当然梨華の身体を包んでいたタオルも、液体が当たった部分だけ溶けおちて穴が開き、肌色が露出する。

「きゃあああっ、何これ!?　兄さん、モテなすぎるからってどんな怪しいサービス頼んでるのよっ！」

「何で全面的に俺のせいなんだよ！」

　逃げようと焦った梨華は、足を滑らせその場に転倒して頭を強打した。

「梨華─────────っ！」

　どうやら気を失ってしまったらしい。

　突然人の家に押しかけて、無関係な梨華まで巻き込むとはどういうことだ。いい加減腹が立ち、俺はリーネに向かって飛びかかった。

「だいたいな、お前がそんな危険物を持ってるのが悪いんだ！　よこせ！」

　俺はリーネから銃を奪おうとしたのだが、揉もみ合っているうちに液体が何発かリーネにも直撃してしまったようだ。リーネの衣装にも何ヵ所か丸い穴が開く。

「きゃーっ、ちょっとアタシに当ててんじゃないわよっ！　変態！　ボケナス！　アホ下僕！」

「俺のせいじゃないって言ってんだろ！　つうか俺は下僕じゃねぇ！」

　リーネは俺の服装をまじまじと見て、それから両手で顔を覆った。

「てゆーか裸みたいな格好してんじゃないわよっ変態っ！」

「お前のせいだろうが─────！　俺の服が脱げてんのもこの家がめちゃくちゃなのも梨華が気絶したのも、全部お前のせいだっ！　俺のせいにするなーっ！」

「いいからキタナイ物見せないで、早く消えて消えてっ！」

　そうやって揉み合っている間にさらに何発か攻撃が当たり、リーネの服はさらにどろりと溶ける。もはや服とはいえず、無人島で布切れを巻きつけて生活している人のようになっていた。リーネは俺から飛び退って、自分の身体を隠そうとする。

　近くでその様子を見ていたクロエは勝ち誇ったように微笑んだ。

「ふふっリーネちゃん、言っておくけどこいつ主人公の呪いにかかってるのよ。このままだと、あなたも講談社ラノベ文庫ぎりぎりのラインまで服を脱がされるわよ！」

　涙目で自分の身体を隠しながら、リーネは悔しそうに歯ぎしりする。

「くっ、意味の分からないことを……！　覚えてなさいよ、今日のところは退散するけど、最後に勝利するのはこのアタシ、絶対アタシなんだからっ！」

　見事なまでにテンプレな捨て台詞を吐いて、リーネは前かがみの情けない姿勢でせこせこと窓から出ていこうとする。

　そんなリーネを、クロエがすかさず引き止めた。

「リーネちゃん。原・状・回・復」

　俺の方向からはクロエがどんな恐ろしい顔だったのかまでは見えなかったが、よほどのものだったらしい。リーネは口をぱくぱくさせながら、ぱちんと手を合わせて部屋を元どおりの状態に回復させ、逃げていった。

　嵐が去り、どっと疲れが押し寄せた。

「今日の昼もだけど、あいつ一体何のために来たんだよ」

「さぁ？　意外と寂しいんじゃない？　ホームシックだから顔見知りの人としゃべりたいのかも」

　どんな迷惑な寂しがりやだ。

　気絶した梨り華かのことが心配だったが、クロエが「梨華が都合よく意識を失ってくれたのも主人公の呪いのせいだろう」と言うので、俺は黙って様子を見守った。




　クロエは自分だけ先に風呂に入り、さっさと二階に上がってしまった。あいつはそういうやつだ。もはや期待していない。

　しばらくすると、ソファに寝かしていた梨華が無事に目を覚ます。

「おい梨華、大丈夫かー？」

　ぼーっとしている梨華のほっぺたをぺちぺち叩たたくと、彼女はがばっと身体を起こした。俺を認めたと同時に、焦った口調で必死に訴えかけてくる。

「兄さん！　水色の変な巫み女こさんと、クロエさんが銃で撃ち合いしてたっ！」

「どうした梨華、夢でも見てたかー？」

「……え？　夢？」

　秘技・夢オチ。

『説明しよう！　主人公が夢だと言うと、たいていのことはそれで納得してしまうのだ！』

　あぁうん、そうだね。そうだといいよね。

「巫女さんなんていないし、クロエも銃で撃ち合いなんてしないって」

　梨華は不思議そうに部屋を眺める。

　魔法で回復させたから、乱闘の跡は残っていないはずだ。

「あれ、おかしいな……。さっき、確かに……」

　梨華は自分の服装を見てはっとしたように息をのむ。

「もっ、もしかして、あたしをここまで運んできたの、兄さん？」

「あぁ、脱衣所で滑って気絶したみたいだったから、適当にＴシャツを着せて」

　まさか穴だらけのバスタオル姿にしておくわけにもいかず、適当にそのへんにあったＴシャツと短パンを着せたのだ。さすがに下着までつけるのは躊ちゆう躇ちよしたので、何かスースーする変な感じだろうと思う。クロエに頼めばよかったか、といまさら後悔した。

　梨り華かは能面のような表情で俺のことを凝視した。

「……見た？　……その、あたしの……」

　俺はぶんぶん頭を振って否定する。

「見てない！　何も見てないからっ！」

「……本当は？」

「本当に見てないです！」

　梨華は疑り深そうな面持ちで、じとっとこちらを睨にらみつける。

「……でも本当は？」

「………………ちょっとだけ」

「……！」

　涙目の梨華はリビングのテレビを頭の上まで持ち上げ、ぷるぷる震えながら放り投げる準備をする。

「もう、殺すしか……兄さんを殺して、あたしも死ぬしかない……！」

「早まるな梨華！　おとなしく武器を捨ててこっちに来い！　お前にはまだまだ輝かしい未来が待っている！　罪を重ねるな！　なっ？」

　俺の説得が通じたのか、梨華はしばし逡しゆん巡じゆんする。

　考えた後、落ろしかけたテレビを再び高く掲げた。

「……兄さんを殺して、あたしは外国に逃げるしか……！」

　自分の保身を考えだした！

「噓うそ、噓だ！　俺は何も見てない！　大丈夫、大丈夫だ梨華、忘れよう！　お互い今日のことは！　なっ？」

　梨華はふーふーと荒い息を吐きながら、ゆっくりとテレビを下ろしていく。まるで手負いの獣を相手にしているようだ。

「とにかく何か飲もうぜ。落ち着くから。ほら、紅茶かココアいるか？」

「……じゃあ、ココア」

　最初からそこまで本気で怒っていたわけではないらしい。

　まだ恥ずかしそうな様子ではあったが、とにかく機嫌を直してもらえてよかった。

　俺はキッチンに移動してケトルで湯を沸かし、梨華のカップにココアを注ぐ。彼女の前に置くと、梨華は両手でそれを取った。

　猫舌らしく、カップに息を吹きかけ、ゆっくり冷ましながらちびちびと飲んでいく。

　そういえば、子供の頃もこんな風に熱いものを飲んでいた。懐かしくなってしまい、思わず笑みが溢あふれた。

「何？　兄さん、何か笑ってるけど」

　そう言った直後、梨り華かの周囲の空気が暗黒に変わる。

「まさか兄さん、さっきのことを思い出して、いかがわしいことを考えているんじゃ」

「違う違うっ！　そうじゃなくて、こうやって梨華と話すのも久しぶりだったなと思って。ほら、小さい頃はよく一緒に遊んでたけど、俺が中学に入る頃には全然会話もなくなってただろ？」

　そこまで言ってからはっとして口を噤つぐむ。俺の中の梨華はそんな感じだが、呪いで妹になった梨華の記憶とは食い違っているかもしれない。

　しかし幸いそこらへんの記憶は共通していたらしい。

　梨華はカップの中を覗のぞき込むように顔を伏せる。

「確かに一時期、あんまり兄さんと話してなかったけど」

　意地を張ったような表情の梨華に、疑問に思っていたことが口からこぼれた。

「あの、なんか俺避けられてたような気がするんだけど、気のせいか？」

「あれはっ！」

　梨華がこちらに思い切り身を乗り出す。

「飲み物こぼれるぞ」

　梨華はカップをテーブルに置き、それから真っ赤になって服の袖で自分の顔を隠した。

「あのっ、あたしが小学生の時……兄さんが、その、私の…………」

　そんなに赤面して恥ずかしがるようなことがあっただろうか。見ているこっちが恥ずかしくなってしまう。考えていると、梨華はさらに小さな声でぽそぽそと付け足す。

「スカートにさ……」

「あぁ、突撃したことか。別に俺がそういうことするのなんて日常茶飯事なんだし、気にするなよ」

　スカートに突撃するのが日常茶飯事になっているのが悲しい。

「だって、恥ずかしかったんだよ！」

「そんな何年も前のこと、いちいち覚えてないから」

「……そう？」

「あぁ、梨華のパンツがうさぎ柄だったとか誰も覚えてないから」

「しっかり覚えてんじゃないっ！」

　ぱこーんとテーブルの上にあったティッシュの箱で頭を叩たたかれた。自分でもびっくりするくらい鮮明に覚えていた。

「もしかして、ずっとそれを気にしてたのか？　だから梨華、一時期俺に対してちょっとよそよそしかったのか？」

　そう問いかけると、梨り華かはしぶしぶといった様子でうなずいた。

「そうよ、仕方ないでしょ。恥ずかしいもんは恥ずかしいんだから！　でももういいや。今日のほうがずっと恥ずかしかったし」

「そうそう、これでもう恥ずかしいこともなくなっただろ」

　はっはっはっと爽やかに笑うと、調子に乗るなともう一度叩たたかれた。

「じゃあ、あたしもう寝るから。ココアありがと」

「おう、俺も風呂入る」

　梨華はカップを片付け、リビングから出ていった。

　何はともあれ、避けられていた原因が突き止められてすっきりした。

　ほっと息を吐くと、それを見透かしたように、出ていったと思った梨華が扉から半分だけ顔を出し、こちらを覗のぞく。

「何だ、まだいたのか」

「兄さんは、もう二度とあたしの裸とか見ないように！」

「はい、心がけます」

「おやすみ！」

「おやすみ！」

　彼女の足音が階段をのぼっていったのを確認すると、ようやく安あん堵どした。





○






　俺が風呂からあがると、部屋のベッドの上では昨夜のようにクロエが大の字で寝っ転がっていた。

　クロエも着替えたらしく、服装はルームウェアに変わっていた。くたくたした毛糸みたいな生地のパーカと短パンを着用している。

　さっき穴だらけになっていたクロエの服とその下にある肌を思い出しそうになり、余計なことを考えないようにと気を引き締める。実際俺が決意したところで何の意味もないのだが、クロエに対してさっきのような失態をもう一度犯せば本格的に命が危うい。

　クロエはずっと前からそこが自分の場所であったかのように、ベッドを独占している。俺は床の上で、父さんが趣味で買ったキャンプ用の寝袋で寝る。もはや文句を言う段階は過ぎた。ただただ従うのみだ。

「……梨華、大丈夫だった？　リーネちゃんのこと、覚えてなかった？」

　寝ているのかと思ったら、どうやらまだ起きていたらしい。彼女は目を瞑つぶったまま寝返りを打ってこちらに向き、だるそうな素振りで俺に話しかける。寝る前だからか髪をほどいている。いつもと髪型が違うのに、少しドキリとした。

　強引に夢オチということで納得させたと説明すると、だるそうにあくびをした。

「そう、ならいいけど。しかしやっぱりあなたの呪いは強力ね」

　根底に残っているラッキースケベの呪いは害悪だが、正直悪いと思うことだけじゃないので複雑な気持ちだ。知らず知らずに顔がにやけていたのだろうか。クロエが俺を睨にらみつけ、冷たい言葉を放つ。

「……むっつり」

「だから俺のせいじゃないんだって」

「顔がにやけてるわよ。とにかく言い訳は刑務所の中で聞くから」

「激しく誤解だ」

　クロエは身体を起こし、ベッドの上で横座りをしながら唇を嚙かみ締めた。

「しかし、リーネちゃんがまさかここまで乗り込んでくるとはね」

「俺は今後どういう行動をとればいいんだ？」

　クロエはいつになく真剣な表情で俺を睨む。

「危惧することがあるとすれば、リーネちゃんは協力者のあなたを攻撃してくるかもしれないってことね。リーネちゃんからすると、人間界の協力者なんて邪魔以外の何者でもないもの」

　魔女に狙われるかもしれない、と言われて少し腰が引けてしまう。

「言っておくが、俺は頼りないぞ」

　俺の頭のてっぺんから足先までをさっと一いち瞥べつし、クロエは排水口のごみを取る時みたいに嫌そうな顔をした。

「……残念だな、君には期待していたんだが」

「噓うそつけよ！　最初っから期待してねーだろ！」

　とはいえ俺はそこまで本気で心配していなかった。

　俺に主人公の呪いがかかっているというなら、突然バトルになっても『真の力』に目覚めて覚醒する可能性は高いといえるだろう。

　たいていのバトル漫画では、主人公が強敵に敗北して挫折すると同時に「俺に……俺に力があればっ！」「……力が……欲しいか？」「あ、あんたは一体!?」「いいから願うのだ。お前に力を授けてやろう」「うおおおおおお！　何だ、湧き上がるこの力は!?」「それが本当のお前の力だ」などの茶番が行われた後、作中最強の血筋だということが判明する。だいたいそういうのがテンプレートになっている。

　とはいえやっぱり痛い思いはしたくない。

「あの子、けっこう過激だから」

　知ってる。

「もしまたリーネちゃんと戦うことになった場合、あなたは最悪死ぬかもしれないわ」

「げっ！」

　彼女の薄情な言葉に思わず背筋がひやりと冷える。

　大問題じゃないか！

「いやいや、何で俺が死ななきゃいけないんだよ！　だいたい主人公って死なないだろ？　やられたか、と思ってもたいていは崖の下の足場に引っかかって生きていたとか、最後にはそういう展開になるじゃないか!?」

「たまに死んでレジェンドになる主人公もいるでしょ。そして息子が主人公にとってかわって第二部が開始するかもしれないし」

「息子なんていないから！　二部始まんねーよ！　打ち切りだよ！」

　そう力説すると、クロエはつっ、と俺の下腹部に視線を投げる。

「あなたの股の間に小さな小さな息子がいるでしょう」

「唐突に下ネタをはさむのはやめろ！　それに知らないくせに実際見たように描写するのはやめろ！」

　言った途端、彼女は青ざめ軽蔑するように目を見開いた。

「つまり私にその粗末なマイサンを見せつけようっていうの!?　本当に変態ね、生きている価値がないわ！」

「激しく誤解だ！」

　クロエが突拍子もないことを言うのは今に始まったことじゃないにしても、死んでしまうなんて、冗談じゃないぞ。

　女の子にまったく縁のない寂しい人生を送ってきた十五年が、やっと好転しそうなのに。これまでマイナスに比重が置かれすぎていた分やっとプラスになってバランスがとれてきたのに、死んでたまるか。

　クロエに翻弄されるのに疲れた俺は、遠い目で天井の染みをじっと睨にらんだ。

　……早く魔女の試験期間、終わってくれないかなぁ。

　しかし試験はあと一週間以上も残っている。

　またもやリーネが押しかけてきたり呪われた人間の印を探して奔走したりしなければならないと思うと、今から重い溜ため息が溢あふれるのであった。





五章　ねこのしっぽ部の活動を楽しみましょう







　クロエが人間の世界に来てから、数日が経過した。

　昨日も一昨日も、俺とクロエは懸命に高ランクの人間を探した。

　効率よく探すために、クラス名簿を入手した。今日はこの学年の何組までと決め、一人一人チェックしていくという徹底ぶりだが目当ての人間は発見できなかった。

　やはりほとんどの人間はＤランクで、命の雫ライフドロツプを回収できるレベルにすら達していないようだ。

　たいした収穫がなく、試験はそろそろ折り返し地点である。

　一番進展があったのはクロエが学校に登校した初日、猫のしっぽ部を結成してこよいと柏かしわ木ぎの命の雫を回収した日だった。思えばあの日が順調に行きすぎたのかもしれない。

　そして現在の俺は、ひたすら手を写生するという地味な美術の授業中である。絵心など皆無なのに楽そうだからと美術の授業を選択したはいいが、退屈すぎて眠くなるのが難である。

　六限目の美術の授業が終われば、残すは部活だけだ。

　クロエは今頃授業をサボり、明晰な魔眼シンシア・アイで必死に呪われた人間を探しているはずだ。成果が上がればいいのだが、状況は頭打ちだ。

　隣に座っている双ふた海みの描いた絵は、まるで写真のように精巧で完璧だった。双海はにやにやしながら俺の絵を覗のぞきこむ。

「暁あかつき、独創的な絵だね」

「うるせー、俺はもうこれで提出するぞ」

　途中居眠りしていたこともあり、線も歪いびつでガッタガタだがもはや修正する気力も湧かない。

　立ち上がって棚まで画用紙を置きに行くと、ふとどこかから視線を感じた。俺は窓の外に目を向ける。

　二階の美術室からは、校庭に生えている木がよく見えた。それと同時に木の枝に座って毛づくろいしている黒猫の姿も目に入る。別にそれだけならおかしいことでもない。うちの学校にはよく猫が入り込んでるし、野良猫が毛づくろいしていても特に変な光景ではないだろう。

　しかし何か気になる雰囲気があって、その猫をじぃっと観察してしまう。そうこうしている間に授業が終了した。俺は美術室から教室に戻ろうと、双海と並んで渡り廊下を歩いた。

　渡り廊下から見下ろすと、やっぱりあの黒猫の姿が見える。

「どうしたの、暁？　さっきから外見てるけど。あ、木の上に猫がいるね」

「いやーえっと……うーん」

　ただの猫かもしれない。ただの猫だったらいい。けれど俺と目が合った瞬間、その黒猫がにやっと笑ったもんだから、背筋がぴりっと震えた。

「悪い、ちょっと忘れ物。双海、先に教室戻っててくれるか」

「うん、分かった」

　俺は一階に降り、それからさっきの大きな木の下まで駆けていく。

　黒猫はまだ木の枝で、のんきに丸くなって寝ていた。

　こいつ、もしかしてリーネじゃないか。

　そう思って呼びかけてみる。

「おい、リーネ。お前リーネか？　おい、リーネなんだろ？」

　猫はしっぽをふるりと動かし、真ん丸な瞳で俺を見下ろして、にゃあと一度鳴く。

　俺たちはそこでしばらく見つめ合っていた。

　……やっぱり、ただの猫なのかな。

　そう思った瞬間、ぽんっと音がして黒猫は人間に姿を変える。水色の長い三つ編みを垂らした少女は、木の上でケラケラ声をたてて笑っていた。

「きゃははっ、よく分かったわね。アタシが黙ってたら、アンタ猫に話しかけてる危ないやつよ」

「実際猫じゃなかったじゃねーか。お前、こんなところで何してるんだ？　暇なのか？」

　そうたずねると、リーネはいたずらっぽく微笑んだ。

「試験中なのはクロエだけじゃないのよ。命の雫ライフドロツプを持ってる人間を探してんの。クロエの下僕こそ、何やってるの？」

「下僕じゃねーから」

　リーネは本物の猫のように、器用に木の枝に座ってこちらを見下ろしている。

「お前、俺たちの周りをうろうろすんのやめろよいい加減」

「命の雫の回収、うまくいってるかしら？」

　その言葉にぴくりと眉根が寄る。

「ふふっ、その顔だと成果はあんまりみたいね。クロエ、焦ってるでしょう？」

　あぁ焦っている、焦っているとも。最近のクロエは、とにかく機嫌が悪い。

　俺が無言でいると、それを肯定ととったのだろう。リーネは楽しそうに口の端をあげた。相変わらず小憎たらしいやつだ。

　リーネは楽しげに水色の髪をかきあげる。左手の甲に、『04』という数字が刻まれているのが見えた。
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　……あれ？　この前見た時は、確か……。

「アーッハッハッ、いい気味ー。そうよね、だってもう今日で試験は折り返しだもの！　焦って焦って焦りまくって、失敗して恥をさらせばいいのよっ」

　リーネが足を揺らすと、緑色の葉がぱらぱらと落ちてきた。俺はそれを払いのけながら、ぶすっとした表情で返事をする。

「あいつの性格のきつさはお前だってよく知ってるだろ？　あんまり怒らせて反撃されても知らないぞ」

　そう言って立ち去ろうとすると、リーネはぽそりと言葉を落とす。

「アンタって、いつも放課後あの部屋に行くのね」

　あの部屋と言われたのが、『猫のしっぽ部』の部室だということが彼女の視線から分かった。

「部活だからな」

「ふーん。部活って楽しいの？」

　その言葉に、ふと頭をもたげる思いがあった。

　もしかして、リーネはずっとクロエのことを見ていたのではないだろうか。

　魔法界の試験のことは詳しくないが、年に一度しかない大切なものらしい。

　それなのにリーネは試験そのものより、俺たちの邪魔をすることを楽しんでいるようにすら見える。

　クロエが「リーネは寂しがりやだ」と言っていたが、確かにその通りかもしれない。

　こうやってちょっかいをかけてくるのも、クロエにケンカを売るようなことを言うのも、知らない国で一人で試験をこなさなければいけないという重圧から来ているとは考えられないだろうか。

　自分と同じ境遇のクロエはといえば、うちの学校の学生になって、部活をしたり授業を受けたり、家では俺や梨り華かと暮らしたりと楽しそうにしている。そんな光景を目にすれば、寂しさもひとしおなのかもしれなかった。

　そんな考えを持つと、途端にリーネの眼差しが寂しげな色に見え、だんだん意地を張っている彼女が気の毒に思えてきた。

「……お前もやりたいのか？　もし寂しいんなら、部室に茶でも飲みに来たらどうだ？」

　するとリーネは木からずり落ちそうになるくらいに身を乗り出した。

「はああああああああ!?　したいわけないでしょ!?　どうしてアタシがそんな低レベルな下僕と同じようなことしなきゃいけないわけっ？　クロエと同じ空気を吸うなんて、絶対嫌なんだからっ！」

「はいはい、そうですか」

　どうやら俺の勘違いだったようだ。

「じゃあもういいや。またな」

「何よー、むかつくー！　人間のくせに、クロエの下僕のくせに、余裕ぶっちゃって！　何よ、何よ！」

　無視して立ち去ろうとしていると、リーネは木の枝からすたりと俺の目の前に降りてきた。

「アンタ、まだ気づいてないの？　自分が騙だまされてるだけってことに」

　それまでただのわがまま娘だったのに、まるで別人のように鋭い光が瞳に灯る。

　本来の魔女らしい、邪気のある空気が彼女を取り巻いている。長い三つ編みがゆらりとうねる様が一瞬蛇のように見え、俺は眉を寄せた。

「詳しい事情は知らないけど、アンタ、クロエと契約してるんでしょ？　おそらくクロエに有利な条件で、何が何だか理解していないまま」

　不本意ながらもその通りだったので、言葉に詰まってしまう。

「クロエがここに来た目的、教えてあげましょうか？」

「目的も何も、試験だからだろ？　ダーツで決めたって聞いたけど」

「そのダーツを投げたのはクロエよ」

「それも言ってたな」

　リーネは目を細め、勝ち誇ったように薄く笑みを浮かべる。

「試験開催地が日本になるように仕組んだのよ」

「……仕組んだ？　偶然当たったんじゃないのか？」

「クロエがどうして日本に来たかったか分かる？」

　どうしてと言われても、想像したこともない。

「さぁ。日本語の勉強してたから、日本が当たってほしかったんじゃないのか」

「バッッッッカじゃないの」

　どうやら俺の回答はお気に召さなかったらしい。あっさり吐き捨てられてしまった。

「クロエの好きな人のいる国だからよ」

「はぁ？　好きな人？」

　クロエの好きな人だって？

　俺は普段のクロエの姿を思い描いてみる。

　クロエと言ったらそりゃあもう言葉は冷たいし、命の雫ライフドロツプの回収工程でキスしようが事故で身体に触れようがひたすら俺を冷静に殴るのみだし、かわいげなんてありゃしない。

　想像ですらクロエは俺を蔑むような冷たい瞳を向け、腕を組んでつんとした表情だ。想像なんだから、ちょっとくらいかわいい笑顔を向けてくれたっていいのに。

　そんなクロエが、わざわざ好きな人間に会いに来ただと？

「…………アホらしい」

　俺はリーネの言葉を一蹴し、そのまま背を向ける。

　リーネはキーキー吠ほえていた。

「何よー、アンタなんかクロエの目的が果たされたら、ぽいなんだから！　その時精々後悔することねっ！」

　何やら面倒なことになる予感を抱えつつ、俺は校舎に向かって歩いていった。





○






　アホらしい、と言ってはみたものの。

　その後の部活の時間も、家に帰る途中も、家に帰ってからも、リーネの言葉は俺の頭の中をぐるぐると回っていた。

　クロエは現在、俺の部屋のベッドの上に座り、教科書を眺めている。

　……好きになるのか。この冷酷女が。そんな感情があるとは思えないのに。

　ないない、どうせ口から出まかせだって。

　いや、それとも案外こういうタイプのほうが恋に落ちるとべったべたになって、セーターとか編んじゃったりするのか。

「…………まさかなぁ」

「何よ、気持ち悪いからこっち見ないでくれる？」

　ただ目が合っただけでこの言い草である。

　クロエは持っていた本を机の上に伏せ、ごろりとベッドに寝っ転がる。

「じゃあ私、寝るから」

「あぁ」

「半径十メートル以内に近づかないでね」

「それ部屋の外に出ちゃうんだけど」

　俺は仕方なく電気を消し、床に寝転んだ。

　いつもながら、どうして俺が床なんだろう。この状況に慣れつつあるとはいえ、ここらでガツンと言ってもいいのではないか。そもそもここは俺の家なんだが。

　心の中でぶつぶつ言いながら横になると、暗い部屋の床にメモ用紙のような物が落ちているのを発見する。

　見覚えのない紙切れを拾いあげ、じっと書かれている文字を見つめる。

　手のひらに収まるくらいの小さな紙切れに書かれていた文字を目で追い、首をひねる。

　何だこれ？

　俺の住んでいる町から電車で県境まで一時間、さらにそこから私鉄で一時間半。どこかの駅への行き方らしい。俺が書いたものではない。ということは、このメモはクロエのものだ。クロエはどうしてこんなものを持っているのだろう。

　俺はチリチリと指先が焦げるような焦燥感を抱きながら、メモに書かれていた駅名を携帯で検索してみる。

　現れた文字は、『延の霧きり山ざん』観光。

　聞き覚えのある単語に、どきりとした。

　クロエが学校に来た初日だったか、行きたい場所だと言っていたのが確か延霧山じゃなかっただろうか。

　リーネの言っていた輪郭のなかった言葉が、急に真実味を帯びた気がした。

　──もしかしてクロエ、本当に好きな人ってやつに会いに来たんだろうか。

　クロエはそんな俺の様子に気づくことなく、すーすーと寝息を立てていた。

　……いや、だからどうした。

　たとえクロエの本来の目的がそっちだとしても、別に俺がどうこうする必要もなければ、何が変わるってわけじゃない。

　リーネは「クロエは俺を利用しているだけ」と言っていた。

　確かにその可能性も充分あるが、さすがに俺もライバルの言葉をすべて鵜う吞のみにするほど愚かではない。

　リーネはクロエの足を引っ張りたいのだろうし、それには人間の協力者が邪魔なのであろう。俺とクロエが仲違いしたほうが自分の勝率が上がるだろうし、口からでまかせを言っただけかもしれない。

　考えても考えても、答えなど出るわけがなかった。

　俺はもやもやとした気持ちを抱えつつ、さっぱりしないまま床に寝っ転がった。





○






　授業が終わると、今日も『猫のしっぽ部』の活動時間である。

　部室は全員で掃除をし、各々のお気に入りの私物を持ち込んだりして、今やすっかり癒やし空間に変貌を遂げていた。

　部活動の時間になると全員で部室に集まり、紅茶を飲みながらぐだぐだするのが最近のスタイルである。

　なのだが、こよいは進学クラスなので特別授業があり、柏かしわ木ぎは柏木で友達に用事を頼まれたらしく、本日は珍しく部室にクロエと二人きりだった。

　よってクロエは猫を被っていない素の状態であり、フルスロットルで不機嫌垂れ流しだ。獰どう猛もうな嚙かみつきガメのように、ちょっと手を出そうものなら指ごと持っていきそうな顔をしている。

　クロエは今日も昼休みや授業中など、必死に高ランクの人間を探しているが、まったく見つからない。その間にリーネがどんどん命の雫ライフドロツプを回収しているのではと考えると気が気でないようだ。ちなみに捜索範囲は高校を脱出して隣の桜おう来らい中学まで及んだようだが、やはりそこでも収穫はなかったらしい。

　そんなに焦ってるんなら部活にも来なきゃいいのにと思うが、そんなことを口にしようものならプロボクサー顔負けのパンチが飛んでくるのは間違いなかった。

　クロエは部室の椅子に座り、だんだんと足を踏み鳴らす。

「あぁもう、ちっとも見つからないじゃないっ！　試験の期限が刻一刻と迫ってるのにっ！」

　俺は部室の備品であるポットから、青い小花模様のティーカップに湯を注いだ。紅茶の芳しい香りが漂ってくる。

　こよいがティーセットやら紅茶やらが好きらしく、猫のしっぽ部は無駄に紅茶の種類が充実している。いっそ紅茶研究会に変更したほうがいいのではないかと思うくらいだ。

「おい、そんなに暴れるなよ。一応校内ではおとなしくてかわいらしいクロエちゃんで通ってるんだろ？　もうすぐこよいと柏木が部室に来るぞ」

「あなたはどうしてそんなに落ち着いてるの!?　言っておくけど、リーネちゃんに負けたらあなたはまたラッキースケベの呪いにランク格上げよ？」

　クロエが暴れると、カップに入っていた紅茶が小さく飛び散った。

　不機嫌なクロエに八つ当たりされるのに、俺もいい加減イライラしていた。

　彼女に冷たい言葉を投げかける。

「人のせいにするなよ。一日中イライラしやがって、こっちの気持ちも考えろよ。だいたいクロエだって、試験なんて本当はどうでもいいんじゃないのか？」

　今日の俺は少し強気なのだ。といっても、反抗期の子供くらいの気概しかないのだが。

「どうでもいいわけないでしょ。年に一度しかない、大事な試験なのよ！」

　普段と違う態度に、クロエもカチンときたらしい。

　リーネにクロエの好きなやつの話を聞いてから、俺は妙にむしゃくしゃしている。

　三ヵ月で日本語を覚えたとか、年に一度しかない試験だから絶対に成功したいだとか。

　つまりそういうのが全部、不純な動機から来たものだと知って、勝手に失望したのだ。自分の小ささは俺自身がよく理解している。それでもむっとしたもんはむっとしたんだからしょうがない。

　だいたいどうしてこいつらは、いちいち人間を巻き込むんだろう。

　試験だろうがなんだろうが、勝手に魔法使いだけでやってりゃいいのに。

「じゃあ俺に迷惑かけるなって言ってんだよ」

「迷惑ですって？　もともと暁あかつきがラッキースケベの呪いで困ってたから、情けをかけて助けてあげたんでしょ？」

「違うだろ！　それは試験に使う弾丸がなくなったから、俺と契約するしかなかったんじゃねーか！」

「その弾丸がなくなった原因は、そもそもそっちがっ……！」

　言い争いがヒートアップしそうになっていたその時、ガラリと部室の扉が開いた。

　俺たちは思わずそちらに顔を向ける。

「はろーん！　遅れてきました、柏かしわ木ぎ芽め衣い子ことこよいっちでーす！」

　柏木はいつもの太陽のような笑顔で、ぴょんぴょん跳ねている。ポニーテールもしっぽのようにふわふわ弾んでいた。相変わらず元気いっぱいだ。

　こよいもいつもの通り、見ているだけで癒やされるおっとりとした空気を醸しだしている。

「遅くなってごめんね。ちょうど廊下で芽衣子ちゃんと会ったんだ。部活しよっか」

　張り詰めていた部屋の空気は途端に白けてしまった。

　せっかく二人が到着したというのに、クロエは無表情のまま、入れ違いに部屋を出ていこうとする。入り口にいた柏かしわ木ぎが咄とつ嗟さに声をかけた。

「あれ、クロエちゃんどこか行くの？」

「ごめんなさい。ちょっと具合が悪いから、今日は先に帰らせてもらうわ」

　クロエはそれ以上追及する隙を与えず、頑なな態度でいなくなってしまった。

　反論は許さないとでも言うように、ぴしゃりと扉が閉ざされる。

　こよいは心配そうに、俺の制服を軽く引っ張った。

「ねぇ暁あかつき君、クロエちゃんどうかしたの？　なんだか辛そうな顔だったけど、大丈夫かなぁ」

「さぁ、よく分からないけど平気じゃないか？」

　そっけなく返事をすると、柏木にバシッと背中を叩たたかれる。

「もがみん、クロエちゃんと同じ家に住んでるんでしょ？　送っていってあげたほうがいいって、絶対！」

「……別にいいよ」

　あんなワガママ女には付き合ってられん。あいつといて不愉快な気持ちになるくらいなら、部室でこよいや柏木とまったり茶でも飲んでるほうがよっぽど有意義で楽しいに決まっているのだ。

　俺がすっかり冷め切った紅茶を淹いれ直そうとしていると、こよいが両手を組んでうるうるした瞳でこちらを見上げてきた。まるで親鳥に見捨てられたヒナのようだ。

　こんな目で見られては、俺のなけなしの良心もチクチクと痛む。

「でも、具合が悪い時って不安だよ。きっと暁君がいてくれると、クロエちゃんも嬉うれしいんじゃないかな。私だったら、暁君に近くにいてほしいな」

「そうそう、今日は解散にしよ？　やっぱり全員揃そろわないと。今日のもがみんの活動内容は、クロエちゃんを無事にお家まで送り届けること。ね？」

　二人は温かい眼差しで俺を見守っている。

　こよいと柏木にそう言われてしまっては、これ以上意地を張っているのも情けない。

　俺は溜ため息をついて、棚に置いてあった鞄かばんを持ち上げた。

「分かった、じゃあ今日は帰らせてもらう。ごめんな、せっかく来たのに」

「いいっていいって。もがみん、クロエちゃんによろしくね！」

　柏木もこよいも、本当にお人よしだな。二人に見送られ学校を出て、クロエの後を追いかける。

　門を出ると坂道を小走りで駆け下り、下校する生徒たちを追い抜いていく。空が異様に暗いのが気になった。予報で雨が降るなんて言ってなかったのにと、思わず舌うちしたくなる。

　さっき出たばかりだから、まだそこまで遠くには行ってないだろう。

　そう考えながら走っていると、学校と駅の半ばでクロエの背中を見つけた。銀色の長い髪が特徴的だから、すぐにクロエだと分かった。

「おい、クロエ！」

　何度か名前を呼んでみるも、クロエはちっともこちらに振り向かず、どんどん歩いていく。確実に聞こえているはずなのに。あいつ、わざと無視してるな。

「おい、待てって！」

　クロエも意地になっているのか、走って逃げてしまう。

　仕方ないので彼女を追いかけ、無理やり肩をつかんで後ろに向かせる。

　クロエは不機嫌な表情で、じとりと俺を睨にらみつけた。

「何？　どうしてここにいるの？　部活は？」

「こよいと柏かしわ木ぎが、心配だから送っていけって」

　それを聞いたクロエは、またつんとそっぽを向いてさっさと歩いていこうとする。

「具合の悪いのなんて噓うそなんだから、適当にごまかせばよかったでしょ。バカみたい」

　その身勝手な言い分に、腹の中がふつふつと煮えたぎる。

　気がつくと彼女の背中に向かって、大きな声で叫んでいた。

「お前、ほんっっっとかわいくないな！」

「なっ……」

　近くにいた学生が、何事かとおもしろそうに、俺たちに注目を集める。

「お前はな、ちょっとはあの二人の優しさを見習えよ！　どうしていつもそんな言い方しかできないんだよ！」

　他人に見られるのが嫌だったのか、クロエは俺のネクタイを引っつかんでずるずると高架下まで引きずってきた。コンクリートの橋の下で、近くに人の気配がなくなったのを確認し、クロエは眉を釣り上げる。

「うるさいわね、ほっといてよ！」

「柏木とこよいは、本気でお前のことを心配してたんだからな！」

「心配しようがどうしようが、どうせ意味なんかないじゃない！　試験が終われば私は魔法界に帰るし、そうなれば私の記憶だってあなたたちの中から全部消えるわ！　意味ないのよ、何もかも全部っ！」

　突然吐かれたその言葉に、頭を撃ちぬかれたような衝撃を受ける。

「記憶が、消えるって……」

　これまで言われたどんな暴言よりも、心臓を揺さぶられた。まるで地面がひっくり返ったように、足元がぐらぐらと揺れる。

　橋の上を電車が通過して、けたたましい警笛が耳をつんざいた。

　その大きな音で、より一層思考がまとまらなくなる。

　だって、そんなこと一言も言ってなかったじゃないか。

　いや、言ってたのかもしれないけれど、きちんと聞いてなかった。

「試験が終わったら、全部忘れるのか？　俺も柏かしわ木ぎもこよいも、他のやつもみんな、クロエのことを？」

「そうよ」

　電車が通り過ぎると、明るさがなくなりまた高架下は影で覆われる。みるみるうちに空は真っ黒になり、とうとう雨が降り出した。

　クロエは俺の向かいで氷のような瞳を携え、冷たい言葉を落とす。




「あなたが一体私の何を知っているの？」




　返事をする間もなく、彼女は一人で歩いていってしまう。

　クロエの足音がゆっくりと遠ざかる。

　まるで空まで俺を責めるように、雨粒が顔を濡らしていく。

　彼女を呼び止める言葉が、喉の上までせり上がって、そのまま消えていった。

　──知らないよ、何も。

　だってクロエが何も教えようとしないんだから、仕方ないじゃないか。

「……ちくしょう」

　叫び出したいような、暴れたいような、もしくはそのまますべてを投げ出して横になってしまいたいような、複雑な感情が自分の中を駆け巡っていく。

　結局実際に俺ができたことといえば、クロエと同じ電車に乗らないように近くのコンビニで時間を潰し、おとなしく帰宅するという情けないことだけだった。




　家に帰ると、クロエはもういつもどおりの顔に戻っていた。

　俺は玄関のたたきに革靴を脱ぎ落とすと、ちらりと二人の様子をうかがった。

　クロエは俺にケンカをふっかけるわけでもなく、怒っている様子でもなく、梨り華かと楽しげにキッチンで夕飯の用意をしていた。

「兄さん、お帰り。雨大丈夫だった？　今ね、クロエさんとご飯作ってたんだ！」

　梨華に声をかけられ、ほっと安あん堵どする。

「ただいま。そっか、楽しそうだな」

「うんっ！　クロエさん、手先が器用なんだよ！」

　よかった、いつもどおりだ。

　俺はぽんぽんと梨華の頭を撫なで、自分の部屋に向かおうと階段を上がる。

　玄関の扉を開く時、本当は少し怖かった。

　もしかしたら、クロエはもうこの家から出ていってしまったんじゃないかと思ったから。

「あれ、ご飯食べないの？」

「悪い、後にするわ」

「え────────？」

　梨り華かが文句を言っているのを尻目に、自分の部屋に入り、扉を閉じる。

　ずるずると滑るように床に腰を下ろし、ポケットに右手を突っ込んだ。

　制服のズボンに入っていたのは、あのメモだった。

　少したどたどしい線で書かれた言葉を、食い入るように見つめる。まだ日本の文字に慣れていない時に書いたのだろう。これを書いたのは数ヵ月、もしかしたら数年前なのかもしれない。

　そういえば数日前に見た、クロエのノートに書かれていた日本語は、ちっとも迷いのない字だった。むしろ俺より字がきれいなくらい。そう考えると、どうしてか泣きたくなった。

『延の霧きり山ざん』への行き方を書いたメモ。

　クロエにとって、きっととても大切なものだ。

　あれからクロエは、一言も『延霧山』の話題に触れようとしない。もう諦めてしまったんだろうか。

　試験はあと数日で終わる。行動を起こさなければ、一瞬で終わってしまう。

　クロエの目的が好きなやつに会うことなら、諦めてしまってそれでいいんだろうか。

　俺は祈るように両手を合わせ、頭に当てた。




『あなたが一体私の何を知っているの？』




　クロエの声が耳の中で響く。

　俺には関係のないことだ。




　──かわいくない。

　いつも冷たいし、俺への態度は悪いし、言動は理不尽だし。




　……だけど、俺はクロエを嫌いなわけじゃなかった。

　考えてみればおかしな話だった。

　これまでの人生で、女子に嫌われていたとはいえ、クロエほどストレートに攻撃してくるやつもいなかった。そんな扱いにもかかわらず、俺はクロエのことを嫌いじゃなかった。




　それどころか、もしかしたら……。




　ぎゅっと目蓋を閉じる。

　クロエの好きな人間も、行きたい場所も、俺には関係のないことだ。




　けれど、どうすればいいかというのも、本当はきっと分かってる。





六章　クロエ・ララ・ペレスヴェートは山を登る







　翌日の早朝。平日なので本来なら学校だが、今日は創立記念日で休みなのだ。

　俺はあることを決意し、クロエを叩たたき起こして電車に乗り込んだ。

　全身全霊で抵抗されると予想していたが、思いの外クロエは素直だった。

　車内が空いていたので、二人がけの席を回して向かい合わせにして座る。

　向かいに座っているクロエを盗み見ると、まだ半分眠りの世界にいるらしく、頰ほお杖づえをついてぶすっとした顔で目を伏せていた。ただ単に眠くて抵抗する気力もないのかもしれない。

「一体何なのよ、こんな朝早くから」

　別にもうちょっと遅くに家を出てもよかったのだけれど、やっぱり特別なことをするなら朝早くがいいと思ったのだ。

　電車の窓から見える空は青く、上のほうまで澄み切っていた。

「試験区域から外れてるんだけど。一体どこに向かうつもり？」

「さぁな」

　俺は到着するまでは余計な口をきかない覚悟を決め、駅の売店で買った漫画雑誌を開いた。

　クロエは雑誌の背をつついたり、引っ張ってきたりと早速妨害を試みる。

「教えなさい」

「嫌だ」

「教えないとどうなるか分かってるの？」

「……どうなるんだよ」

　俺は彼女から視線をそらし、ひたすら雑誌のページをめくり続ける。

「教えないと魔法で線路を捻じ曲げて、どこに行こうとしても最終的にクリスチーナ・ドーナツ・カンパニー本店に到達するようにしてやるわよ」

「ほんっとさー、どうしてそんな風にねじ曲がって育っちゃったんだよ、お前は！」

　クロエの決意は固いようだ。というか目が据わっている。

　深い溜ため息をつき、ぱたりと雑誌を閉じた。

「延の霧きり山ざん」

　言った瞬間、クロエはすくっと立ち上がる。

「帰る。私帰るわ、魔法で家まで」

「まぁ落ち着けって。ほら、おとなしく延霧山まで行くなら、俺の持ってる塩キャラメル味のドーナツをやるから」

　その言葉に、彼女の耳がぴくりと反応した。

「し、塩……!?　ドーナツなのに塩って……おいしいの!?　しょっぱいの!?」

　知っているのだ。普通のドーナツは食べ飽きた頃だろう。しかしこれはクロエがよく行く店舗では売っていない、期間限定の味なのだ。少しでも引き止めに成功したのなら、わざわざ昨日の夜に家から離れた店で買ってきた甲か斐いがあったというものだ。

　クロエはわくわくしながら俺のドーナツを奪い取り、大きな口を開けてかぶりつきながら質問する。

「で、何で延霧山なのよ？　主人公の呪いのせい？　余計なお世話なんだけど」

「多分呪いは関係ないだろ。謎の声もうるさく言わないし。お前見てると、おせっかいしたい気分になったんだよ」

「……そう」

　それから到着するまで、俺とクロエはほとんど会話をしなかった。

　拍子抜けだ。もっと抵抗されると思ったのに。

　俺は複雑な気持ちで流れていく景色を睨にらんでいた。

　もしクロエの好きなやつに会ったらどうするか、とか。もう何回も考えたけれど、結局いくら考えても結果は変わらなかった。

　クロエが会いたいのなら、会わせてやればいいじゃないか。

　後は野となれ山となれだ。




　何度も乗り継いでようやく電車は目的地に着いた。ずっと座っていたせいで腰が痛い。

　ネットで検索して知ってはいたものの、延の霧きり山ざんは見事に田舎だった。

　あるのは山。木、木、木。駅の近くには潰れかけの土産物屋が一軒。

　クロエは最初に会った時と同じ、黒いワンピース姿だ。銀色の髪と藤色の瞳はどこにいてもなじまないけれど、山の中だと一際異彩を放っていた。

　俺は駅前にあった案内図に視線をやる。

「えっと……頂上に登るんならロープウェイだって。登るか？」

　そう質問すると、クロエはこくりと妙に素直にうなずいた。

　そこで俺は往復の切符を買い、今度は四人乗りのゴンドラに乗り込んだ。ゴンドラ内では観光案内の自動音声が流れていたが、しゃべっている人の滑舌が悪いのかいまいち聞き取れない。

　クロエはまたもや黙りこんで、俺と会話をしようとしない。

　何だろう。怒っているのだろうか。それとも呆あきれているのか。

　山頂に到着すると、下にいた時より少し空気がひんやりしていた。

　目の前には途方もなく大きな石像があり、どこまで伸びているのかも分からないくらいに背の高い樹木が生い茂っていた。壮観である。

「着いたな、頂上」

　俺はクロエに向かって空笑いをする。

　……で、ここからどうしたらいいんだろう。

　クロエは白いガードレールにもたれかかり、山からの風景をじっと見つめていた。

　今さら不安になってきた。

　そもそも、最初から間違っていたのではないか。クロエは本当に延霧山に来たかったのだろうか。こんなところに好きなやつが住んでるって、そいつは天てん狗ぐか熊か山男か。

　俺が狼狽うろたえていると、クロエがようやく口を開いた。

「どうして私をここに連れてこようと思ったの？」

「リーネが言ってたんだよ。クロエが試験区域に日本を選んだのは、好きなやつに会うためだって」

　そう答えると、今度は俺の顔を穴が開くほど見つめてくる。

「……好きな、って言うと語弊があると思うけど。ここは私の父親が生まれた場所なの」

「父親？　え？　父親って、父親？　あっ、そう……ふーん」

　好きな人って言われてたから、どんなやつが出てくるのかと身構えていたが、父親だったのか。何か、思ってたのと違う。けど、ここに来たかったのは確かなんだよな。

　クロエは木々に覆われた緑道を散策しだした。

「魔法使いからすると、人間って基本的に命の雫ライフドロツプを採取するためだけの生命体としか見ていないの。だからあまり対等に付き合うとか、そういう関係ではないのよね」

「……俺の抱いてた魔法使いのイメージがだだ下がりなんだけど」

　クロエはぴょんぴょんと軽い歩調で道を降りると、目的地でもあるかのようにどんどん先に進んでいく。来たことのない山の中を考えなしに進むのは危険ではないかと焦ったが、よく考えればまだ魔法が使えるのだし、遭難してもどうとでもなるだろう。

　獣道を進むと、突然開けた場所に出る。

　驚いたことに、そこには寂れた小さな神社があった。もう誰も寄り付かないのか、人の気配はない。

　所々色が変わった朱色の鳥居をくぐると、長い石段が続く。

「なんかすごい、隠れ家って感じだな」

　クロエは俺の言葉を気にせず、ずんずん石段を上っていった。俺も黙って彼女についていく。

　境内には雨水がたまり薄暗い。時間が時間なら不気味だという印象を抱いてしまいそうだが、今は朝日の光があるからか神聖な空気が漂っていた。

　クロエは拝殿に到着すると、色あせた紅白の紐ひもを引き、鈴を鳴らした。カラカラと、少し錆さびついた音がする。

　一応しきたりは知っているのか、パンパンと手を合わせ、何かを願っているようだ。

　彼女はすっかり満足した様子で、石段まで移動すると、静かに腰を下ろした。

「……さっきの話。多分、人間への羨ましさもあるんだと思う」

「羨ましさ？」

　俺はクロエの隣に座り、彼女の声に耳を傾ける。

「まったく理解できないと思ってたけれど、ちょっと分かったわ。人間の暮らしって、魔法がないから非効率的だし無駄も多いけど。だけどそういうのって……楽しいのかもしれない」

　楽しいと言われたことが何だか照れくさくて、俺は話をそらした。

「神社のこととか、ずいぶん詳しいんだな」

　そう問いかけると、クロエは首をあげて鳥居を見上げる。

「私、おそらく小さな頃、ここで少しだけ暮らしてたことがあるわ」

「えっ!?」

　俺は思わず立ち上がり、周囲を見渡す。

「ここで？　そうなのか？」

「だけど小さかったからか、記憶をいじられたのか、あんまり覚えてないけど。神社を見た瞬間、勝手に身体が動いたから、奥底では覚えているのかも」

　そう言われると、急にこの場所が何か特別な場所のように思えてきた。

　人々に忘れ去られて置き去りにされてしまったような、寂しい場所。だけど、ここはクロエの故郷なのだ。

「しかし父親が人間って、そういうことってよくあるのか？」

　さっきまで機嫌の良さそうだったクロエの声が、堅く湿り気を帯びたものに変化する。

「まさか。そんなのよくあったら困るでしょ。人間はあくまで観測し、命の雫ライフドロツプを生み出すもの。それ以上でもそれ以下でもないわ。契約することはあっても、恋愛感情を持つことや婚姻は認められていない」

「じゃあもしその決まりを破ったら、どうなるんだ？」

　彼女は急に真顔になり、ぞっとするような表情で言葉を零した。

「人間の世界も魔法界も、レールから外れた者へ処遇が厳しいのは同じよ」

　背筋に冷たい水を落とされたように、突然寒気が襲ってきた。

　あまりにクロエの表情が冷たかったので、その処遇がどんなものかは詳しく聞くことができなかった。

「私は絶対、母のようなバカな真似はするかって思って生きてきたわ」

　俺にはクロエがどんな生活を送ってきたのか分からない。よくよく考えると、クロエの趣味も知らないし、好きなものも苦手なものも知らない。

　俺は本当にクロエのことを何も知らないのだ。

　かろうじて分かることといえば、好物がドーナツってことくらいだ。まだ会って数日なのだから当然といえば当然だけれど、妙に悔しい気持ちになった。

　考えてみれば、クロエが自分の話をしてくれるなんて珍しいことだった。

　いつも傍若無人な態度だが、おそらくクロエにはクロエの苦労があったのだろう。

「せっかく来たんだし、ついでにお父さんに挨拶でもしたらどうだ？」

「父はもうここにはいないわ。ずいぶん前に、この場所を立ち去ったはずだから。今はどこにいるのかも分からないし」

「……あれー？」

　確かにそうなのだろう。神社には人の気配がない。もうここには誰も住んでいないのだ。

「となると、俺のやったことって、もしかして本当にただの余計なお世話だったのか」

　少し落ち込んでいると、クロエは威勢よく立ち上がった。

「そうね、まったくもって無意味！」

　そして身軽な動作で、子供のようにぴょんぴょんと石段を降りていく。

「暁あかつきってそういうやつよね。早とちりだし、優柔不断だし、すぐに女の子を触る変態！」

「最後のは俺がやりたくてやってんじゃねーよ」

　一番下まで降りきったところで、クロエはぴたりと動きを止める。

「でも本当は、ずっともう一度来てみたかったの。父と暮らした場所がどんなところか、ちゃんと思い出したかった。多分、私一人じゃ一生来られなかったと思うわ」

　クロエはくるりとこちらに振り返り、満面の笑みを浮かべた。

「暁、連れてきてくれてありがとう」

　その笑顔に、思わずひっくり返ってしまうくらい驚いた。

「あ、いや、……俺は別に」

　本当にびっくりした。

　だってクロエが笑う時は、いつも人を小馬鹿にするような、見下すような冷たい笑顔が多かったから。こんな風に、心から感謝するような表情ができるなんて、知らなかった。

「さ、帰りましょうか。午後からは気合をいれて高ランクの人間を探すわよ」

「へいへい」

　クロエの目的を果たせたのかどうかは、怪しいところではあるが……とりあえずさっきの笑顔を見られただけでも、ここに来た価値があったのかもしれない。
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七章　柏かしわ木ぎ芽め衣い子こは幽霊を愛している







　延の霧きり山ざんから帰還した後、クロエと俺は熱心に高ランクの人間を探していた。

　しかしやっぱり確率は低いらしく、見つけたのはＣランクの人間二人だけだった。

　クロエの目論見としては、最低でもＢランクの人間をあと一人か二人発見したいらしい。

「もうこのあたりにはいないのかしら……」

　いよいよ試験最終日。

　けれど俺たちは、完全に行き詰まっていた。そもそも山なんか行ってる場合じゃなかったのかもしれない。

　クロエも少し諦め気味で、珍しく自分から「部活に行こう」と誘ってきた。考えれば猫のしっぽ部も今日で最終日になるわけで、名残惜しいのは当然だ。

　俺は俺で、クロエがいなくなってしまうことや、クロエがいなくなると猫のしっぽ部の存在すら消えてしまうのだろうかとか、色んなことをぐるぐると考えていた。どうにかできるならどうにかしたいが、魔法界のことは範はん疇ちゆう外がいだ。

「そういえば、リーネもここ数日姿を見せないな」

　こよいと柏かしわ木ぎがまだ来ていないから、二人だけの部室は静かだった。誰だれも座っていない二脚のパイプ椅子も、どこか寂しげである。

　傾く西日がクロエの銀色の髪をオレンジ色に染めている。近くで吹奏楽部の子が練習しているのか、廊下からは音の外れたトランペットの音が聞こえてきた。

　クロエは金色のティースプーンをつまみ、紅茶の中に何杯も何杯も砂糖を投入する。それから台風のようにガシガシと勢いよくかき混ぜた。どうやらやさぐれているらしい。

「リーネちゃん、たくさん高ランクの人間を発見してるのかしら」

「まぁでも試験に負けたとしても、罰則とかはないんだろ？」

　クロエは瞳をぎらぎらさせながら、小さな拳をかたく握って訴える。

「あのね、私には負けるなんて展開はありえないのよ！　試験に勝利して、いずれ学園統治者アカデミー・マスターになりたいのももちろんだし、そもそも学園でエリートとして名が通ってる私が、リーネちゃんごときに負けるわけにはいかないのよっ！」

　よく分からんが、相当大事な試験だということには変わりないらしい。そしてクロエがエリートとして名が通っているなんて初めて知った。

「言っておくけれど、私は学年首席なのよ！」

「まじで!?　普段どんな汚い手を使ってるんだ？」

　素朴な疑問を口にすると、頭を殴られた。

「しかし、ごときとはずいぶんな言い草だな。リーネとは、普段からよっぽど仲が悪いのか？」

　するとクロエはきょとんとした表情になる。

「何言ってるの？　超仲良しよ。むしろリーネちゃんは私の唯一無二の親友よ」

「じゃあどうしてそんな言い方なんだよ！」

　そう指摘すると、なぜかクロエは恥ずかしそうに頰ほおを染めた。

「これは悪い癖だと自分でも思ってるんだけど、私って気に入った子にはつい冷たく接してしまうところがあるのよ。好きな子をからかう、というか」

　言いたいことは分からんでもない。幼稚園児の男の子が好きな女の子にブスとか言って泣かせてしまうのと同じ理論だろう。




　そんな話をしていると、こよいと柏木が部室に到着した。

「やっほー！　さ、今日もオスの三毛猫を探しましょうか！」

「一回も探したことないよな」

　クロエのほうをちらりと見ると、聖母像のように穏やかな笑みで俺たちを見守っていた。他人事ながら、辛くないんだろうか。さっさと本性を出したほうが楽な気がするけどなぁ。

　俺がティーカップを持ち上げると、紅茶が少なくなっているのに気づいたこよいがメイドさんよろしくポットを差し出してくれた。

「暁あかつき君、お茶のおかわりいりますか？」

「おっ、すまないね」

「どうぞどうぞ。今日は私、家からお茶菓子を持ってきたんだ。紅茶と合うと思うんだよね、このクッキー」

　そういいながら、こよいは鞄かばんの中から小さな丸い缶を取り出した。缶の中央にはこういうのに疎い俺でも知っている、有名なブランド名が英語で書かれていた。これ、もしかしてすごく高級品なのでは。

　俺はオレンジピールの入ったクッキーをつまみ、妙に感慨深い気持ちになった。

　部室で柏かしわ木ぎとこよい、おまけにクロエとのんびり過ごす時間は、俺にとって何物にも代えがたい至福の時間だ。それが今日でなくなってしまうのなら、抵抗したいが……。一体どうすればいいのだろう。

　柏木は幸せそうにクッキーを堪能していた。

　そしていつも以上にきらきらした笑顔で、唐突に発表する。

「はい！　あたし、今日は猫のしっぽ部の皆さんにお知らせしたいことがあります！」

「知らせたいこと？」

　他の三人は、その言葉を不思議に思って顔を見合わせる。

「じゃかじゃーん！」

　柏木が手にしていたのは、俺たちが廊下に放置していた『目安箱』であった。もはや存在自体忘れていたが、そういえば情報を集めるためにこんなもんを作ったんだっけ。

「あのね、今日確認してみたら、中に手紙を入れてくれた人がいたの！」

「えっ!?」

　俺たちはほぼ同時に叫び声をあげる。

　こんな胡う散さん臭くさい部活にわざわざ情報提供してくれるなんて、どれだけ暇な……いや、親切な人なのだろう。

『猫のしっぽ部の皆さんへ。

　実は私の飼い猫のミーちゃんが、桜おう来らい高校の近くにある廃はい墟きよに迷い込んでしまったようです。真っ白な、毛の長い、顔だけに黒い模様のある猫です。

　よかったら探してください。』

　手紙の端っこには、小さく黒猫の絵が描かれている。

　俺たちはしばらくその手紙をじっと見ていた。

「…………柏かしわ木ぎ、これ俺たちの活動内容と違う」

「うんっ！」

　柏木の表情には相変わらず邪気がない。

「猫探せって書いてあるよ。これはなんか、人助けする部とか、そういう部がやるべきでは」

　すると柏木はまっすぐな声で俺に問いかける。

「見たことある、もがみん？」

「え？」

「高校の近くの廃はい墟きよ！」

　そう言われ、思い返してみる。そういえばクラスのやつがうわさしてるのくらいは聞いたことがあるし、ちらっと見たこともあるかもしれない。

「あれだよな、薄暗い通りにある、誰も住んでなくて妙にでっかい洋館。草とかぼうぼうで、お化けが出るってうわさのやつだろ？　よく子供が肝試しに入ってるっていうよな」

　こよいは怖い話が嫌いなのか、いつも以上にぷるぷる震えている。

「一体どこの誰がこれを入れたんだろう」

　クロエがとんとん、と手紙の隅に描かれた黒猫の絵を指差す。

　……あ！

　柏木は不思議そうに手紙を透かして見ていた。

「どうして探すのは白い猫なのに、マークは黒猫なのかなぁー？」

　なるほど、この『招待状』を送ってきたのはリーネであろう。

　とすれば十中八九罠わなだと分かっているところにみすみす飛び込みたくはないし、もし巻き込まれるとしても俺とクロエだけで充分だ。柏木とこよいまで危険な目にあわせたくない。

「私、お化けとか苦手だなぁ……」

　こよいはどんよりした表情で震えていた。柏木はそんなこよいを必死に鼓舞しようとする。

「いいじゃないこよいっち、変化のない生活に一輪の花！　季節外れのお化け屋敷！」

「変化のない人間でごめんなさい」

　なぜかこよいが謝りだした。

「幽霊が怖いとか言ってごめんなさい……弱点が多い人間でごめんなさい……私なんかが人の役に立つためには、やっぱり廃墟に乗り込むしかないのかな……」

「そんな無茶苦茶な」

「だけど私、怖くって、怖くて……」

　震えながら懐に仕込んでいた刀をさっと取り出す。

「怖すぎて自害しますぅっ！」

「生きろ───────────────！」

　こよいの行動のほうがよっぽど怖い。こよいが命を絶とうとするのを阻止し、俺はゼエゼエ息を吐きながら柏かしわ木ぎに質問した。

「柏木は、本当にその廃はい墟きよに猫がいると思うか？」

　何とか諦めさせようとするが、いまいちやる気のない他のメンバーに反し、柏木の瞳は砂漠でオアシスを見つけた旅人のようにきらきら輝いていた。

「猫がいるのかどうか、この手紙の真偽は正直分からないな。でもでも、すっごくおもしろそうじゃない？　あたしたちを頼ってくれてるのに、放置するのも申し訳なくない!?」

　うーん、この反応は……。

「もしかして柏木、お化けとか好きなのか？」

　すると柏木は元気よく挙手して立ち上がった。

「はいっ、好き好き大好きっ！　目玉が飛び出たスプラッタとかさー、連続殺人事件の恐怖の館とかさぁ、胸が高鳴るよねぇ。ロマンだよねぇ」

　柏木は両手を合わせ、うっとりするように目蓋を閉じる。そんなもんに胸が高鳴るのはこの学校でも柏木くらいじゃないのか。

　クロエはどうするんだと視線をやると、きらきらと瞳を輝かせ、こよいの手を握った。あまりのやる気にぎょっとしてしまう。

「こよいさん、絶対に行くべきだと思うわ！　だって私たちをわざわざ頼ってくれたのよ？　それなのに、行かずに放置なんてしたら、私たちを信頼してくれた人はどんな気持ちになるかしら？　一緒に行きましょう！　みんな一緒なら、絶対に楽しい思い出になるわ！」

　クロエの様子に感化されたのか、こよいも震えながらしぶしぶ同意する。

「確かにわざわざ私たちにお願いしているのに、無視するのは悪いかもしれないね。それに、みんな一緒なら大丈夫だよね」

「そうだよ、みんな一緒なら大丈夫！　ってわけで、行こう行こう肝試し！」

　柏木の後押しもあり、あっさり説得されてしまった。こよいの将来が非常に心配である。

　というわけで、結局今日の夜、俺とクロエとこよいに柏木の四人で幽霊調査、もとい猫探しに行くことになってしまった。協調性のなさそうなメンバーだが、大丈夫だろうか。




　用意のために、全員一度帰宅する。

　不気味なのは、クロエがあまりにもやる気なことだった。今も妙に楽しそうな態度で、リュックにお菓子を詰めている。遠足じゃあるまいし。

「あの廃はい墟きよの情報を提供したの、リーネちゃんでしょうね」

「罠わなだよな？」

　クロエは手を止めて、こちらに振り返った。

「えぇ、確実に罠だと思うわ」

「……危険だから、やっぱり行かないほうが」

　しかしその言葉は、逆にクロエを奮い立たせてしまったようだ。

「ううん、いいわ。向こうが何かするつもりなら、こっちだって逆に罠にかけるくらいの気概で挑むだけよ！　だって、逆転するチャンスは今日だけなんだもの！」

　このやる気が逆に命取りにならないといいんだが。

　俺はいつもとキャラが違うクロエの姿を、もやもやした思いで見守っていた。





○






　そんなわけで待ち合わせ時間ちょうどの、午後九時。うわさの廃墟の門の前で待ち合わせである。

　立っているのは俺とクロエ、それにこよいである。

　こよいが夜遅くに一人で出かけるのは怖いと言うので、家の前で待ち合わせをして電車で一緒に行くことにした。何に驚いたって、本当に家がお隣さんなことであった。ほんの数日前までは俺の家の隣には元気のいい三兄弟が住んでいたはずだったんだが、彼らはどこに消えたのか。

「柏かしわ木ぎ、まだかな」

「うぅ、やっぱり帰りたい……」

　こよいはすでに泣きそうな顔をしていた。彼女の気持ちも分からんでもない。

　うらぶれた廃墟っていうのは、想像以上に迫力がある。

　廃墟といえど、実は誰かが暮らしているんじゃないかと思っていたんだが、どうやら本当に誰もいないらしい。雰囲気からすると、いたとしても吸血鬼かミイラってところか。

　ちょっと気味が悪いな、と思い出すとすべてが不気味に見えてくる。

　空に出ているおぼろげな月さえ、なにか不吉な出来事を予感させるように頼りない。

　心霊的なものに興味がない俺でさえ嫌な感じだと思うんだから、もともと怖いことが嫌いなこよいはもっと怯おびえているだろう。

　入る前から限界という感じで、銅像みたいに固まっている。

「こよい、あんまり無理はするなよ」

　彼女が何か返事をしようとした時だった。

　暗闇から、にゅっと白い腕が二本飛び出してきた。

「悪いごはいねぇがぁ！」

「きゃああああああああっ！」

　こよいは驚いて大声で叫びながら、反射的に隣にいた俺へぎゅうっと抱きついた。

　少し驚いたが、こんなことをする人物はここには一人しかいない。

「柏かしわ木ぎ、びっくりさせるなよ」

　夜だろうがなんだろうが期待を裏切らないやつだ。振り返ると、やっぱり当然のごとく柏木がいた。

「はっはー、おもしろいくらいにがっつり引っかかったね！　そんなんじゃまだまだあたしには敵いませんぞ」

　一体何の勝負をしているんだ。

「芽め衣い子こちゃん、びっくりしたよぅー」

　涙目のこよいがびくびくしながら柏木に視線を送る。

　柏木は持っていた懐中電灯をぱっと自分の顔に差し向ける。すると下から光が当たり、影が不自然に色濃くなって老婆のような表情が現れた。

「ごーめーんーねーこよいっちー。お詫わびにー幽霊のー恐怖の晩ばん餐さんにー招待してあーげよーかー」

　無駄におどろおどろしい口調で歌いながら、じゅるりと舌なめずりをする。一体どこを目指しているんだ、柏木は。俺とクロエもミュージカルの呪いに巻き込まれ、おどろおどろしいポーズで柏木と並んでふらふら踊ってしまう。

　こよいは再びひゃああああと悲鳴をあげ、泣きそうになっていた。

「柏木、そのくらいにしとこうぜ。まだ家の中にも到達してないのに、こよいが意識を失うぞ」

「大丈夫だよこよいっち、もしやばいのが出てきたら、あたしが守ってあげるから！」

　そう言って柏木はしゃあ！　とファイティングポーズをとる。

「うん！」

　柏木は本当に怖いもの好きらしい。足取りが軽いどころかスキップしている。

「というわけで、ついにやってきました！　デデドン！　第三回肝試し大会のお時間です！　フッフー♪」

　第一回と第二回はいつ開催されたんだ、とツッコミたくなる気持ちをぐっと堪えて懐中電灯のスイッチをいれる。

　柏かしわ木ぎは陽気に自作の歌を口ずさんでいる。ご機嫌そのものだ。

　楽しくてしかたないらしく、ぴょんぴょん飛び跳ねるように歩いていく。

「さ、それじゃ全員揃そろったことだし。あ、これもしかして猫のしっぽ部、記念すべき初の野外活動でもあるんじゃない？」

　こよいがぷるぷると震えながら顔を覆う。

「あうぅ、野外活動なら遊園地とか行きたかったよぅ」

　ぶん、と右手を振り上げ柏木が指揮をとる。

「ではでは、お化け探しツアーに出発出発！」

「目的は猫じゃないんかい。あと柏木、ちょっと声抑えたほうがいいぞ」

「ん、確かにそうかも」

　通報でもされたら厄介この上ない。なるべく慎重に、かつ短時間で終わらせないと。

　全員で黒い門扉に足をかけ、こそこそと門を乗り越える。

「こよい、手引っ張ろうか？」

「ごめんね暁あかつき君」

　どうやらこよいはあんまり運動が得意でないらしい。門の間に足が挟まって、罠わなにかかったねずみみたいにじたばたしている。

　全員敷地内に入ると、改めて廃はい墟きよを見つめた。三階建ての暗くて大きなそれは、口を開いて待ち構える化け物のように見えた。

　しかし気味が悪いと思いつつも、それと同時にちょっと心が躍っているのも事実だ。お化け屋敷に忍び込むなんて、今まで一度もやったことがない。冒険のようでちょっとわくわくする。

　柏木は一階の窓をそうっと開き、窓枠に足をかけて中に入り込んだ。

「ここ、開いてたのか」

「この窓の鍵、壊れてるんだって。運動部の先輩に教えてもらったんだ」

　廊下の向こうからぴちゃん、と水が滴る音が聞こえた。どこかの蛇口が漏れているのだろうか。

「く、くらぁい」

　さっきから口数が少ないこよいは、もうすでに泣きそうだった。

　道筋を照らすのは頼りない懐中電灯だけだ。

　さすがにちょっと気味が悪いので、俺とこよいは芋虫のように固まって廊下を歩いていく。

　一人でどんどん暗闇の中を進んでいく元気があるのは柏木だけだ。

「おい柏かしわ木ぎ、あんまり離れると危ないぞー」

「あ、ごめんごめん。おじさんはりきっちゃった」

　声をかけると柏木はぱたぱたとこちらに舞い戻ってくる。それから不思議そうに天井を見上げた。

「どうしたんだ？」

「や、何か誰かの視線を感じて」

　その言葉に、こよいがぴゃっと悲鳴をあげる。

「だっ、誰かいるの!?」

「ごめんごめん、多分気のせいだから」

　隣にいたクロエが、俺の耳元でこそっと説明する。

「……どうやら結界が張られているみたい」

「結界？」

「えぇ。人間の力では干渉できない、魔法の力で。それに視線を感じたのも、あながち気のせいじゃなさそうよ。用心したほうがいいわ」

　その言葉にごくりと唾を飲み込んだ。そう言われると、俺もどこかで化け物に見張られているような気になって、きょときょとと周囲を観察した。

　一階の廊下の端まで歩いてみたが、特に変わった様子もない。

　何だ、拍子抜けだ。

　そう思いながら今度は階段をのぼっていく。古いからやけに足音が響く。途中で抜けたりしないだろうな……。

　すると中央辺りの段が、なぜかぼこんと盛り上がる。

　先頭を歩いていた俺と柏木は、不思議に思って顔を見合わせた。

「え？　今、何か音が……」

　そこから突然灰色の手がひゅっと伸び、近くにいたこよいの足をつかむ。

「こよい！」

「きゃああああああああっ！」

　床から這はい出してきたのは、血色の悪い無数のゾンビだった。

「ゾンビいいいいいいいいっ!?」

　こんな化け物、存在するわけがない。普段の俺なら完全に作り物だと思うだろう。しかしあまりにその動きや表情がリアルで、冷静になろうとしても恐怖がせり上がってくる。

　ゾンビはうめき声をあげながら、俺たちを追いかけてくる。しかも走るのが意外と速い。ゾンビってゆっくりとしか動けないんじゃないのか!?

「すごい、凝ってるね！　そのメイクどうやったの!?　あたしも今度やりたいっ！」

「柏木、とりあえず逃げてくれ！」

「ひゃああああっ、私おいしくないですぅ！　食べてもドジが伝染するだけですっ！」

　ゾンビを振りきって上の階にあがると、今度は白いワンピースを着た血まみれの女が俺たちを待ち構えていた。

「きゃああああああああっ！」

　隣にいたクロエがぼそっと俺に説教する。

「何であなたまで一緒になって怖がってるのよ。どうせリーネちゃんの魔法よ」

「怖いってあんなん！」

　リーネの魔法のせいだろうと分かっていても、怖いもんは怖い。俺も大声で悲鳴をあげながらひたすら上へ上へと逃げる。

　柏かしわ木ぎはこんな状況にもかかわらず、幼い頃からの憧れの人にでも会ったかのような素晴らしい笑顔だった。むしろ尊敬する。

　全員で近くにあった部屋に逃げ込んで扉の鍵を閉める。どっ、どっ、どっと心臓が早鐘を打っていた。こよいは耐え切れなくなったように、ぽろぽろと涙を流した。

「ねぇ芽め衣い子こちゃん、なんだかおかしいよ！　人間が作ったにしては、手が込みすぎっていうか……。猫さんもいないし、もう帰ろうよ、帰りたいよぅ」

　柏木はこよいの真剣な泣き顔を見て、それまで全力で楽しんでいた自分を反省したらしい。こよいの頭をポムポムと優しく撫なでる。

「泣かないでーこよいっちー。君の笑顔はーまるでエメラルドのきらめきのようにーかわいらしいーマイスイートハート（低音）」

　センスが二十年は古いラブソングを歌って、こよいを慰めている。

　とにかく俺も、これ以上柏木やこよいを巻き込みたくない。なんとか二人を家に帰せないかと悩んでいた時だった。

　真っ暗な部屋を、ふっと眩まばゆい光がよぎる。

　こよいが信じられない、という声で呟つぶやいた。

「……え？　ホタル？」

　のように見えるが、もちろんそんなものはいないだろう。

　最初はホタルのように小さな光だったそれは、だんだん大きくなり、いくつもいくつも現れ、やがて俺たちの周囲を取り囲む。

「ひゃっ……これ、火の玉!?」

　俺たちの立っている床の下から、地響きが鳴った。

「何だ？」

　初めは地震かと思ったが、どうも違うらしい。

　木製の床が隆起してひび割れ、その下から巨大な植物の蔓つるが伸びてきた。

「きゃああああああっ！」

「わっ、何なに!?」

　植物の蔓つるはまるで自らの意思を持っているように、ぬるぬると床を這はう。

　柏かしわ木ぎとこよいの手足に絡みついて、人形を放り投げるように簡単に二人の身体を持ち上げてしまった。

「柏木！　こよいっ！」

　巨大な蔓はそのまま天井も突き破り、二人に絡みついたまま連れ去ってしまう。

「おい、クロエ！　柏木とこよいが連れていかれたっ！」

　俺は必死にクロエの姿を探した。クロエは無事だろうかと一瞬心配したが、彼女は自分の周囲にだけバリアを張り、完全に防御していた。

「お前ふっざけんなよ！」

「つい自分の身を守ってしまったわ」

　心配して損した。こいつはこういうやつだった。

「リーネちゃんもさすがに人間を傷つけはしないでしょう」

　クロエは天に向かって大きな声で叫んだ。

「いい加減出てきたらどう!?　ずっとどこかで見ていたんでしょう!?」

　緑色の巨大な木はありとあらゆる場所に根を張り、まるで洋館を食いつくすくらいに成長していた。

　太い幹は天に届くほど高くその蔓を伸ばす。ジャックと豆の木を連想してしまう。

「柏木、こよいっ！　大丈夫か！」

　俺は二人の姿を必死に探した。柏木とこよいの返事はない。

　その代わり、蔓の上部からは、聞き覚えのある少女の笑い声が響いた。





八章　リーネ・ミルカ・シェリーワークは憤いきどおっている







　俺とクロエははっとして声の主を探す。

　青白い月を背にして、水色の魔女が空に浮かんでいた。

「ここで会ったが百年目っ！　クロエ、やっと正々堂々と勝負できるわね！」

「……そんなに二人きりになりたかったの？」

「ちがあああああああうっ！　今日こそ、アンタをギッタギタのメッタメタにしてやるんだからぁっ！」

　リーネは悔しさのあまり自分のスカートを雑巾のようにぎゅっ、ぎゅっと固く絞る。怒り心頭のようだ。

「とにかく今日こそ、絶対逃がさないんだからっ！」

　そう言ったと同時に、リーネの機関銃から雷のような電撃が弾け飛んでくる。

「ぎゃっ！」

　電撃はすさまじい破壊音を立て、俺の顔すれすれの場所を飛んでいった。

　避けられてよかった。電撃がぶつかった部分の屋根が無残にへこんでいるのを見て、胸を撫なで下ろす。こんなのが直撃したら完全に死んでた。

「リーネちゃんはちょっと愛情表現が屈折してるから」

　彼女が屈折した原因があるとしたら、間違いなくクロエのせいだということは分かる。

　リーネはわなわな肩を震わせながら、ぎりりとクロエを睨にらみつける。

「何が愛情よーっ！　思えばアンタと初めて会った初等部の入学式の日から、ろくなことがなかったわ！　首席で入学するはずだったのにアンタにトップの座を奪われるわ、それからずっとどれだけ勉強してもアンタがトップだわ、好きな男の子はアンタに告白するわ、しかもその男の子をボロクソにけなしてふるわっ！」

　思い出している間に腹がたってきたのか、リーネはさらにクロエの悪口を連ねる。

「その他にもあるわよっ！　アンタにそそのかされて禁止区域に行って帰り方が分からなくなって命の危機に陥ったり、すすめられたキノコを食べて生死の境をさまよったり、買い置きしておいたお菓子を勝手に食われたり、やっておいたはずの宿題をなくされたりっ！　今まで大切なものを全部アンタに奪われてきたアタシの気持ちが分かるわけっ!?」

　多少八つ当たりみたいなエピソードもあったが、クロエの態度を鑑みるとリーネの言い分が気の毒に思えてきた。

「色々あったみたいだし、ちゃんと謝ったほうがいいんじゃないか？」

　そう促すとクロエは素直にうなずいた。

「リーネちゃん、ごめんね。私が生まれながらのエリートだったせいで、劣等生のリーネちゃんに悲しい思いをさせてしまったみたい」

「あああああああああっ!?」

　リーネは頭をかきむしり、声にならない叫びをあげて激怒している。

「お前、火に油を注いでどうするんだよ」

「ちょっとした冗談だったんだけど」

　無表情でそう言われても嫌味としか受け取られないだろう。

「リーネちゃん、本気で戦うつもりなの？」

　そう問いかけられると、リーネの瞳にさらに強い怒りの炎が燃えさかった。

「当たり前でしょっ！　アタシは最初から、試験とか学園統治者アカデミー・マスターなんてはっきり言ってまったく興味がなかったのよ！　ただアンタを負かして、アタシのほうが上だって証明するためだけにここまでやってきたんだからっ！」

　その言葉を聞き、クロエはうつむいてしまう。銀色の髪がさらりと流れた。

　俺はクロエの寂しげな表情にどきりとした。

　昔からの級友にここまで嫌われていると知れば、鋼鉄の心を持ったクロエでもさすがにショックを受けたのだろう。

　魔法学園の決まりなど分からないが、成績優秀者しか選ばれない大切な試験をなげうってでもクロエを打ち負かそうというのは相当な執念だ。

　そっとクロエの顔を見やると、意外な言葉が溢あふれた。

「……そこまで私のことが好きだったの」

　こいつの思考回路はどうなってるんだ。ショート寸前どころか完全にスパークしている。

　再び攻撃を仕掛けるつもりなのか、リーネの銃に光が充じゆう塡てんされていく。

　これ以上巻き添えをくらいたくない。戦いの規模が大きくなれば、この木のどこかに捕らえられているはずの柏かしわ木ぎたちも危険だ。

　俺は両手を広げ、二人の間に立ちはだかる。

「ちょっと待てって！　とにかく話し合わないか？　誤解があったかもしれないし」

　するとリーネはそれまで完全に眼中になかった俺を、初めて視界にいれたようだ。

「これ以上話すことなんてないわ！」

　クロエと話していると腹がたってたまらない、という感覚はよく分かる。こんなやつと幼少期から一緒なら積年の恨みもあることだろう。

「とにかくリーネちゃん、お願いだから落ち着いて」

　クロエが両手を広げ、俺の前に進み出て空を仰ぐ。

「あなたが怒っている気持ちも分からなくはないわ」

　リーネは一瞬たじろいだのか、後ずさりする。

「何よ、いまさら謝ったって！」

「この男には何をしてもいい。だけど、お願いだから私だけは助けて！」

「お前結局自分の保身しか考えてねーじゃねーかっ！」

　その言葉にぶつんと切れたのか、リーネは俺に向かって勢い良く雷を落とす。

「じゃあその言葉どおり、そいつに天罰落としてくれるわ──────っ！」

　バリバリとすさまじい音をたて、俺に雷が直撃する。

「ぎゃあああああああっ！」

　一瞬すべての光景が真っ白になった。

　ドオン、とものすごい爆音と衝撃が俺の身体を貫く。

　頭がチカチカする。そして俺の髪の毛がくるんくるんに爆発した。身体は真っ黒焦げだ。顔の周りにはくるくると星がはじけている。

「ちくしょうクロエ、俺を身代わりにしやがって」

　クロエは近くにちょこんと座り、じっと俺の顔を見下ろした。

「よかったわね、主人公の呪いが発動して。雷に撃たれてもあなたならアフロっぽい髪型になるだけですむと思っていたわ」

『説明しよう！　雷に撃たれたらやっぱりアフロだ！』

　一応計算してのことだったのか。被害を少なくすませることができたのだし、結果オーライだろうか。

「三割くらいの成功率だったけれど、うまくいったわね」

「けっこう危ない賭けだったんじゃねーか！」

　もういやだ、帰りたい。くるくるパーマになってしまったし、ここにいたくなくなってきた。

　リーネの怒りのボルテージは、みるみると上がっていく一方だった。銃を握る手がカタカタと震えている。

「……結局アンタはいつもそうよね。そうやって、いつもアタシと本気で勝負しようとしないんだからっ！」

　リーネは何かを決意した表情で、銃を天に向かって突き上げる。リーネは呪文を詠唱し始めた。やがて彼女の銃から、巨大な青い球体が飛び出した。

「リーネちゃん！」

　焦った表情でクロエが叫んだ。

「まさか、今までも人間界で集めた命の雫ライフドロツプを自分の魔法のために使っていたの!?　やめなさい、そんなことしたら試験資格を取り消されるだけじゃなく、厳罰が待ってるわよ！」

　ただごとではないクロエの様子に、俺も不安になって問いかける。

「クロエ、あいつ何をしようとしてるんだ？」

「私たちは人間の命の雫ライフドロツプを集めるためにここに来ているって言ったでしょ？　命の雫は魔法の強大なエネルギーになるってことも。けれどリーネちゃんは集めた命の雫を、私利私欲のために使おうとしている！」

「そんなことしていいのか？」

「ダメに決まってるでしょ！　集めた命の雫を勝手に使われるのを防ぐために、命の雫を回収する役目は、毎年優秀な生徒だけに任されるのにっ……！」

　そう言われれば、確かに不自然だと思うことは何回かあった。

　人間界で使える魔法は五回と規制されているはずなのに、リーネはガラスを割ったり猫になったり好き放題していた。今さっきのお化け騒ぎにだって、当然魔法を使っていたのだろう。

　最初見た時リーネの手の甲の数字は『02』だったのに、今はまた『05』に増加している。

「リーネちゃんっ！」

　クロエの声はリーネには届かない。

　リーネが呪文を終えると同時に、さっきまで雲がほとんどなかった夜空が急に暗雲で覆い尽くされてしまった。台風が訪れる直前のように、周囲が禍々しい空気に包まれる。

　禍々しい空気はやがて黒い渦になり、リーネの前方に集中した。

　現れたのは、黒い翼を携え血のように赤い鎧よろいを身に纏まとった、屈強な男だった。

「リーネちゃん、それもしかして……」

「アタシのとっておきの召喚呪文、魔王ルシファーよ！」

「魔王っ!?」

　魔王と言われれば、まさにそんな風貌だ。

　紫色に輝く長い髪に、顔や肌は真っ白で、とても人間だとは思えない。おまけに頭には二本の角が生えている。ルシファーの周囲には黒いもやのようなオーラが漂っていた。

　うっ、強そうだ。こんなのと戦えっていうのか？

「クロエ、こっちも対抗して何か強そうな助っ人呼んでくれ！」

　俺はクロエに助けを求めた。しかしもうその時には、隣にいたはずのクロエは忽然と姿を消していた。

「あれっ!?」

　クロエは自分だけ遠くに避難していた。

「暁あかつき、がんばりなさい！」
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　なんてやつだ……！　完全に人任せにしやがった！

　どうにか話し合いで折り合いをつけられないかと期待したけれど、相手は戦う気満々だった。

「……お前が俺の敵か」

　赤い瞳で俺を睨にらみつけ、地の底に響くような邪悪な声で呟つぶやく。

　魔王の後ろに控えているリーネは、嬉うれしそうに高笑いした。

「ふふっ、それだけじゃないんだから。アンタがどんな妙な力を持っていたって、反撃すらできないわよ！」

　リーネがパチンと指を鳴らすと、太い蔓つるに何かが捕らえられているのが見えた。

「あっ……！」

　手足を拘束されて十字架にかけられたように吊つるされていたのは、こよいと柏かしわ木ぎだった。

　二人は苦しいのか、ぐったりした様子で目を閉じている。

「おい、お前卑ひ怯きようだぞ！　その子たちを離せっ！」

「ふふん、嫌よ、人質を離すわけないでしょ。そのために猫のしっぽ部を招待したのよ」

　なんてやつだ。リーネは最初から二人を人質にし、俺に反撃させない作戦だったのだ。

　こよいや柏木は呪われてこそいるが、魔法のことなんか何も知らない。関係ない人間をこんなわけの分からない戦いに巻き込むわけにはいかない。

「リーネ、卑怯だぞ！」

「そうよ、リーネちゃんの枝毛！　隠れダイエッター！　貧乳！」

「貧乳はアンタもでしょ!?　いい加減にしなさいよ！」

　焦れた俺はクロエに助けを求める。

「クロエ、彼女たちだけでもお前の魔法で助けられないのか!?」

　しかし何を血迷ったのか、クロエは銀色の髪を靡なびかせ、ルシファーの腹に華麗な飛び蹴りを決める。

　いきなり肉弾戦は無茶だ！　彼女を止めようとすると、クロエはルシファーに向かってさらに無茶なことを言い出した。

「ちょっと、一番かわいい私がどうしてヒロインに数えられてないの!?　私も捕まえなさいっ！」

「いや、あの……」

「私もさらいなさいって言ってるでしょ！」

　ルシファーもクロエの強面に圧倒され、「ま、まぁいい、捕まえておくか」とか言ってる。それでいいのか、魔王。

　ルシファーの許可を得て、クロエは自分から蔓つるに捕らえられて吊つるされてしまった。

「これでよし」

「お前ほんと何やってんの!?」

　意味不明すぎる行動に頭が沸騰しそうになった。

　だめだ、あいつはまったく頼りにならん。こうなったら俺一人の力で切り抜けるしか道はない。

　しかしどうやって戦ったらいいんだ？

　考えている間に、ルシファーが攻撃を仕掛けてくる。

「お前が動かないなら、こちらから行くぞ！　煉れん獄ごくの咆ほう哮こう！」

「うぉっ！」

　必殺技名を叫ぶと同時に、ルシファーの手から黒く燃える炎の塊が飛んでくる。

　直撃しそうになり、身体をリンボーダンスのように仰け反らせて必死に避けた。

　おいおい、主人公の呪いがかかってるならちゃんと避けてくれよ。

「ふはは、無様だな」

「くっ……！」

　気がつくと、いつの間にか屋根の隅に追いつめられていた。これ以上後ろに下がれば、そのまま地面に墜落してしまう。

　悔しいけれど何一つ対抗する手段がない。せめて武器でもあれば、蔓を切ることくらいはできたかもしれないのに。

　じりじりと大きな魔王が迫ってくる。だいたい相手がデカすぎる。優に二メートル以上はあるだろう。こんなんにどうやって勝てというのだ。

　何度も飛んでくる炎を這はいつくばるようにして避けると、頭上から冷ややかな笑い声が聞こえた。

「本当に無様ね。あなたは床に這いつくばっているのがお似合いよ」

　見上げると、悪人面をしたクロエが高らかに嘲笑っていた。

「お前はいつから悪役に転向したんだよ！」

「私は最初から魔王様の味方よ！」

「まさかの裏切り！」

　クロエはともかく、他の子たちは無事だろうか。

　そう思って蔓の中に視線を走らせる。

　すると中心に、金色の長い髪を見つけた。強靱な蔓が彼女の首に食い込んでいる。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのクロエと違い、こよいは苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

　早くこよいを助けないと……！

　そう思って歯を食いしばった時だった。

『暁あかつき君っ……！』

『……こよい？』

　彼女がしゃべっている様子はない。そもそもこよいとは距離が遠く離れているし、こんな風に耳元でささやかれるように、鮮明な声が聞こえるわけがないのだ。

　聞き間違いかと思ったが、俺の頭の中には確かにこよいの声が響いてくる。

『私の声、聞こえる？』

　まだ幻聴かと疑いながらも、必死に彼女に返事をする。

『あぁ、聞こえてる。こよい、大丈夫か？』

　そう問いかけると、やはり彼女の声が頭の中に響いた。

『暁君、私のことはいいから、暁君だけ逃げてっ！』

『馬鹿野郎、こよいたちを置いて逃げられるか！』

『でも、でもっ……！』

　彼女の声が、泣き出す寸前の子供のように揺らぐ。

『心配するな、絶対助けてやるからな！』

　彼女に向かってそう心で叫ぶと、こよいが涙を湛たたえた瞳でにこりと笑ったように見えた。

　どうやらきちんと伝わっているらしい。

　なるほど、これも呪いの影響か。

　ピンチになると都合よく仲間とテレパシーで会話ができるようになるのはお約束だ。それはいいんだが、こんな風に影響するんなら早く必殺技を与えやがれ。

　こよいのすぐ近くには柏かしわ木ぎも捕まっていた。

『柏木、大丈夫か!?』

　柏木は手足を縛られて苦しいはずなのに、それでも健気にいつものお日様みたいな笑みを浮かべる。

『大丈夫、全然へいちゃらだよ。だってあたし、もがみんのこと信じてるし！』

『柏木……』

『全然わけが分かんないけど、応援してるからねっ！』

　俺はぎゅっと拳を握りしめた。

　大切な人たちが、俺のことを信じてくれている。

　それだけで力が湧いてきた気がする。

　胸の中が熱い。

　俺はゆっくりと目を閉じた。

　大切な人が俺を信じてくれている。

　そうだ、それだけで身体の奥底から、熱い光が生まれる。

　俺の中に眠る、真実の力が。







　──今、目覚めるっ！




　………………………………と思ったけど、やっぱり目覚めなかった。




　おい、早く頼む。正直これ以上手の施しようがない。

　唯一の望みであったクロエも、なぜか自分から突撃していって捕まるし。

　そういえばあいつはどこにいるんだろう。

　視線を走らせると、一番高い場所からこちらを見下ろしているクロエと視線が重なった。

　自分からさらわれたとはいえ、怖がっているかもしれない。

　今ならクロエともテレパシーで会話できるはずだし、一応声をかけておこう。

『クロエ、何か分かったことはあるか？』

　俺が主人公らしくテレパシーで情報提供を求めると、クロエはいつになく真剣な表情になり、澄んだ瞳で俺のことをまっすぐ見据えた。

　もしかして、ルシファーの弱点でも見つけたのだろうか!?

　期待する俺に、彼女が伝えた言葉は。

『ドーナツ食べたい……！』

　こいつ、直接脳内に！

　クロエはやっぱりあてにならない。自分で何とかするしかないということしか収穫がなかった。

　武力では敵いそうにないので、俺は言葉でルシファーを説得しようと試みる。

「なぁ、お前は何のためにこんなことをしているんだよ」

　ルシファーがリーネに従うなら無意味かもしれないが、やらないよりはましだろう。

「俺の目的が知りたいか？」

　いや、別にはっきり言って全然どうでもいいんだが、食いついてきたから応じよう。

「あぁ、頼む、聞かせてくれよ」

　するとルシファーは両手を広げ、大きな黒い翼を広げて滔とう々とうと語りだした。

「人間か、愚かな生き物だ。お前たちは皆、この世界で幾度も罪を重ねてきた。私利私欲のために多くの生き物の棲すみ家や命を奪い、蛮行の限りをつくしてきた。愚かな生き物よ。お前こそ一体、何のために戦う？」

　あ、ボスっぽい語りだ。きっとあの人語りたかったんだ。

「別に大層な理由はないけどな。俺を信じてくれてる人がいる間は、諦められないってだけだ」

　主人公の呪いがそれっぽい返事を紡ぎだす。

「ふっ、信じるか。戯言を」

　それまで余裕があったルシファーは、目を剝むいて怒りを吐き出した。

「信じることで、一体何が変わるというのだ!?　だからお前たちは愚かだというのだ。信頼すれど、その信頼はことごとく裏切られる。人間など、信じられるものか！」

　一度深い溜ため息をついて言葉を区切り、ルシファーはゆっくりと言葉を続けた。

「あれはまだ、俺が魔王になる前。普通の人間として、王国の兵士として生きていた頃。俺は戦いに傷ついて倒れ、ソフィアという一人の少女に助けられた」

　唐突に過去を語りだした。え、何、もしかして寂しがりや？

　どうつっこんだらいいのか分からないので、俺は黙ってルシファーの話を聞いていた。

「ソフィアは純粋で、疑うことを知らない少女だった。兵士として戦いに身を投じながらも、俺は彼女と過ごす時間が増えていった。ソフィアは村で織物を売って細々と暮らし、俺も兵士をやめて村で暮らすことを決めた。やがて俺たちは心を通わせ、恋人、そして家族になった。──俺たちは幸せだった。二人でいれば、他には何もいらなかった。しかしその幸せは、粉々に打ち砕かれた！　愚劣で残酷な、人間どもの裏切りによってな！」

　シン、とその場に沈黙が落ちる。

　…………え？　何これ、まだ続くの？　続き聞かなきゃいけないの？

　空気を読んでか巻き込みミュージカルの呪いのせいなのか、柏かしわ木ぎが悲しげなテーマを歌い出す。こら、黙ってなさい。

　仕方なく俺は会話の続きを要求する。

「どうしてそんなことになったんだよ」

「ソフィアは人間の少女として村で暮らしていたが、実は妖精王オーベロンの娘だった。彼女の涙には、傷ついた者を癒やす不思議な力があったのだ。それを知った人間に悪用されたソフィアは無残に殺され、俺はすべてを失った！」

　恋人が人間じゃなくて妖精で、しかも殺されてしまったのか。ちょっと重い話になってきたな。というか悪役だけど、この人のことが気の毒になってきた。

　しかもルシファーを呼び出した肝心のリーネのほうは、この寸劇に飽きてきたのか持っていた携帯ゲーム機で遊んでいる。おい、聞いてやれよ！　お前も当事者だろ！

　置き去りになっているリーネや俺の心境など無視して、ルシファーの声が高ぶっていく。いよいよクライマックスみたいだ。

「信じたところで何が起こる!?　信じることなどで、何も変えられはせぬ！　俺は俺を裏切った人間を許さない。俺は俺を見捨てたこの世界を許さない。俺は俺を欺いた、世界のすべてを憎み続ける。だから今ここで、すべてを終わらせる！」

　蔓つるの上方から、悲しそうなすすり泣きのテレパシーが響く。

『なんてひどい……私、人間に生まれてしまって申し訳ないです。斯かくなるうえは、責任をとって私が自害しますっ！』

　こよい、生きろ！

　そんな言葉が耳に入ると同時に、俺の口も勝手に言葉を吐き出した。

「……さっきから黙って聞いていれば、好き勝手なことを言ってくれるな」

「どういう意味だ？」

　俺は自然とルシファーを睨にらみつけ、彼に主人公っぽい言葉をぶつけていた。

「この世界が絶望だらけなんて、誰が決めたんだ!?　信じることが無意味だって、誰が決めた!?　ソフィアさんの人生は、本当に無意味だったのか？　違うだろっ！」

　ルシファーは言葉に詰まり、俺の声を黙って聞いている。

「ソフィアさんの人生が無駄だというなら。それならお前と出会ったことすら無駄だったってことだ。違うだろ!?　彼女がそんな風に思っているわけがないだろ!?」

　ドンッ、俺の顔の真横で炎の塊が弾ける。あっぶねー！

　しかし避けることもせず、俺の口はひたすら反論を語る。

「貴様、何のつもりだ!?」

「お前の大切な人が、復ふく讐しゆうしてくれってそう言ったのか!?　お前の大切な人が、この世界を消してほしいって、お前の手を汚してほしいって、そう言ったのかっ!?」

「それは……」

「お前の大切な人は、本当にこんなことを望んでいるのか!?　きっと違うんじゃないか？　俺がその人だったら、きっとこう言うと思うよ。お前に、生きてほしいって。確かに命を落としてしまったことは悲しいよ。すごく辛かっただろう」

「黙れ、黙れ、黙れえええええええええっ！　貴様に何が分かるっ！　人間風情に、一体俺の苦しみの何が分かると言うのだっ!?」

　確かにその通りだと思うが、さらに俺の口はしゃべり続ける。

「分かるよ！　分かるんだよ！」

　拳が独りでに、ぶるぶると震える。

「どういうことだ？」

「なぜなら、俺も大切な人を失ったからだ！」

「何だと……!?」

　いや、こっちが何だとだよ。

　大切な人、失った覚えないし。あ、じいちゃん!?　もしかして一昨年の暮れに亡くなったじいちゃんのことか!?

　身体が操られるように、物憂げな溜ため息がもれて遠い目で地平線の彼方を見つめる。

「俺にも昔、大切な女の子がいた。だけど俺が無力だったせいで、彼女を守れなかった。彼女は冷たい地面の上で一人きり、静かに息を引き取った」

　勝手に過去を捏ねつ造ぞうしはじめた！　知らないぞ俺はそんな人物。お手軽に不幸な過去設定をくっつけて大丈夫か!?

『説明しよう！　主人公には悲しい過去がつきものだ！』

　いや、そうだけれども！　実際そうならともかく、俺にはそんな過去ないから！

　しかしルシファーはそんな適当なほら話に感銘を受けてしまったらしい。

　今までとは違った声音で、救いを求めるようにじっと俺を見据えた。

「どうしてお前はそこまで強くいられる？」

　俺とルシファーの間に、通じ合う何かが流れる。

　俺はとびきりのいい笑顔で宣言した。

「さっきも言っただろう。守りたい人が、この世界にいるからだっ！」

　普段の俺のキャラと違ええええええええ！

『説明しよう！　シリアスシーンになると、主人公の性格は若干ブレてしまうものだ。普段と違う自分も受け入れよう！』

　受け入れられないんですけど……。ていうかこれ、いつまでやるんだ？

「守りたい、か。ふっ、お前のような者にもっと早く会っていたら、何かが変わっていたかもしれないな」

　やばい、割と簡単に改心しそうだぞ。もう一息説得したらうまく諦めてくれそうだ。

　とりあえずどうにかこいつを改心させたら、本丸のリーネを狙って……

　そんな作戦をたてていると、頭上から鋭い声が飛んできた。

「魔王、騙だまされちゃダメよ！　そいつは口からでまかせを言ってあなたを懐柔しようとしてるだけなんだから！」

「クロエエエエエエエエエッ！　お前は一体どっちの味方なんだよ!?」

「私はいつも強い者の味方よ」

　誰かあいつをしばいてくれ！　一回でいいからあいつのこと殴って気絶させてやってくれ！

　ルシファーの瞳から迷いがなくなり、にやりと笑みを浮かべ長い髪をさらりとかきあげる。

「もう遠慮はいらない。お前、名はなんという？」

「最も上がみ暁あかつきだ」

「分かった、暁。これが最後の戦いになるだろう。勝負だ！」

　ルシファーは腰に差していた剣をすらりと抜いた。

　研ぎ澄まされた刃先が、稲妻のように鋭い一撃を放つ。

「げっ」

　すんでのところで避けたものの、あたっていたら今頃頭が真っ二つになっていただろう。

　ちょろちょろ逃げ回りながら何か武器になるものはないのか、と必死に頭を巡らせる。

　誰か武器、武器、このさい高枝切りバサミでもいいから武器をくれっ！

　すると脳内に老人の声が響いた。

『大丈夫じゃ、暁あかつき。このガルガンディのもとで修行した日々を思い出せ。お前には、もう魔王に対抗できるだけの力が備わっているのじゃ！』

　そうだ、俺にはガルガンディ師匠が……！　って誰だよ！　師匠とかおらんわ！

「暁っ！」

　俺を呼んだのは、意外にもクロエだった。

　クロエは白い銃で自分を拘束していた蔓つるを破壊し、両手を重ねる。その間から光が拡散し、美しい剣が出現した。

「私が魔法で出したものよ。使いなさい！　聖なる力を持っている剣だから、魔族によく効くはずよ！」

『クライマックスになると、唐突に最強の武器が出てくるのもお約束だ！　ぶっちゃけそれまでがんばってた敵サイドがかわいそうだが、さくっと倒してしまおう！』

　持っているだけで力が溢あふれてくるような、不思議な剣だった。

　つうかこんなん出せるなら何で一番初めに出さなかった。あいつ絶対後でしばく。

「それから、ルシファーの弱点は角の間にあるつむじよ！　リーネちゃんがゲームをやってる間にあの子の手帳を見つけたわ！」

　それを聞くやいなや、俺はルシファーに向かって斬りかかっていく。

「しまった！」

　反応しようとしたが、俺の動きのほうが速い。

「でやあああああああああっ！」

　ざんっ、と風を切る音がした。

　つむじに剣を突き刺すと同時に、ルシファーが地面に倒れる。こよいたちを拘束していた巨大な木も消え去っていく。

　ルシファーは横たわったまま虚空を見上げ、口元から血を流しながら小さく呟つぶやいた。

「ソフィア、長かった……やっと俺も、お前の側に……」

　とか何とか色々言ってる。ここからエンディングイベントが始まるのかもしれないが、俺にはあまり関係ないし省略させてもらおう。つむじに剣が突き刺さっているのでシリアス感を出そうとしても若干愉快な姿だ。

「終わった……」

　魔王を討伐した安心感でその場に倒れると、こよいたちが駆け寄ってくる。

「暁あかつき君、大丈夫!?」

「もがみん、すごかったよ！　さっきの何だったの？」

　一斉に質問されるが、彼女たちを制止して、俺とクロエはリーネの服を引っつかむ。

「ひっ！」

　こそこそ一人で逃げようとしていたリーネは、真っ青な顔でペンギンみたいに硬直した。

「リーネちゃん、どうして逃げられると思ったの？」

　クロエの笑顔が怖い。クロエはリーネのことを近くにあったカーテンでぐるぐる巻きに縛り、柱にきつく拘束した。

「リーネちゃんは私に負けるのが嫌なのよね？　だから人質までとって絶対に勝とうとしたのよね？　なのに、弾丸ゼロだった私に負けちゃった気分はどう？」

「えっ、クロエ弾丸がなかったの!?」

「そうよ。だから暁と契約したの。あのままおとなしく逃げていれば、何もせず勝利することができたのに、わざわざ自分から余計なことをして結局回収した命の雫ライフドロツプがゼロになって、挙げ句の果てにこれからお仕置きされる気分はどう？」

　リーネはくやしそうに地団駄を踏んでいる。

「うるさいっ、うるさいうるさ────いっ！」

　クロエは急に天使のようなやわらかい笑顔を作った。

「リーネちゃん、とりあえずドーナツを買ってきて。今日も、明日も。明後日も、明々後日も、一年後も、十年後も。リーネちゃんは一生私のドーナツを買ってくる係ね」

「いやあああああああっ、そんな係になるくらいなら死んだほうがましよおおおっ！」

　本気で嫌なんだろう。号泣しているリーネを見ていると、気の毒になってきた。色々邪魔はしてきたけどどこか憎めないやつだし、これくらいで勘弁してやってもいいんじゃないだろうか。

　クロエはそんなリーネに追い打ちをかけるようなことを言う。

「もっと痛めつけたほうがいいかしら？」

「なんなのお前、悪魔か何かの生まれ変わりなの？　そもそもリーネとは親友じゃなかったのか？」

「これも愛の鞭むちよ」

　本当に血も涙もないやつだ。

「そうだ、だいたいさらっと味方みたいな顔してるけど、さっき裏切ろうとしたよな？」

「あら失礼ね、ルシファーを油断させて弱点を探していただけよ」

　つんとした顔でそう言っているが、絶対噓うそだ。俺が劣勢になってたら今頃魔王軍の参謀になって地球の半分を私にくださいとか言っていたに決まっているのだ。

「ま、そろそろおしまいにしてもいいかしら。ちょうど試験も終了の時間だし」

　クロエは銃を取り出し、天に向けてトリガーを引く。銃声とともに、空に真っ赤な魔方陣が描かれた。

　その魔方陣に呼応するように、洋館がまばゆい光に包まれた。

　眩まぶしい。まるで太陽に触れるような眩しさに包まれ、目を開けていることができない。

　試験が終了すれば、この生活もすべておしまいだ。

　クロエやこよいや柏かしわ木ぎとの関係も、きっと無に帰す。

　俺は複雑な気持ちを抱えながら、審判の時を待っていた。





九章　最上暁は願っている







　空に浮いた魔方陣から、光の道が描かれる。

　天高くから伸びた光の中から、やがてスーツ姿の女性が粛々と降り立った。

　それまで黙っていたクロエがすっと進み出て、彼女に向かって恭しくお辞儀をする。

「ご足労おかけしました、アンジェラ先生」

　クロエの態度から想定するに、相当偉い人のようだ。

　彼女は俺の想像していたオーソドックスな魔法使いとはずいぶん違った姿だった。仕事のできるキャリアウーマンのように、黒いスーツを身に纏まとっている。髪の毛は腰まで伸びた金髪で、後ろで一つにまとめられている。

　一見厳格そうな雰囲気だが、クロエに向けた視線は優しかった。

「お疲れ様でした、クロエさん」

　そしてアンジェラはリーネを縛っているロープを解き、冷淡な笑みを浮かべた。

「リーネ・ミルカ・シェリーワーク」

「はっ、はひっ」

　名前を呼ばれたリーネは、びくんとすくみあがる。

「あなたは命の雫ライフドロツプの回収が使命にもかかわらず、それを私利私欲のために利用しましたね」

「そっ、それは……だってアタシ、どうしてもクロエを倒したくって……！」

「言い訳は聞きません。これは重罪です。あなたを学校の地下へ、禁固一ヵ月の刑に処します」

　その言葉にリーネの顔が青ざめる。

「一ヵ月もあんな薄暗くて不気味な地ち下か牢ろうにっ!?　アンジェラ先生、もうちょっと軽くしてください！」

「これ以上ないというくらい寛大な処分ですよ」

　彼女の決意は固く、取り付く島もなさそうだ。

「まったく、せっかく一年間努力を重ねて優秀生徒に選ばれたというのに、こんなことになるなんて」

「……すみません」

　リーネはしゅんとうなだれ、弱々しく返事をした。

「あなたには皆期待しているんです。命の雫を自分のために使ったことは許されませんが、魔王の召喚という高等魔法を使えたことだけに関しては評価しましょう」

　その言葉は出来の悪い子供を見守る母親のような、慈愛に満ちたものだった。

　どうやら怖いだけでなく、厳しいけれど根は優しくて良い先生のようだ。

「そしてクロエ・ララ・ペレスヴェート」

「……はい」

「一応あなたが今回の試験の勝者になります。が……あなたの試験結果も、成功とは言いがたいですね」

　その言葉に、今度はクロエが渋い表情になる。

「すみません。初日に弾丸をすべて失い、命の雫は一二〇しか回収できませんでした」

「それ自体はかまわないのです。しかし」

　二人揃そろって、俺のことを見つめる。

「よりにもよって、人間に存在を知られてしまいましたか」

「申し訳ありません。もはや命の雫を回収するには人間と契約するしかなかったんです」

　その言葉に、アンジェラは小さく頭を振った。

「真面目に試験を遂行しようとした結果、でしょうか。まったく今年の試験は想定外の出来事ばかりですね」

　俺にはどうにもクロエが真面目だったとは考えにくい。

「さて、最も上がみ暁あかつきさん」

「あ、はいっ」

　教えてもいない名前をフルネームで呼ばれ、ぴんと背筋が伸びる。思わず大きな声で返事をしてしまった。

　怒られるのかと思ったが、彼女は俺に深々と頭を下げた。

「私どもの試験に巻き込んで、大変なご迷惑をかけてしまいました。深くお詫わび申し上げます」

「いえ、別に俺は全然」

「そちらのお嬢さんたちにも」

　そういえば静かだと思って振り返ると、こよいと柏かしわ木ぎは二人で背中合わせにもたれあい、気持ちよさそうに眠っていた。

「彼女たちとあなたの中にある魔法界諸々の記憶は、私の力で消去させていただきます」

　その言葉に、どくりと大きく鼓動が鳴った。

　とうとうだ。

　全部、消されてしまう。今までの楽しかった数日間が、全部。

　彼女が俺に、じりっと一歩近づく。反射的に後ずさってしまった。

　このまま全部なかったことにされるのは嫌だ。しかし打開策が見当たらない。

　怯おびえていると思ったのか、彼女は優しい笑みを浮かべた。

　俺はせめてもの時間稼ぎにと、彼女に問いかけた。

「そうだ、俺にかかってるラッキースケベの呪いを解いてもらえるんですよね!?」

　するとアンジェラは、きょとんとした顔になる。

「ラッキー……なんですって？」

「俺、中学に入るずっと前から呪われてたんですけど」

　クロエも隣に並び、事情を説明した。自分がランクダウンさせたこと、ラッキースケベの呪いはＡランクで強力なこと。

　アンジェラは俺の呪いのことを知らなかったのか、思い切り顔をしかめる。

　彼女は俺の額にふわりと指を当てた。

　数秒間黙っていたかと思うと、驚いたように悲鳴をあげる。

「……何てこと。あなた、これまで何年も呪われていたのですか!?」

「そうです」

　アンジェラは頭痛がさらにひどくなったような顔をした。

「通常、人間に呪いをかける時、成長に配慮し、中学生未満の子供に呪いをかけることはありません」

　そう言われても、俺は十年以上呪われてるんだからしょうがない。

「こんなひどい呪いにかかっていたのでは、あなたの人生はこれまでさぞ愉快な……いえ、大変なものだったことでしょう」

「今愉快って言いましたよね!?　実は面白がってませんか!?」

「いえいえ。最も上がみ暁あかつき。せめてもの償いに、あなたの呪いを消滅させてあげましょう」

「ほ、本当ですか!?」

　青天の霹へき靂れきに、思わず身を乗り出して聞き返してしまう。

「と、思ったのですが」

「思ったのですが!?」

　アンジェラは、至極真面目な顔できっぱりと言い切った。

「無理です」

「は？」

「無理です」

　同じことをもう一度言われ、希望を粉々に打ち砕かれる。ちょっとした時間稼ぎのつもりだったのに、暗雲が立ち込めてきた。

　アンジェラは苦虫を嚙かみ潰したような面持ちである。

「呪いを解くには、基本的に最初にその呪いを授けた魔法使いが儀式をしなければなりません。私の力で探れば、最初にあなたを呪ったのが誰だか分かると思ったのですが……分かりません」

「えええええええ!?　でもあなた、魔法の世界でかなり上位にいる魔法使いなんじゃ!?」

　目の前にいるアンジェラという魔法使いが甚大な力を持っていることは、彼女がビシバシ放っている得体の知れないオーラから伝わってきた。

　クロエもアンジェラより強い力の持ち主がいることに驚いているのか、真剣に続きの言葉を待っている。

「そうです。ですが、あなたに呪いをかけた魔法使いは、私よりさらに強大な力を持っているようです。力というより、強い思いですね。あなたに呪いを授けた時の状況を、霧に閉じ込めるように分からなくしている。私もこんな奇特な呪いにかかった人間は初めて見ました」

　そこまで言うと、アンジェラは堪えきれなくなったように大笑いしだした。

「きゃはっ、超ウケる！　まじ珍しいんだけどー！　ねぇねぇ、他に変わったところとかないの？　物心ついた時から呪われてるってどんな感じ、ねぇどんな感じ？」

「女子高生かっ！　あんた本当は面白がってるだろ！」

　やたらめったらうきうきしているアンジェラに苛ついてきた。魔法使いってこんなんばっかりなのかよ。

「つまり、俺の呪いは結局解けないんですか？」

　アンジェラは咳せき払ばらいすると、またさっきの大人ぶった口調に戻る。

「えぇ、残念ですが。でも主人公の呪いが有効に働いているようですし、それなら実害はないでしょう？　探していればそのうち呪いを解く方法も見つかるかもしれません。見つかったらいいですね？」

「そんな適当な！」

「大丈夫です！　今はランクダウンされているわけですし、ポジティブに行きましょう」

　すっげー適当に流された！

　アンジェラは一人で勝手に全部解決したようないい笑顔を浮かべ、優しく説いた。

「そんなわけで、最も上がみ暁あかつき。あなたは魔法界にとっても唯一無二の、非常に貴重なサンプルです。できたら魔法界に連れて帰って色々調べたいところですが」

　俺はその提案にぶんぶん首を振って辞退した。これ以上呪われて、より人外にされたらかなわん。

「あなたはそれを望んでいないようですし」

　アンジェラに目配せされ、それまで静かだったクロエも真剣な表情で口を開く。

「アンジェラ先生、その役目、私に任せていただけませんか。最上暁に一度関わった以上、私が彼の呪いを解く方法を見つけたいです。そして命の雫ライフドロツプを集めるため、人間界での滞在期間を、もう少しだけ延ばしていただけませんか」

　どくりと心臓が波打つ。クロエがこんなに真剣な表情をするのは、初めてだった。

　アンジェラは厳しい表情で俺たちを見据えていた。

　ほんの数分の時間が、まるで永遠のように感じられる。

　やがてアンジェラは、頰ほおを緩めて小さな吐息をもらした。

「本当に例外づくしですね。魔法使いが一人の人間に近づきすぎることは、本来認められませんが……あなたならそれを充分理解しているでしょうし」

　クロエは真剣な表情でアンジェラを見つめ続ける。

「分かりました、クロエ・ララ・ペレスヴェート」

「はい！」

「あなたに新たな課題を与えます。呪いにかかった人間の命の雫を、もう少し長期間にわたって回収すること。そして、最上暁の呪いを解く方法を探ること」

「……それでは」

　クロエが信じられないというように、瞳を見開く。

「人間界での滞在期間を、少しだけ延長します」

　クロエはアンジェラに深々と礼をした。

「ありがとうございます」

　その言葉を聞いた瞬間、喜びで頰が情けなく緩む。

　なんにせよ、俺は思っていたんだ。

　ここで突然ぷつんと幕が降ろされて、全部おしまいなんて、全部なかったことにするなんて、そんなのは嫌だって。




　今だってまだ、ぎりぎりの糸。

　だけど、確かに繫つながっている。




　俺は信じられない心持ちで、クロエの横顔を眺めていた。

　クロエは本当に人形みたいなやつだ。いつも退屈そうな冷たい瞳には、感情が通っているとは思えない。

　けれど、今日は少し違った。

　彼女の澄んだ瞳が、あたたかな熱を帯びて揺れる。

　──不意打ちだった。

　やわらかな何かが、俺の唇に重なった。

「へ」

　すぐ目の前に、クロエの顔。

　キスされるのは初めてじゃないが、それまでの事務的なものとは何かが違う。

　銀色の髪をなびかせ、無表情な魔法使いは口を開く。

「契約の証。もう少し、期間延長よ」

　クロエの声が、頭の中でやわらかく響いている。

「……いいのか？」

　つまり、続けられるのか。梨り華かは妹で、こよいと柏かしわ木ぎは猫のしっぽ部で、俺の家にはクロエがいて。そういう、生活を。

「しょうがないでしょう。そういう課題なんだもの」

　クロエの口調は相変わらずそっけない。

　彼女はためらうように視線をそらし、目蓋を伏せる。

「勘違いしないで。一生じゃないわ。そのうちこの生活は終わる」

「あぁ」

　時々思う。

　クロエからすれば、俺のことなどそこらで転がっている石ころのように、どうでもいい存在なのではないかと。

　けれど彼女の仕草の端々から、少しは気にかけてくれているんだな、と分かる時もある。




　それはたとえば、こんな時だ。




　クロエは冷たい手でそっと俺の右手を握り、口元をほころばせる。

「だけど私があなたをランクダウンさせている間は、私はあなたの側にいる」

「あぁ」




　永遠じゃないだろう。

　あとから考えれば、弾けてしまったシャボン玉みたいに儚はかないものかもしれない。

　変わりやすいものでもかまわない。

　いつか消えてしまってもかまわない。




　──だから俺は願う。




　クロエは俺の耳元で、そっとささやいた。




「私は、あなたの隣にいる」




　願わくばもう少しだけ。

　宝物みたいな日々を、一緒に過ごせますように。





エピローグ







「ほら兄さん、さっさと支度しちゃって！」

「はいはい、もう起きてるって」

　四月が終わり、桜の木は今やすっかりと緑の葉をつけている。

　いつものように梨り華かに叩たたき起こされ、俺はむくりと布団から起き上がった。クロエの居候延長が決まってから、彼女の部屋を魔法で増設した。やっと寝袋も卒業だ。

　一階に降り、洗面所で顔を洗うと、鏡にうつりこんだ寝ぼけ顔をじっと見つめた。

　キッチンから包丁の小気味良い音と、おいしそうな味噌汁の匂いが漂ってくる。梨華はちっこい身体を忙しなく動かし、今日も美味しい朝食を作ることに尽力しているようだ。

　梨華はさっさと朝食を食べると、慌ただしく鞄かばんを背負った。

「うわっ、もうこんな時間！　あたし今日当番だから、家出るねっ！」

「おう、行ってら」

　それからいつものように電車に乗り、いつものように学校へ向かう。

　廊下を歩いていると、後ろからぴょんっと背中を元気に叩かれた。

「おっはよ─────う、もがみーん！」

「柏かしわ木ぎ、朝から元気だな」

　相変わらず元気印のポニーテールを揺らし、ぴょんぴょん跳ねている。

「あっさだもーん。元気だよー。爽快な朝の挨拶の歌、歌っとく？」

「それはまた今度にする」

　その隣では、幸せそうな笑みを浮かべたこよいが俺たちに挨拶をする。

「おはようございます、暁あかつき君」

「おはよう、こよい」

　柏木は元気いっぱいで、俺たちに質問する。

「あのねもがみん、今日はどこで三毛猫探す？」

　その言葉に、全員でくすくすと笑みをこぼした。

「さぁ、どこでも。どうせ猫探しから脱線して、変な目的になるんだろうけど」

　こよいは両手を合わせ、きらきらと瞳を輝かせる。

「あのね、学校の近くに新しい紅茶専門店ができたんだ」

　その言葉に、柏木が嬉うれしげに跳びはねる。

「わっ、行ってみたい！　じゃあ今日みんなで行こう？　授業が終わったら部室に集合ね！　絶対だよ！　すぐにだよ！　走ってきてね！」

「はいはい、了解です」

　予鈴が鳴り、柏かしわ木ぎとこよいは先に階段を駆け上がっていく。

　そんな俺たちの後ろから、無表情なクロエがじっとこちらを見つめていた。

　視線が合うと、はっとしたように藤色の瞳を揺らす。

　俺はクロエに思いっきり笑顔を向けてやった。歯を見せて、わざとらしく、にやーっと。

　するとクロエもつられ、堪えきれなくなったように、ほんの少しだけ口の端を上げた。




　今日もいい天気だ。

　俺の生活は何か変わったかというと、あまり変化はない。

　とりあえずクロエが近くにいる間は主人公の呪いへのランクダウンが継続しているし、現状維持である。クロエもこよいも柏木も梨り華かも側にいるなら、いっそこのまま呪いを解かなくてもいいかもと思ってしまうのだが。

　廊下を歩いていると、頭の中であの謎の声が響いた。

『私もいつも君の側にいるよ』

「だからお前は誰なんだよ……」

　前言撤回。知らないおっさんはさっさと脳内から消えてほしい。

　大きな溜ため息をつくと、思わぬ回答が返ってきた。

『実は私はクロエの父親なのである』

　俺はどこに向かって叫べばいいのか分からず、窓にべたっと張り付いた。

「はあああああっ!?　ちょっ、本気で言ってんのか!?」

『……というのは噓うその、反対の反対の反対だ！』

「殺すぞ！」

　やっぱりさっさと消えてほしい。




　ちなみにアンジェラは魔法界に帰る前、クロエに手紙を残していったようだ。

　そこにはこんなことが書かれていたそうな。




『クロエ、人間というのは未知の可能性を持っている生き物です。それまでＤランクだった人間が、ある日を境に高ランクの呪いに目覚めるということもあるのです』




　クロエも初めて知った情報だったらしく、驚きよう愕がくしていた。

　どうやらそれまで何でもない存在だと思っていたやつが、次の日には変化を遂げて重要な存在になっていることがあるらしい。




　何も変わらない、平穏で少し不穏な呪われた日々。

　だけど何も変わらないと思っても、どんな人間だって、きっと毎日少しずつ変化しているのだ。




　今の俺にとってはそういうのが、幸せってことなのかもしれない。






追伸




呪いは一度ランクダウンしてしまえば、あなたが最も上がみ暁あかつきの側にいなくても継続するはずですが……。

彼の側にいることを自ら選択したのなら、これは余計な忠告でしたね。

いつもあなたのことを見守っています。


アンジェラ　









あとがき




　初めまして、御守いちるです。本作で第五回ラノベ文庫新人賞佳作をいただき、出版と相成りました。（編集部注：受賞作『呪われたやつはだいたい友達』）

　ちなみにペンネームは「おまもり」じゃなくて「みもり」と読みます。

　ペンネームを決める時、さてどうしようかと悩み、そこまで信仰深い方でもないのですが、画数とか良い方がいい気がする、悪いよりは大吉とかの方がいいじゃろという単純な理由から、姓名判断のサイトで良い運勢になる画数を選びました。

　御守かっこいいじゃん！　と気に入っていたんですが、冷静に考えると普通に読んだらおまもりですよね。作者名「あ行」の方に並べられることもあるかもしれませんが、どうかこのあとがきを読んでくださった読者様だけは間違えずに「みもり」と読んでいただければ幸いです。ちなみに私は名前を変換する時、「みもり」じゃ出て来ないので「おまもり」と打って「り」の字を削除しています。もうどっちでもいいか！

　さて本作がどんな内容か簡単に説明しますと、「ラッキースケベの呪い」のせいで女子から嫌われていた主人公が、魔女と出会ったことで「主人公の呪い」に変わり、主人公らしい行動をとりつつラブコメを繰り広げてしまうという非常に単純なお話であります。

　どうしてこんな話を書こうと思ったかと言いますと、最近脳の活動低下が深刻な問題なわけです。そんなわけで「たまには新しいラノベでも読んでみるか。先にWikipediaで軽く内容調べてみよう」とページを開くじゃないですか。世界観が複雑だし、専門用語が多すぎるしで、そっとページを閉じるのです。新しい知識を増やすことを完全に脳味噌が拒否しているわけです。昨日の夕飯どころか、今日の朝食を食べたかどうかも覚えていないのであります。

　そんな感じですので、忙しい現代人の方々に暇な時間にさらっと読んで、ちょっとくすっと笑っていただけるような軽い内容にしたいなと思って、この小説が出来上がりました。

　数日後には読んだこと自体も忘れてしまって、もう二冊か三冊購入していただければ、これより嬉しいことはありません。その後「前買ったじゃん！　もう読んだわこれ！」と怒りにまかせてそのまま炎にくべていただければなお良しです。

　私も買ったことを忘れて同じコミックの同じ巻を買ってしまうことがよくあります。特に主人公がかっこいいポーズを決めてるスポーツ漫画とかだと、高確率で二回購入してしまいます。忘れないようにとメモを取るのですが、そのメモがどこにあるのかも忘れてしまうので意味がないのです。

　ちなみに私は極度の方向音痴でもあります。しかし最近は携帯のアプリが道案内してくれるので、無事目的地に到着出来ます。文明の利器にかなり助けられております。途中で充電が切れると帰り道が分からなくなって死にます。

　初めて講談社に行った時も、駅に着いてすぐ巨大な建物が目に入り、「うわ、この立派な建物何やろ？　矮小な私なんかが関わったら存在抹消されそうやわ。さっさと通り過ぎよ」と思ったらそこが普通に講談社でした。すごいです。でっかいです。圧倒的です。

　そんなすごい建物ですので、当然最初の打ち合わせの後も建物の中で迷い、どこが出口か分からなくなって子羊のように震えておりました。

　思えば一番最初に自分が方向音痴だと自覚したのは、小学三年生の時でした。一年生の時は先生が丁寧に案内してくれ、二年生の時も一年生の教室のすぐ上の階だったので、迷うことはありませんでした。しかし三年生になると、教室が別の校舎に替わるわけです。

「よぉし今日から三年生だ、頑張るぞ！」といつもより早い時間に意気揚々と登校した私は、三年の校舎がどこか分からず廊下で泣いていました。それを発見した親切な先生が泣かなくても大丈夫よ、と教室まで案内してくれました。ここまでくると方向音痴どうこう以前に頭が悪いのではないかという疑いがもたれますが、気にしてはいけません。

　そんな方向音痴高ランク保持者にもかかわらず、私はなぜかよく道を尋ねられます。当然目的地の場所が分かるはずもないので、自信に満ちた笑顔で「直進すれば到着しますよ」などと噓を教えてしまいます。ごめんなさい。もうしません。




　最後になりましたが謝辞を。

　穴だらけだった投稿作を懇切丁寧に指導していただいた担当さま。もうちょっと設定を練り込めるように頑張ります。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　イラストを描いてくださったニノモトニノ様。キャラデザが細部まで凝っていて素敵です。何度も眺めてしまいます。やる気が消滅しそうになる度、ニノさんのイラストにお力をいただきました。ありがとうございます。

　選考委員の先生方。そして授賞式で声をかけてくださった先輩作家の方々。勉強になるアドバイスをいただきありがとうございました。

　そして何より、この本を手にとって下さった読者様に感謝を。

　また次の本でお会い出来ることを願っております。





二〇一六年五月　　御み守もりいちる　







[image: ]





本作品は、二〇一六年七月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







お前まえを、祝いわってやろうか!?

１．ラッキースケベの呪のろいを解といてくれ！




二〇一六年八月一日発行

御み守もりいちる

©Ichiru Mimori 2016


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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